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概要

本機は、1/4インチ幅の小型カセットテープを使用
したDVCPRO HD-LPフォーマットのHDデジタル
ビデオカセットレコーダーです。
1080/59.94i（60i）、720/59.94p（60p）、
1080/50iのHD信号の記録・再生・編集ができ、既存の
DVCPRO(25Mbps/50Mbps)の再生が可能です。
さらに、バリアブルフレームレートカメラで収録した
720/24p over 60p（720/25p over 60p）ソー
スからは1080/24psf（1080/25psf）への変換
出力が得られ、シネマ製作用途にも応えます。
また、標準装備のフォーマットコンバータのHD-SD
変換により既存のSDシステムとのインターフェース
やHDシステムへの展開が可能です。

O本機に付属されている電源コードは、接地端子を
備えた3ピンのコンセントに接続してください。

O2ピンのコンセントを使用する場合は、付属の電
源プラグアダプターを取り付け、必ず、接地端子
にアース線を接続してください。
アース線を接続するときは、必ず、電源コードを
電源プラグアダプターに差し込む前に、行ってく
ださい。
また、アース線を外すときは、必ず、電源コード
を電源プラグアダプターから抜いた後に、行って
ください。

O本機に付属されている電源プラグアダプターを、
他の機器には、絶対に使用しないでください。

高効率デジタル圧縮技術を採用した高画質VTRで、
ダビング時の画質・音声の劣化が大幅に少なくなって
います。
また、本機は4Uサイズの小型・軽量設計になってい
ますので持ち運びにも負担が軽く、19インチのラッ
クに設置する時にも楽に行えます。
機器のセットアップは、フロントパネルのファンクシ
ョンボタンやフロントパネルの液晶モニターのメニュ
ー画面を見ながら対話方式で行います。
編集機能としては、アセンブル・インサートの両編集
が行えます。

付属品

電源コード(3芯)  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .1
電源プラグアダプター . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .1

接地端子

電源プラグアダプター
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安全上のご注意 必ずお守りください

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを、次のよ
うに説明しています。

■表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、説明してい
ます。

■お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。
(下記は、絵表示の一例です。）

この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」内容です。

この表示の欄は、「傷害を負う可能性または物的損害のみが発生する可能性が想定され
る」内容です。

警告
注意

このような絵表示は、気をつけていただきたい「注意喚起」内容です。

このような絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。

このような絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。

警告
不安定な場所に置かない!

落ちたり、倒れたりし
て、けがの原因になり
ます。

禁　止

電源コードや接続コード
に重いものを載せない!

本機の下敷きにならな
いよう注意してくださ
い。
コードが傷ついて、火
災や感電の原因になり
ます。

禁　止

コンセントや配線機器の
定格を越えて使用しない!

たこ足配線等で定格を
越えると、発熱による
火災の原因になります。

禁　止

付属品・オプションは、
指定の製品を使用する!

本体に誤って指定外の
製品を使用すると、火
災や事故を起こす原因
になります。

本機の上に水の入った容
器、小さな金属物を置か
ない!

本機内部にはいると、
故障や事故を起こす原
因になります。

禁　止

機器の開口部から異物を
差し込んだり、落とし込
んだりしない!

火災や感電の原因にな
ります。

禁　止
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安全上のご注意 必ずお守りください

警告
電源コード・電源プラグ
が破損するようなことは
しない!
傷つけたり、加工したり、
高温部に近づけたり、無
理に曲げたり、ねじった
り、引っ張ったり、重い
ものを載せたり、束ねた
りしない!

傷んだまま使用すると、
感電・ショート・火災
の原因になります。

Oコードやプラグの修理は、お
買い上げの販売店にご相談く
ださい。

禁　止

機器が濡れたり、水が入
らないようにする!

火災や感電の原因にな
ります。
雨天・降雪・海岸・水
辺での使用は、特にご
注意ください。

指定のカバー以外は外さ
ない!

O点検・整備・修理は、お買い
上げの販売店にご依頼くださ
い。

感電の原因になります。

分解禁止

表示された電源電圧以外
は使用しない!

火災や感電の原因にな
ります。

禁　止

電源プラグは、根元まで
確実に差し込む!

火災や感電の原因にな
ります。
傷んだプラグやゆるん
だコンセントのまま使
用しないでください。

本機を改造しない!
火災や感電の原因にな
ります。

分解禁止

水場で使用しない!
火災や感電の原因にな
ります。

水場
使用禁止

本機を落としたり破損した
場合や、内部に異物や水
などが入った場合は、電
源スイッチを切り、電源
(プラグ)を抜く!

Oお買い上げの販売店にご相談
ください。

そのまま使用すると、
火災や感電の原因にな
ります。

電源プラグ
を抜く

煙が出ている、変なにお
いや音がするなどの異常
状態の場合は、電源スイ
ッチを切り、電源(プラ
グ)を抜く!

Oお買い上げの販売店に修理を
依頼してください。

そのまま使用すると、
火災や感電の原因にな
ります。

電源プラグ
を抜く

Oお買い上げの販売店にご相談
ください。

電源コードが傷んだ場合
は、交換を依頼する!

そのまま使用すると、
火災や感電の原因にな
ります。

O電源プラグを抜き、乾いた布
で拭いてください。

電源プラグのほこりなど
は、定期的にとる!

プラグにほこりがたま
ると、湿気等で絶縁不
良となり、火災の原因
になります。
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安全上のご注意 必ずお守りください

電源コードを熱器具に近
づけない!

コードの被覆が溶けて、
火災や感電の原因にな
る恐れがあります。

禁　止

油煙や湯気、湿気やほこ
りの多い場所に置かない!

火災や感電の原因にな
る恐れがあります。

禁　止

注意

プラグやコネクターを抜
くときは、コードを引っ
張らない!

O必ずプラグやコネクターを持
って抜いてください。

コードが傷つき、火災
や感電の原因になる恐
れがあります。

禁　止

カセットテープ挿入口に、
指をはさまれないように
注意する!

けがをする恐れがあり
ます。

指に注意

本機の上に重い物を置か
ない!

バランスがくずれて落
下し、けがをする恐れ
があります。

禁　止

本機の通風孔をふさがな
い!

O風通しの悪い所に押し込まな
いでください。

Oテーブルクロスを掛けたり、
じゅうたんや布団の上に置か
ないでください。

内部に熱がこもり、火
災の原因になる恐れが
あります。

禁　止

長期間使用しないときは、
電源プラグをコンセント
から抜く!

火災の原因になる恐れ
があります。

電源プラグ
を抜く

本機を電源コンセントの
近くに設置し、電源プラ
グが簡単に手が届くよう
にする。

異常や故障が発生した
際に、すぐに電源プラ
グが抜けるようにして
ください。（本機を電
源から完全に遮断する
には電源プラグを抜く
必要があります。）

移動させる場合は、電源
スイッチを切り、プラグ
を抜き、外部の接続コー
ドを外す!

コードが傷つき、火災
や感電の原因になる恐
れがあります。

本機に乗らない!
倒れたり壊れたりして、
けがをする恐れがあり
ます。

禁　止

持ち上げるときや移動さ
せるときには、十分注意
する!

O10kg 以上の機器は、2人以
上で持ち上げるなどして、慎
重に取り扱ってください。

落としたりすると、け
がをする恐れがありま
す。

お手入れの際は、電源ス
イッチを切り、電源(プラ
グ)を抜く!

火災や感電の原因にな
る恐れがあります。

電源プラグ
を抜く

1年に1度ぐらいは、販
売店に内部の掃除の相談
を!

本機の内部にほこりが
たまったまま、使用す
ると、火災や故障の原
因になる恐れがありま
す。
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特長

タイムコード
本機はTCG(タイムコードジェネレータ)/TCR(タイムコー
ドリーダ)を内蔵しています。
タイムコードは内部タイムコードの他に、外部タイムコー
ド入力をLTCとして本機に記録することが可能です。

多機能なインターフェース
Oシリアルデジタル入出力
HDコンポーネントシリアルインターフェース入出力を装備
しており、HDコンポーネント映像信号と8チャンネルの
デジタルオーディオを１本のBNCでインターフェースする
ことができます。（SMPTE 292M、299M/BTA S-004)
また、HD－SDフォーマットコンバータを標準装備し
ているのでSDコンポーネントシリアル信号をも出力す
ることができます。（SMPTE 259M-C、272M-A、
294M)

Oアナログビデオ出力
DVCPRO50/DVCPRO互換再生、DV再生、DVCAM
再生、ダウンコン時にコンポジット信号を出力します。

O AES/EBUオーディオ入出力
8チャンネルのデジタルオーディオ入出力端子を装
備しています。

O SDTI入出力
SDTIボード(オプション)を使用しますと、圧縮されたコ
ンポーネント信号のままでインターフェースが行えます。
（SMPTE 305M、321M)

O SD信号のアップコンバート記録
入力アップコンバータボード(オプション)を使用しますと、
SDコンポーネントシリアル信号(SMPTE 259M-C)をア
ップコンバートしてHD信号として記録できます。

O 9ピンRS-422A/RS-232Cリモート
標準的な 9ピンシリアルリモート(RS-422A)の他、
RS-232Cおよび50ピンパラレルのリモート端子を装
備しています。
RS-422Aは本機と別のVTRをループ接続すれば並列
運転ができます。

8チャンネルの高音質デジタルオーディオ
8チャンネルのPCMオーディオを持ち、8チャンネルは独
立して編集ができるほか、チャンネルミックスが可能です。
アナログキュートラックも１チャンネル装備しています。

メニュー方式のセットアップ
本機を操作する前に行うセットアップの各設定は、本機の液晶
モニターまたはモニターテレビのセットアップメニューを見な
がら行います。

液晶モニター付き多機能フロントパネル
映像確認用の液晶モニター、操作ボタン、大型表示パネル
などの多機能を4Uサイズに納め、操作性の向上を実現し
ました。

小型・軽量
本機は、4UサイズのデジタルVTRです。
ラックマウントアダプター(オプション、AJ-MA75P)を使
用すれば19インチラックにも手軽に取りつけることがで
きます。

最大126分記録
DVCPRO HD-LP記録方式の採用により、新開発の1/4
インチXLカセットテープに、最大126分の長時間デジタ
ルHD記録が可能です。

高画質
既存DVCPROの4倍の記録レート(100Mbps)を持った
4:2:2 HDコンポーネント信号記録により高画質を実現し
ています。

1080i/720p*1、59.94Hz/60Hz/50Hz
スイッチャブル
メニューで切り替えることにより、それぞれの信号を記
録・再生することができます。
*1 50Hzのシステム周波数を選択した場合、720pでの記録・再
生はできません。

フレームレート変換機能
メニューで切り替えることにより、バリアブルフレームレ
ートカメラで、フレームレートが24fps（25fps）で記録
されたテープを再生すると1080/24psf（25psf）に変
換して出力することができます。

SDIインターフェース
HDシリアルデジタルインターフェースを標準装備してい
ます。

DVCPROとの互換再生
DVCPRO HD-LP記録再生の他に、既存の DVCPRO
HD/DVCPRO50/DVCPROで記録されたテープを本機で
再生することができます。
また、民生のDVテープ(SP)/DVCAMも本機で再生する
ことができます。

デジタルスローモーション/ダイヤルジョグ
パナソニック独自のデジタルスロー技術により、－1倍速
から+2倍速(DVCPRO HD-LP記録テープ)までクリアな
再生が行えます。
<ノート>
－1/＋2倍速に限りなく近いスピードのスロー再生(外部
コントローラを使った場合)時、多少のノイズが発生するこ
とがあります。

サーチ速度
サーチ速度は正・逆方向に最大100倍速(HD-LP記録テー
プ)までカラー画像で再生が可能です。
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フロントパネル

1POWERスイッチ

2オーディオレベルメーター
オーディオ情報の表示を行います。
OPCMオーディオ信号のCH1/CH2/CH3/
CH4/CH5/CH6/CH7/CH8とCUEトラック
信号の各レベル

O記録時およびE-E選択時には入力信号のレベル
を表示
再生時には出力信号の各レベルを表示
INPUT CHECK時にはCH1～CH8で入力信
号のレベルを表示

O各チャンネルごとの入力信号の表示
選択された入力信号のインジケーターが点灯し
ます。(SD SDI入力選択時はSDIが点灯します。)
選 択 さ れ た 入 力 信 号 の な い 場 合 、
AES/HDSDI/SDI/SDTI時は点滅し、ANA時
は点灯のままとなります。
なお、内蔵信号(INT SG)が選択されたときは、
AES/ANA/HD SDI/SDTIのインジケーターが
全て点灯します。
23/24Hzモードまたは25Hz (HD、SD) モー
ド時は全て消灯します。

3カセット挿入口
オレンジ色のプレートが見えているときはすでに
カセットテープが挿入されています。

4EJECT ボタン
押すとテープがアンロードし、数秒後自動的にカ
セットを排出します。
カウンタ表示部がCTL表示の時は、表示がリセッ
トされます。

5ヘッドホンジャック
ステレオヘッドホンを接続すると、記録/再生/編
集中の音声を、ヘッドホンでモニターできます。

6音量調整ダイヤル
ヘッドホンの音量およびモニター出力の音量を調
整するボリュームです。
ヘッドホン出力とモニター出力の音量を連動させる
か、分離させるかは、セットアップメニュー
No.712(MONI OUT)で選択できます。（ただしヘッ
ドホンは常に連動しています。）分離させた時には、
モニター出力はUNITY値(既定値)になります。

7チャンネルコンディション・ランプ
エラーレートの状態に応じて点灯します。
(緑5アンバー5赤)
緑：
ビデオ/オーディオの再生信号のエラーレート
が、共に良好な時に点灯します。

アンバー：
ビデオ/オーディオの再生信号のいずれかのエラー
レートが悪化した時に点灯します。
このランプが点灯しても、再生画は正常です。

赤：
ビデオ/オーディオのいずれかの再生信号に修正/
補間がかかった時に点灯します。

各部の名称と機能
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01. HD1700(P1-37)  04.11.22  3:31 PM  ページ8



9
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フロントパネル

8MONITOR SELECTボタン
モニターL/Rとヘッドホンジャックに出力する音
声信号を切り替えるためのボタンです。
O<AUDIO SHIFT2>メニューの
M MIX = OFFの時(工場出荷設定)：
｢L」(又は「R」)ボタンを押すたびに、モニ
ター L(又はモニター R)に出力する信号を
CH1、CH2、CH3、CH4、CH5、CH6、
CH7、CH8、CUE、CH1、・・・と切り替
えることができ、オーディオレベルメーター
に表示されます。

O<AUDIO SHIFT2>メニューの
M MIX = L, R, L/R の時：
複数のチャンネルの信号をミックスして出力
することができます。
｢L」(又は「R」)ボタンを押しながら、数字
キーでモニターしたいチャンネルの数字を押
すと、そのチャンネルが選択され、オーディ
オレベルメーターに表示されます。（また、
同様の操作で、すでに選択されているチャン
ネルを非選択にします。)
ただし、CH1～CH4のうち最大2チャンネ
ル、CH5～CH8のうち最大2チャンネルの
選択となります。
選択例： CH1+CH3+CH5+CH8 は可。
CH1+CH2+CH4は不可。

9METER(FULL/FINE)切り替えスイッチ
オーディオレベルメーターのスケール表示(目盛)を
切り替えるボタンです。
FULLモード：
セットアップメニュー No. 763(METER
SCALE)の設定に応じて－∞～0 dB(基準レベ
ルを－20 dB表示)又は、－∞～＋20 dB(基準
レベルを0 dB表示)の範囲を表示します。

FINEモード：
セットアップメニュー No. 763(METER
SCALE)の設定に応じて－24～－15 dB(基準
レベルを－ 20 dB表示)または、－ 4～＋ 5
dB(基準レベルを0 dB表示)の範囲を0.5 dB
ごとのスケールで表示します。

F6

F6

各部の名称と機能

:REMOTEボタンとRS-232C表示
REMOTE、RS-232C、パラレルの各端子を使って、外
部から本機をコントロールする時に切り替えます。
9P：
ボタンを2秒以上押すとLEDが点灯して、9ピ
ンのREMOTEに切り替わります。

50P：
ボタンを2秒以上押すとLEDが点灯して、50
ピンパラレルリモート端子を使って接続した機
器で本機をコントロールすることができます。

RS-232C表示：
RS-232C端子に接続された機器と本機が通信
可能なとき、このLEDが点灯します。

;AUTO OFFランプ
本機の動作に異常が発生した時に点灯し、タイム
コード表示部にその内容を表示します。

<液晶モニター
テープの再生画やEE画の確認用のモニターです。
HDテープ再生時は、ダウンコンバートしてレター
ボックスで表示します。
SDテープ再生時は、4：3のアスペクト比で表示します。
オンスクリーンメニューも表示できます。
また、フロントからの操作やテープ走行が行われ
ない状態で放置しておくとモニター保護のため、
自動的にモニター表示をオフにします。
なお、本機の動作が開始されると、モニター表示
がオンになります。
<ノート>
液晶モニターは非常に精密度の高い技術で作られていま
すが、画面の一部に画素欠けや常時点灯する画素がでる
ことがあります。これらの画素はテープには記録されま
せん。これは故障ではありませんので、あらかじめご了
承ください。

=ファンクションボタン
ファンクションメニュー(詳細は、38ページ参照)お
よびセットアップメニュー操作として使用します。

： 現在のファンクションメニュー(
～ )のページを切り替えます。

～ ： タイムコード表示部下方に枠で囲まれて
いる設定項目の設定値を変えます。
設定値を変えるには、 ～ ボ
タンを希望の数値になるまで押し続
けるか、一度 ～ ボタンを押
して設定項目の設定値をハイライト
点灯させた後、希望の数値になるま
でADJUSTダイヤルを回します。

F6F1

F6F1

F6F1

F6

F1SHIFT
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フロントパネル

>タイムコード表示部
ダイレクトメニューボタン@に応じた各種デー
タ/VTRステータス情報/テープフォーマット情
報/ワーニング情報などを表示します。(表示の
詳細は16ページ参照)

?UNITYランプ
VIDEO UNITY ランプ：
HD/SDのすべての出力レベルがUNITYであれ
ば点灯します。

AUDIO UNITY ランプ：
PCM/CUE AUDIOの入出力レベルがUNITY
であれば点灯します。（セットアップメニュー
No. 142 AUDIO UNITYの設定に従います。）

@ダイレクトメニューボタン
タイムコード表示部内のファンクションメニュー
をダイレクトに切り換えるボタンです。
HOME：
記録・再生・TC操作の最も基本的な設定を行い
ます。

VIDEO：
VIDEO信号の基本的な入出力設定を行います。
HD出力信号のレベル調整もこの画面で行うこと
ができます。

AUDIO：
AUDIO信号の基本的な入出力設定を行います。

PF1：
ファンクションキーにユーザー定義のメニュー
を登録することができます。

PF2：
ファンクションキーにユーザー定義のメニュー
を登録することができます。

TC：
タイムコードに関する設定を行います。タイム
コードスーパーの表示設定もこの画面で行うこ
とができます。

各部の名称と機能

POWER OFF ON

HEADPHONES

PUSH
LOCK

FULL

CH CONDITION MONITOR FULL/FINE REMOTE

L R
9P 50P RS-232C

CH1 2 3 4 5 6 7 8 CUE

XL/L/M-cassette
Do not insert S-cassette

without adapter

EJECT

AUDIO CH SELECT

SHIFT

ABC DEF GHI

JKL MNO PQRS

PREVIEW/
REVIEW

PRE-
ROLL

A IN A OUT

HOME RF1 ASSEM
ADJUST SHTL

REV FWD

VARJOG

STAND BY RECORDER INPUT CHECKPLAYER

SERVO

EDIT PLAY REC

REW STOP FF

REC INHIBIT

PUSH-INTER

INSERT

RF2

VIDEO UNITY TC CUE

AUDIO UNITY DIAG MENU

TRIM

SET

IN OUT

AUTO
EDIT

7 8 9

4 5 6 BS
TUV WXYZ

1 2 3 ENT

0 C T F

F1 F2 F3 F4 F5 F6

CH 1 CH 5 CH 2 CH 6 CH 3 CH 7 CH 4 CH 8

FULLREC P8 REC P8 REC P8 REC P8

> A C

? B

@ CUE：
60点までキュー点を設定することができます。
PAGE モードでは 6点を 1ページとして、6
点×10ページのキュー点をページ単位で管理
することができます。

DIAG：
ワーニング/アワーメータが確認できます。
SHIFT画面ではエラーログファイルの確認、削
除ができます。

MENU：
SYSTEM、SETUPメニューに関する操作(調
整 、 内 部 メ モ リ お よ び I C カ ー ド へ の
SAVE/LOAD)画面へ移動できます。

各ファンクションメニューの詳細は、38ページ以
降を参照ください。

AASSEM ボタン
アセンブル編集をする時に使用します。
ASSEMボタンを押すと、タイムコード表示部に
<ASSEMBLE>メニューが表示されます。 で
ASSEMをONにするとアセンブル編集が可能に
なり、ASSEMボタンが点灯します。
ほかのダイレクトメニューで移動してもASSEM
ボタンが点灯している時は、アセンブルモードと
なっています。
ア セ ン ブ ル モ ー ド を 解 除 す る に は 、
<ASSEMBLE>5 ASSEM = OFFにすれば
ASSEMボタンは消灯し、解除になります。

B INSERTボタン
インサート編集をする時に使用します。
INSERT ボタンを押すと、タイムコード表示部に
<INSERT>メニューが表示され、編集したい信号を
選択するファンクションメニューが表示されます。
編集したい信号を選択するには、ファンクション
キーを押してハイライト表示になれば選択された
表示となります。
選択を解除するには、もう一度ファンクションキーを
押してください。
V/A1/A2/A3/A4/CUE の選択は ～ 、
A5/A6/A7/A8/TCの選択は + ～
となります。

CADJUSTダイヤル
メニューなどの操作に使用します。

F6F2SHIFT

F6F1

F1

F1
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フロントパネル

DSHTLボタン
SHUTTLE再生をするときはこのボタンを押して
サーチダイヤルGで操作します。
ダイヤルを回し、任意の位置で止めると、その回
転角度位置に対応した速度で再生できます。中央
位置で静止画になります。

EJOGボタン
JOG再生をするときはこのボタンを押してサーチ
ダイヤルGで操作します。
セットアップメニュー No.310(JOG FWD
MAX）、No.311(JOG REV MAX)で設定した速
度範囲内で、ダイヤルの回転速度に応じて再生し
ます。

FVARボタン
VAR再生をするときはこのボタンを押してサーチ
ダイヤルGで操作します。
ダイヤルを左一杯に回すと－4.9倍速、中央位置
で静止画、右一杯にまわすと＋4.9倍速になりま
す。
S L OW の速度は、セットアップメニュー
No.308(VAR FWD MAX）、No.309(VAR REV
MAX)で選択できます。

Gサーチダイヤル
編集点を探すためのダイヤルです。
SHTL/JOG/VARボタンを押してダイヤルを有効
にするか、ダイヤルを回すだけで有効になるかは、
セットアップメニューNo.100(SEARCH ENA)
で切り替えることができます。

各部の名称と機能

HREV/STILL/FWDランプ
サーチダイヤルの動作に応じて点灯します。
REV：
ダイヤルを左に回すと点灯し、SHTL/JOG/
VAR ボタンが点灯している時は、テープが
REV方向に走行します。

STILL：
JOGボタンが点灯している時には、ダイヤルの
回転が停止した時に点灯し、テープ走行も停止
します。
SHTL/VARモード時には、ダイヤルがスチル
位置にある時に点灯します。

FWD：
ダイヤルを右に回すと点灯し、SHTL/JOG/
VAR ボタンが点灯している時は、テープが
FWD方向に走行します。

Iオーディオ入出力レベルの調整ダイヤル
PCMオーディオ信号のCH1/CH2/CH3/CH4/
CH5/CH6/CH7/CH8の各記録および再生レベ
ルを調整するダイヤルです。
Oボリューム操作のLOCK/UNLOCKの切り換え
ダイヤルを押すとダイヤル上の LED が点灯
(LOCK)/消灯(UNLOCK)になります。
LOCK(点灯)状態の時は、現在のオーディオレベ
ルに対応する表示セグメントのみ点灯し、ダイ
ヤルを回してもオーディオレベルは変えられま
せん。
UNLOCK(消灯)状態は、現在のオーディオレベ
ルに対応する表示セグメントおよびその下のす
べての表示セグメントが点灯し、オーディオレ
ベルを変えられます。

OUNITY/VARの切り替え
UNLOCK状態で数字キーの キーを押しなが
ら、ダイヤルのつまみを押すとUNITY/VARを
切り替えることができます。
中央で点灯しているセグメントの位置がUNITY
を表します。

OREC/PBの切り替え
AUDIO ファンクションメニューの“AUDIO
SHIFT2”の にてAUTO/REC/PBのボリ
ューム機能の切り替えができます。
AUTOは記録や EE、 INPUT CHECK時に
RECボリューム、再生時にPBボリュームと自
動的に切り替わります。

OCH1～CH4とCH5～CH8の切り替え
AUDIO CH SELECTJで切り替えます。

F1
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NPREROLL ボタン
送出や手動編集の頭出しに使います。
押すとテープがプリロール点まで走行して止まり
ます。
HOME, PF1, PF2画面でキュータイムが登録され
ている場合：
<HOME SHIFT>メニューの PREROLで設
定したプリロール時間を使って登録されたキュー
タイムからプリロールします。

CUE画面でサーチモードの場合：
<CUE SHIFT>メニューの CU-ROLで設定
したプリロール時間を使って選択されたキュー
点からプリロールします。
選択されたキュー点が未登録の場合や、キュー
点登録モードの場合は、プリロール動作はしま
せん。

上記以外の場合：
<HOME SHIFT>メニューの PREROLで
設定したプリロール時間を使って登録された IN
点(IN点が登録されていないときは現在のテープ
位置)からプリロールします。
IN点が登録されていないときに押すと、現在の
テープ位置を IN点として自動登録します。（た
だし、セットアップメニューNo.305(AUTO
ENTRY)を「ENA」にした場合)

IN(A IN)またはOUT(A OUT)ボタンと同時に押すと、
その登録点にキューアップすることができます。また、
HOME, PF1, PF2画面で登録されているキュータイ
ムにキューアップするには、数字キーの キーを押
しながら、PREROLLボタンを押します。

O IN(A IN)/SET/OUT(A OUT)ボタン
SETボタンと同時に押し、 IN(A IN)/OUT(A
OUT)点を登録します。
A IN/A OUTは、オーディオスプリット編集を行
う時、ビデオと異なるオーディオの IN/OUT点を
登録するために使用します。
IN(A IN)/OUT(A OUT)点が登録されている時に
は、登録されている IN(A IN)ボタン、もしくは
OUT(A OUT)ボタンが点灯します。
登録した後にこれらのボタンを押すと、IN(A
IN)/OUT(A OUT)点の値がカウンタ表示部に表示
されます。
IN(A IN)/OUT(A OUT)ボタンを押しながら、
キーを押すと、IN(A IN)/OUT(A OUT)点の登録が
削除できます。

C

F

F1

F5

F1

12

フロントパネル

Jオーディオチャンネル切り替えボタン
CH1～CH4またはCH5～CH8のオーディオボ
リューム制御をこのボタンで切り替えます。
このボタンを押すたびにオーディオボリューム上
のチャンネル表示LEDが切り替わります。

K数字キー
CUE点、編集点などの数値を入力します。
キーを押しながら ～ までの数字を押す

とユーザービットで使うA～Fまでやファイル名
として使うA～Zまでのアルファベットを入力す
ることができます。
ひとつの数字キーに複数のアルファベットを割り
当てているため、同じ数字キーを押すとアルファ
ベットが切り替わっていきます。入力する位置を
変えたい場合はADJUSTダイヤルで位置を変えて
入力して下さい。

LPREVIEW/REVIEWボタン
PREVIEW：
編集点を登録した後にこのボタンを押すとテー
プが走行し、編集は実行せずに プレビューがで
きます。
IN点が登録されていない時にこのボタンを押す
と、押した点を IN点として登録し、プレビュー
を実行します。

REVIEW：
1区間の編集実行後にこのボタンを押すと、今
編集した区間を再生し、レコーダー側のモニタ
ーで見ることができます。

MAUTO EDITボタン
編集点を登録した後にこのボタンを押すと、自動
編集を実行します。
IN点が登録されていない時に押すと、押した点を
IN点として自動編集を実行します。

91F

各部の名称と機能

POWER OFF ON

HEADPHONES

PUSH
LOCK

FULL

CH CONDITION MONITOR FULL/FINE REMOTE

L R
9P 50P RS-232C

CH1 2 3 4 5 6 7 8 CUE

XL/L/M-cassette
Do not insert S-cassette

without adapter

EJECT

AUDIO CH SELECT

SHIFT

ABC DEF GHI

JKL MNO PQRS

PREVIEW/
REVIEW

PRE-
ROLL

A IN A OUT

HOME RF1 ASSEM
ADJUST SHTL

REV FWD

VARJOG

STAND BY RECORDER INPUT CHECKPLAYER

SERVO

EDIT PLAY REC

REW STOP FF

REC INHIBIT

PUSH-INTER

INSERT

RF2

VIDEO UNITY TC CUE

AUDIO UNITY DIAG MENU

TRIM

SET

IN OUT

AUTO
EDIT

7 8 9

4 5 6 BS
TUV WXYZ

1 2 3 ENT

0 C T F

F1 F2 F3 F4 F5 F6

CH 1 CH 5 CH 2 CH 6 CH 3 CH 7 CH 4 CH 8

FULLREC P8 REC P8 REC P8 REC P8

NL

J MK O
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フロントパネル

PTRIMボタン
IN/OUT点の微修整用のボタンです。
INボタンまたはOUTボタンを押しながら、＋また
は－ボタンを押すと、登録した編集点を1フレーム単
位で修整できます。＋ボタンを押すと1フレーム進
み、－ボタンを押すと1フレーム戻ります。
また、PLAYボタンを押しながら、＋または－ボタン
を押すと、再生位相の調整ができます。

QREWボタン
押すと、テープを巻き戻します。
巻き戻しの速度は、セットアップメニュー
No.102(FF. REW MAX)で選択ができます。

RSTOPボタン
押すとテープ走行が停止し、<HOME>メニューの

OUTPUT = TAPEの時には、静止画をモニター
することができます。
ストップモード中でもドラムは回転し、テープは
ドラムに密着しています。ストップモードが一定
時間以上経過すると、テープ保護のために自動的
にスタンバイOFFモードになります。
本機にカセットを入れた直後は、ストップモード
になります。

SFFボタン
押すと、テープを早送りします。
早送りの速度は、セットアップメニュー
No.102(FF. REW MAX)で選択ができます。

F1

各部の名称と機能

TEDITボタン
手動編集をする時、PLAY 中に EDIT ボタンと
PLAYボタンを同時に押します。
ス ト ッ プ モ ー ド 中 に こ の ボ タ ン を 押 す と 、
<ASSEMBLE>メニューまたは<INSERT>メニュー
で選んだモードの入力信号をE-Eモードでモニターす
ることができます。
STOPボタンを押すと、元の画像・音声に戻ります。
再生、サーチ、早送り、巻き戻し中にこのボタンを押
すと、押している間、<ASSEMBLE>メニューまた
は<INSERT>メニューで選んだモードの入力信号を
E-Eモードでモニターすることができます。
<ノート>
サーチモードでのオーディオの再生音は保障できません。

UPLAYボタン
押すと再生が始まります。
RECボタンと同時に押すと記録が、PLAY中にEDIT
ボタンと同時に押すと手動編集が始まります。
ただし、サーボがロックしていない時は手動編集
にはなりません。
手動編集中にPLAYボタンだけを押すと、編集は
カットアウトされ、再生モードになります。

VRECボタン
PLAYボタンと同時に押すと、記録が始まります。

WSERVOランプ
ドラムサーボおよびキャプスタンサーボがロック
すると点灯します。

XREC INHIBITランプ
カセットテープの誤消去防止機構の状態と
<HOME>メニューの REC INHの選択内容に
よって点灯、消灯します。点灯中はテープへの記
録は禁止されます。

F6

POWER OFF ON

HEADPHONES

PUSH
LOCK

FULL

CH CONDITION MONITOR FULL/FINE REMOTE

L R
9P 50P RS-232C

CH1 2 3 4 5 6 7 8 CUE

XL/L/M-cassette
Do not insert S-cassette

without adapter

EJECT

AUDIO CH SELECT

SHIFT

ABC DEF GHI

JKL MNO PQRS

PREVIEW/
REVIEW

PRE-
ROLL

A IN A OUT

HOME RF1 ASSEM
ADJUST SHTL

REV FWD

VARJOG

STAND BY RECORDER INPUT CHECKPLAYER

SERVO

EDIT PLAY REC

REW STOP FF

REC INHIBIT

PUSH-INTER

INSERT

RF2

VIDEO UNITY TC CUE

AUDIO UNITY DIAG MENU

TRIM

SET

IN OUT

AUTO
EDIT

7 8 9

4 5 6 BS
TUV WXYZ

1 2 3 ENT

0 C T F

F1 F2 F3 F4 F5 F6

CH 1 CH 5 CH 2 CH 6 CH 3 CH 7 CH 4 CH 8

FULLREC P8 REC P8 REC P8 REC P8

T XW

U
R S VQ

P

カセットテープの
誤消去防止機構

REC INH
メニュー

REC INHIBIT
ランプ 動作内容

記録禁止 __ 点灯2

(または遅い点滅) 全ての記録禁止

記録可能

OFF 消灯 全ての記録可能

ALL 点灯 全ての記録禁止

PRE 速い点滅 上書き記録禁止

NORM 速い点滅
通常の記録禁止
編集可能

V/CTL 速い点滅
映像信号とCTL
信号が記録禁止

2：セットアップメニューNo.114 REC INH LAMPで点灯/点滅
が切り替えられます。
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フロントパネル

YSTAND BYボタン
通常のSTOP時と同じテープテンションがかかり
ます。ヘッドドラムの回転中は、ボタンが点灯し
てスタンバイONモードであることを示します。
ストップ・モード中にこのボタンを押すと、スタ
ンバイOFFモードになり、ハーフロードモードに
なります。この時、ボタンは消灯します。
また、ストップ・モードが一定時間以上経過する
と、テープ保護のために自動的にスタンバイOFF
モードになります。
スタンバイOFFモードの時にこのボタンを押すか、
またはSTOPボタンを押すと、スタンバイONモー
ドになります。
また、STOPボタン以外のボタンを押すと、押し
たボタンのモードになります。
スタンバイOFFモードへの移行時間はセットアッ
プメニューで設定できます。

各部の名称と機能

ZPLAYER/RECORDERボタン
本機とRS-422Aシリアルインターフェースのリ
モコン端子(9ピン)を装備したVTRを使って編集
する時、本機をレコーダとして使う場合に操作し
ます。本機を単体で使用する時はどちらのボタン
も機能しません。
PLAYERボタン：
押すとランプが点灯し、本機に接続したプレー
ヤをリモートコントロールするようになります。
本機の編集、テープ走行系のボタンはプレーヤ
に対して働きます。

RECORDER ボタン：
押すとランプが点灯し、編集テープ走行系のボ
タンはレコーダ(本機)に対して働くようになりま
す。

OセットアップメニューNo.200(PARA RUN)で
「ENA」を選択した状態で、PLAYERボタンま
たはRECORDERボタンを押すことにより、両
方のランプが点灯し、本機がパララン(パラレル
ラン)操作時のマスター機となります。
ただし、本設定時にはREMOTE端子(9ピン)か
らの外部コントロールはできなくなります。

[ INPUT CHECKボタン
押している間だけ、モニター出力端子から入力信
号を出力し、入力ビデオ・オーディオをモニター
できます。
タイムコード表示はタイムコードジェネレータを
確認することができます。
INPUT CHECKボタンを離した後も、タイムコード
ジェネレータの値を表示し続けるにはセットアップメ
ニューNo.517(TCG OUT)で「LATCH」を選択し
ます。

<ノート>
CUE信号、SDTI 信号は INPUT CHECKが機能
しません。EE状態で入力信号をモニターできます。

POWER OFF ON

HEADPHONES

PUSH
LOCK

FULL

CH CONDITION MONITOR FULL/FINE REMOTE

L R
9P 50P RS-232C

CH1 2 3 4 5 6 7 8 CUE

XL/L/M-cassette
Do not insert S-cassette

without adapter

EJECT

AUDIO CH SELECT

SHIFT

ABC DEF GHI

JKL MNO PQRS

PREVIEW/
REVIEW

PRE-
ROLL

A IN A OUT

HOME RF1 ASSEM
ADJUST SHTL

REV FWD

VARJOG

STAND BY RECORDER INPUT CHECKPLAYER

SERVO

EDIT PLAY REC

REW STOP FF

REC INHIBIT

PUSH-INTER

INSERT

RF2

VIDEO UNITY TC CUE

AUDIO UNITY DIAG MENU

TRIM

SET

IN OUT

AUTO
EDIT

7 8 9

4 5 6 BS
TUV WXYZ

1 2 3 ENT

0 C T F

F1 F2 F3 F4 F5 F6

CH 1 CH 5 CH 2 CH 6 CH 3 CH 7 CH 4 CH 8

FULLREC P8 REC P8 REC P8 REC P8

Y [Z
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フロントパネル

INPUT_CHECK出力仕様

VIDEO（59/60Hzモード）

各部の名称と機能

AUDIO

出力系

MONITOR L

MONITOR R

HEAD PHONE L

HEAD PHONE R

HD SDI (MONITOR)
(エンベデッドオーディオ)

SD SDI (MONITOR)
(エンベデッドオーディオ)

MONITOR(L,R)選択

CH1～CH8

Lch選択CHが設定している
オーディオ入力22

Rch選択CHが設定している
オーディオ入力22

Lch選択CHが設定している
オーディオ入力22

Rch選択CHが設定している
オーディオ入力22

本線系と同等21

本線系と同等21

本線系と同等21

本線系と同等21

本線系と同等21・3

本線系と同等21・3

CUE

<ノート>
OSD SDI 入力選択には AJ-UC1700G(オプショ
ン)が必要です。

OSDTI入力選択にはAJ-YAC150P(オプション)が
必要です。

O INT SG入力選択時の信号はMENU No.601で選
択されます。

O23/24Hzモードまたは25Hz (HD、SD) モード
選択時は INPUT CHECK動作しません。

2 SDTI入力選択時は、INPUT CHECK動作しません。

21 INPUT CHECK動作しません。VTR動作モードに応じた信
号が出力されます。

22 SETUP MENU No.713～ 724で設定します。ただし、
VIDEO入力SDTI選択時は INPUT CHECK動作しません。

23 VIDEO INPUTとOUTREFが非同期の場合はノイズがでる場
合があります。

出力系

HD SDI 
(MONITOR)
(59.94Hz/60Hz)

入力選択
(MENU 600) INT SG

(59.94Hz/
60Hz)

INT SG
(selected
signal)

HD SDI
(input
signal)

MUTE
(BLACK)

本線系と同等2

HD SDI
(59.94Hz/
60Hz)

SD SDI
(59.94Hz)

SDTI
(59.94 Hz)

SD SDI 
(MONITOR)
(59.94Hz)

MUTE
(BLACK)

MUTE
(BLACK)

SD SDI
(input
signal)

本線系と同等2

LCD 
(MONITOR)
(59.94Hz/60Hz)

INT SG
(selected
signal)

HD SDI
(input
signal)

SD SDI
(input
signal)

本線系と同等2

VIDEO OUT3 
(59.94Hz) 本線系と同等2 本線系と同等2 本線系と同等2 本線系と同等2

VIDEO（50Hzモード）

出力系

HD SDI 
(MONITOR)
(50Hz)

入力選択
(MENU 600) INT SG

(50Hz)

INT SG
(selected
signal)

HD SDI
(input
signal)

MUTE
(BLACK)

HD SDI
(50Hz)

SD SDI
(50Hz)

SD SDI 
(MONITOR)
(50Hz)

MUTE
(BLACK)

MUTE
(BLACK)

SD SDI
(input
signal)

LCD 
(MONITOR)
(50Hz)

INT SG
(selected
signal)

HD SDI
(input
signal)

SD SDI
(input
signal)

VIDEO OUT3 
(50Hz) 本線系と同等2 本線系と同等2 本線系と同等2
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1キュータイム表示
現在登録されているキュータイムを表示します。
(キュータイムの操作は“キュータイム登録・プリ
ロール・キューアップ”114ページを参照)
キュータイムの操作は、HOME, PF1, PF2画面の
み可能です。

2動作モード(スピード)表示
現在の動作モードを表示します。（スピード表示を
含む)
EJECT：
イジェクトモード

STANDBY OFF：
スタンバイオフモード

T.RELEASE：
テンションリリースモード

STOP：
ストップモード

PREROLL：
プリロールモード

PLAY：
再生モード

PLAY＋：
特殊再生(再生位相の調整)モード(FWD方向)

PLAY－：
特殊再生(再生位相の調整)モード(REV方向)

REC：記録モード
JOG(REV/STILL/FWD)：
ジョグモード

VAR(速度－4.9～＋4.9)：
バリアブルモード

SHTL(速度－32.0～＋32.0)：
シャトルモード

FF：
早送りモード

REW：
巻き戻しモード

EDIT：
編集モード

AUTO EDIT：
自動編集モード

PREVIEW：
プレビューモード

REVIEW：
レビューモード

O<HOME SHIFT>メニューの (VARMEM)を
「ON」にした場合
DSPD(速度－1.0～＋2.0)：
バリアブルメモリの初期速度設定時

DSMP(速度－1.0～＋2.0)：
バリアブルメモリの再生速度記憶モード時

DPLY(速度－1.0～＋2.0)：
バリアブルメモリの再生モード時

DPRV(速度－1.0～＋2.0)：
バリアブルメモリ編集のプレビューモード時

DEDT(速度－1.0～＋2.0)：
バリアブルメモリ編集の実行モード時

Oセットアップメニュー No.013(DET STOP)を
「ON」にした場合
D-STOP：
PLAY再生時、STOP CODEを検出し強制停止

F6

各部の名称と機能

タイムコード表示部

F1SHIFT F2 F3 F4 F5 F6

21
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3タイムカウンタ表示
CTL： CTLカウンタのデータ
TCG： タイムコードジェネレータのタイム

コードデータ
UBG： タイムコードジェネレータのユーザ

ービットデータ
tcg： タイムコードジェネレータのタイム

コードデータのプリセット時
ubg： タイムコードジェネレータのユーザ

ービットデータのプリセット時
TCR/T2R： タイムコードリーダのタイムコード

データ
UBR/U2R：タイムコードリーダのユーザービッ

トデータ
タイムコードデータやユーザービットデータが正
しく読み取れなかった場合は、“T2R”、“U2R”
のように表示され、CTLがある場合はCTLにより
タイムコードデータは補完されます。

4バリアブルメモリモードインジケータ
<HOME SHIFT>メニューの (VARMEM)を
「ON」にした場合に表示されます。
VM点灯中は、常時バリアブルメモリ操作可能です。
(詳細は、“バリアブルメモリー機能”36ページを
参照)

5DETECT STOP MODEインジケータ
<STOP CODE>メニューの (DET ST)を
「ON」にした場合に表示されます。
DS点灯中、PLAY再生中にSTOP CODEを検出
するとテープ走行が停止します。(詳細は、“ファン
クションメニュー <STOP CODE>” 72ページ
を参照)

6裏ページメニューインジケータ

7ファンクションボタンの操作禁止インジケータ
ボタンを押しながら ボタンを押した場合に

表示されます。このとき、ファンクションボタン
の操作を禁止することができます。もう一度 ボ
タンを押しながら ボタンを押すと、表示が消
えてファンクションボタンを操作できるようにな
ります。

BS

F

BSF

F2

F6

各部の名称と機能

タイムコード表示部

F1SHIFT F2 F3 F4 F5 F6

5
7

4

6

3

TCR 00 : 00 : 00 : 00.

フィールドマーク：
“ ”：第1フィールド
“ . ”：第2フィールド
(±0.3倍速を越える場合は表示されません。）

ドロップフレームマーク：
“ : ”：ノンドロップフレーム
“ . ”：ドロップフレーム

(59/60Hzモードのみ)
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リアパネル

1AC INコネクター
付属の電源コードを使って、電源コンセントに接
続します。

2SIGNAL GND端子
ノイズ軽減のため、接続機器の信号アース端子と
接続します。安全アースではありません。

3ヒューズホルダー
5Aのヒューズが入っています。

4ファン
本機の冷却用のファンです。
ファンがなんらかの異常で停止した時には、Wが
タイムコード表示部に表示され、ビープ音が鳴り
ます。
ワーニングの状態で継続して動作させると、デッ
キ内部の温度が上昇し、安全温度を越した時には
すべての動作を停止させます。

5TIME CODE IN端子
外部タイムコードを、テープ上に記録するための
端子です。

6TIME CODE OUT端子
再生時は再生タイムコードを出力します。
記録時は、内蔵タイムコード・ジェネレータの発
生するタイムコードを出力します。

7CUE IN端子
CUEトラックに記録するアナログ信号を入力する
端子です。
セットアップメニュー No.704(CUE IN LV)
で－60dB入力モードを選択することにより、
マイクからの音声信号の記録もできます。

各部の名称と機能

8CUE OUT端子
CUEトラックに記録されたアナログ信号を出力し
ます。

9MONITOR OUT端子
PCMオーディオ信号 CH1/CH2/CH3/CH4
/CH5/CH6/CH7/CH8またはCUE信号を出力
します。

:ANALOG AUDIO IN端子
アナログオーディオの入力端子です。
(CH1/CH2/CH3/CH4)

;ANALOG AUDIO OUT端子
アナログ・オーディオ信号を出力します。
(CH1/CH2/CH3/CH4)

<HD SERIAL DIGITAL COMPONENT AUDIO
VIDEO IN/OUT端子/ACTIVE THRU
SMPTE 292M、299M規格に準拠した、HDデ
ジタル・コンポーネント・オーディオ/ビデオ信号
の入出力端子です。
HD SDI MONITORからは、TC/メニューなどス
ーパー付きで出力します。
INPUT CHECK時 は 15ペ ー ジ の INPUT
CHECK出力表を参照してください。

=SDTI IN/OUT端子(SDTIオプション)*1、
SD SDI IN/ACTIVE THRU(SD アップコンバー
タ、オプション)*2

*1：SMPTE 305M、321M規格に準拠した圧縮
データの入出力信号です。

*2：SMPTE 259M-C 規格に準拠したSD SDI
信号をHDにアップコンして記録できる入力
端子です。

<ノート>
O SD シリアルデジタル入力オプション(AJ -
UC1700G)と SDTI 入力オプション(AJ-
YAC150P)は同時に挿入できません。いずれか
一方のみで使用してください。

Oシステムメニュー項目25（SYSTEM REQ）で
25Hz（HD、SD）または50Hzモードを選択し
ている時、SDTIは機能しません。

SIGN

AC IN
FUSE

TC
IN IN L

OUT

CH 1
AUDIO IN

CH 2 CH 3 CH 4

VIDEO OUT

(WFM)

ON

OFF

75≠

ON

OFF

75≠

(SUPER)

1

2

3

SD REF IN

CH1·2AUDIO
OUT

CH3·4 CH5·6 CH7·8

HD REF IN HD REF OUT

SD
REF OUT

RS-232C

ENCODER
REMOTE

REMOTE
  IN/OUT

REMOTE
      OUT

PARALLEL

CH 1 CH 2 CH 3 CH 4

OUT R

CUE MON PUSH

PUSHPUSHPUSH

PUSH PUSH PUSH PUSH
240V 5A

L
G D

CH1·2AUDIO
IN

CH3·4 CH5·6 CH7·8

ACTIVE
THROUGH

(SUPER)

ANALOG
DIGITAL AUDIO

SD SDI

(OPTION)

HD SDI

SDTI

R
E
M
O
T
E

IN

OUT 

OUT 1IN OUT 2 OUT 3 MONITOR (SUPER)

MONITOR

AUDIO OUT

4 45
8

76

12 3

9 <

:;

=
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リアパネル

>SD SERIAL DIGITAL COMPONENT AUDIO
VIDEO OUT端子
SMPTE 259M-C、272M-A、294M規格に準
拠した、デジタル・コンポーネント・オーディオ/
ビデオ信号の出力端子です。
DVCPRO25M/50M/DV/DVCAM互換再生時、
ダウンコン出力時に出力します。SDSD I
MONITOR からは、TC/メニューなどスーパー付
きで出力します。
また、セットアップメニューNo.606(SD MONI
O SEL)で SD SDI MONITOR 出力を、SDSDI
OUT1(スーパーインポーズなし)と同じ出力にする
ことができます。
<VIDEO>メニューの (VID IN)で「SD SDI」
を選択し、No.107(EE MODE SEL)で「THRU」
を 選 択 し た と き は 、 EEモ ー ド の SD SDI
MONITOR出力にはスーパーインポーズは付加さ
れず、SD SDI OUT1と同じ出力となります。
O<VIDEO>メニューの (VID IN)で「SD SDI」
を 選択するにはオプションボード A J -
UC1700Gが必要です。

O INPUT CHECK時 は 15ペ ー ジ の INPUT
CHECK出力表を参照してください。ラインコ
ンバート時はミュートされます。

＜ノート＞
23/24Hz モードでは、SD SDI出力、アナログ
コンポジットビデオ出力のシステム位相は、HD
SDI 出力と位相を合わせるために、テープ走行が
1倍速になった時、変化する場合があります。

?ANALOG COMPOSITE VIDEO OUT端子
アナログ・コンポジット・ビデオ信号を出力します。
DVCPRO25M/50M/DV/DVCAM互換再生時、
ダウンコン出力時に出力します。
VIDEO OUT3の端子はスーパーを重畳したビデオ
信号の出力ができます。
スーパーの ON/OFF はセットアップメニュー
No.005(SUPER)で選択します。

F1

F1

各部の名称と機能

VIDEO OUT2の端子は、WFM(ウェーブフォー
ム) OUTとして使用することができます。
メニューで切り替えられる信号は TC、CTL、
VIDEO、RF L/R、ENV L/Rです。
INPUT CHECK機能はありません。ラインコンバー
ト時はミュートされます。

@SD REF IN端子と75Ω終端スイッチ
SDリファレンス・ビデオ信号の入力端子です。カラー
バースト付きのコンポジット信号を入力してください。
終端する場合には、スイッチを「ON」にします。

AHD REF IN端子と75Ω終端スイッチ
HDリファレンス・ビデオ信号の入力端子です。正
負両極性3値同期信号を入力してください。
終端する場合には、スイッチを「ON」にします。

BHD REF OUT端子
外部同期用のHDリファレンス・ビデオ信号の出
力端子です。
正負両極性3値同期信号を出力します。
メニューNo.020のSYS FORMATに準じた出力
となります。

CSD REF OUT端子
外部同期用のコンポジット信号(ブラックバースト
信号)を出力します。

DDIGITAL AUDIO IN/OUT端子
AES/EBU規格に準拠したデジタル・オーディオ
信号の入出力端子です。

Eリモートコントロール端子
本機を2台使って、あるいは本機と外部コントローラと
を接続して、外部から本機を操作することができます。
リモートコントロール端子は、IN/OUT用とOUT
用との2つがあります。
IN/OUT：
外部コントローラと接続
デッキ対デッキ操作時に接続

OUT：
パララン操作時に接続
ループスルーとして使用

FENCODER REMOTE端子
ビデオ出力信号の各設定を外部から調整する時に、
外部のエンコーダーリモートコントローラを接続
します。

GRS-232C端子

HPARALLEL REMOTE端子
本機を外部から操作する時に使用します。

SIGN

AC IN
FUSE

TC
IN IN L

OUT

CH 1
AUDIO IN

CH 2 CH 3 CH 4

VIDEO OUT

(WFM)

ON

OFF

75≠

ON

OFF

75≠

(SUPER)

1

2

3

SD REF IN

CH1·2AUDIO
OUT

CH3·4 CH5·6 CH7·8

HD REF IN HD REF OUT

SD
REF OUT

RS-232C

ENCODER
REMOTE

REMOTE
  IN/OUT

REMOTE
      OUT

PARALLEL

CH 1 CH 2 CH 3 CH 4

OUT R

CUE MON PUSH

PUSHPUSHPUSH

PUSH PUSH PUSH PUSH
240V 5A

L
G D

CH1·2AUDIO
IN

CH3·4 CH5·6 CH7·8

ACTIVE
THROUGH

(SUPER)

ANALOG
DIGITAL AUDIO

SD SDI

(OPTION)

HD SDI

SDTI

R
E
M
O
T
E

IN

OUT 

OUT 1IN OUT 2 OUT 3 MONITOR (SUPER)

MONITOR

AUDIO OUT

B> D H

EF? @ A C G
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SIGN

AC IN
FUSE

TC
IN IN L

OUT

CH 1
AUDIO IN

CH 2 CH 3 CH 4

VIDEO OUT

(WFM)

ON

OFF

75≠

ON

OFF

75≠

(SUPER)

1

2

3

SD REF IN

CH1·2AUDIO
OUT

CH3·4 CH5·6 CH7·8

HD REF IN HD REF OUT

SD
REF OUT

RS-232C

ENCODER
REMOTE

REMOTE
  IN/OUT

REMOTE
      OUT

PARALLEL

CH 1 CH 2 CH 3 CH 4

OUT R

CUE MON PUSH

PUSHPUSHPUSH

PUSH PUSH PUSH PUSH
240V 5A

L
G D

CH1·2AUDIO
IN

CH3·4 CH5·6 CH7·8

ACTIVE
THROUGH

(SUPER)

ANALOG
DIGITAL AUDIO

SD SDI

(OPTION)

HD SDI

SDTI

R
E
M
O
T
E

IN

OUT 

OUT 1IN OUT 2 OUT 3 MONITOR (SUPER)

MONITOR

AUDIO OUT

SIGN

AC IN
FUSE

TC
IN IN L

OUT

CH 1
AUDIO IN

CH 2 CH 3 CH 4

VIDEO OUT

(WFM)

ON

OFF

75≠

ON

OFF

75≠

(SUPER)

1

2

3

SD REF IN

CH1·2AUDIO
OUT

CH3·4 CH5·6 CH7·8

HD REF IN HD REF OUT

SD
REF OUT

RS-232C

ENCODER
REMOTE

REMOTE
  IN/OUT

REMOTE
      OUT

PARALLEL

CH 1 CH 2 CH 3 CH 4

OUT R

CUE MON PUSH

PUSHPUSHPUSH

PUSH PUSH PUSH PUSH
240V 5A

L
G D

CH1·2AUDIO
IN

CH3·4 CH5·6 CH7·8

ACTIVE
THROUGH

(SUPER)

ANALOG
DIGITAL AUDIO

SD SDI

(OPTION)

HD SDI

SDTI

R
E
M
O
T
E

IN

OUT 

OUT 1IN OUT 2 OUT 3 MONITOR (SUPER)

MONITOR

AUDIO OUT

SIGN

AC IN
FUSE

TC
IN IN L

OUT

CH 1
AUDIO IN

CH 2 CH 3 CH 4

VIDEO OUT

(WFM)

ON

OFF

75≠

ON

OFF

75≠

(SUPER)

1

2

3

SD REF IN

CH1·2AUDIO
OUT

CH3·4 CH5·6 CH7·8

HD REF IN HD REF OUT

SD
REF OUT

RS-232C

ENCODER
REMOTE

REMOTE
  IN/OUT

REMOTE
      OUT

PARALLEL

CH 1 CH 2 CH 3 CH 4

OUT R

CUE MON PUSH

PUSHPUSHPUSH

PUSH PUSH PUSH PUSH
240V 5A

L
G D

CH1·2AUDIO
IN

CH3·4 CH5·6 CH7·8

ACTIVE
THROUGH

(SUPER)

ANALOG
DIGITAL AUDIO

SD SDI

(OPTION)

HD SDI

SDTI

R
E
M
O
T
E

IN

OUT 

OUT 1IN OUT 2 OUT 3 MONITOR (SUPER)

MONITOR

AUDIO OUT

1台での接続例

プレーヤー側：
フロントパネルのREMOTE LED:が点灯してい
ない状態(LOCALモード)にします。

接　続

HD SDI入力
(オーディオ/ビデオ)

SDTI入力
(SDTIオプション装着時)

SD SDI入力
(SDアップコンオプション装着時)

SDTI出力
(SDTIオプション装着時)

SD SDI入力アクティブスルー
(SDアップコンオプション装着時)

オーディオモニター出力

アナログオーディオ入力

アナログオーディオ出力

HD SDI出力
(アクティブスルー)

SD SDI出力

HD SDI出力

デジタルオーディオ入力

デジタルオーディオ出力

HD リファレンス入力
(ループスルー出力)

SD リファレンス入力
(ループスルー出力)

ビデオモニター出力
(コンポジット出力3系統)

2台での接続例(デッキ対デッキ)

ソース側：
フロントパネルのREMOTEボタン「9P」を2秒
以上押して、REMOTE状態にします。（9P LED
点灯)

レコーダ側：
フロントパネルのREMOTE LED:が点灯してい
ない状態(LOCALモード)にします。

SDリファレンス信号発生器

ソース側

レコーダー側

オーディオ
モニター機器へ

ビデオ
モニター機器へ

オーディオ
モニター機器へ

ビデオ
モニター機器へ

HD SDI信号

リモート信号
(9P)

OFF

ON
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接　続

本機では、バリアブルフレームレートカメラを使用し、フレー
ムレートを24fps（25fps）で記録したテープを再生すると、
1080/24psf（1080/25psf）に変換して出力でき、AJ-
HD3700シリーズとダイレクト編集が可能です。
下図はデッキ対デッキの接続例です。
REF入力は、HD REF入力に48Hz（50Hz）のリファレン
ス信号を入力してください。

SIGN

AC IN
FUSE

TC
IN IN L

OUT

CH 1
AUDIO IN

CH 2 CH 3 CH 4

VIDEO OUT

(WFM)

ON

OFF

75≠

ON

OFF

75≠

(SUPER)

1

2

3

SD REF IN

CH1·2AUDIO
OUT

CH3·4 CH5·6 CH7·8

HD REF IN HD REF OUT

SD
REF OUT

RS-232C

ENCODER
REMOTE

REMOTE
  IN/OUT

REMOTE
      OUT

PARALLEL

CH 1 CH 2 CH 3 CH 4

OUT R

CUE MON PUSH

PUSHPUSHPUSH

PUSH PUSH PUSH PUSH
240V 5A

L
G D

CH1·2AUDIO
IN

CH3·4 CH5·6 CH7·8

ACTIVE
THROUGH

(SUPER)

ANALOG
DIGITAL AUDIO

SD SDI

(OPTION)

HD SDI

SDTI

R
E
M
O
T
E

IN

OUT 

OUT 1IN OUT 2 OUT 3 MONITOR (SUPER)

MONITOR

AUDIO OUT

CH 1 CH 2 CH 3 CH 4

CH 1 CH 2 CH 3 CH 4 CH 5

CUE L R

OUT

~AC IN

SIGNAL
GND

IN

PUSH PUSH PUSH PUSH PUSH PUSH PUSH

PUSH

OUTPUTCH CH CH CH

INPUTCH CH CH CH

HD

HD

REMOTE
IN

75™

ON

OFF

1 2 3

(SUPER)

(SUPER)

IN IN OUT
HD SDISD SDIWFMVIDEO OUTREF IN

REF OUT DIGITAL AUDIO

1
OUT1

OUT2
OUT
2

OUT
3

MONITOR

MONITOR
(SUPER)

SPARE

ACTIVE
THROUGH

REMOTE
OUT

REMOTE
IN/OUT

CONTROL
PANEL

V/A
CONTROL

RS-232C

PARALLEL
IN/OUT
(50P)

SD

SD

SD

75™

ON

OFF

FUSE
125V 5A

AUDIO OUT

AUDIO IN

MONITOR

TIME CODE

ACTIVE
THROUGH

1•2 3•4 5•6 7•8

1•2 3•4 5•6 7•8

1•2 3•4 5•6 7•8

AJ-HD1700
(ソース側)

HD SDI信号

リモート
信号
(9P)

AJ-HD3700
(レコーダー側)

ビデオモニター

75Ω
終端OFF

75Ω終端ON

基準信号
24Hzモード時: HD REF 48 Hz (interlace)
25Hz(HD)モード時: HD REF 50Hz (interlace)

HD SDI OUT

HD SDI 
IN

REMOTE
IN/OUT

REMOTE
OUT

23/24Hzまたは25Hz (HD) モード時の
システム接続例

本機では、バリアブルフレームレートカメラを使用し、フ
レームレートを25fps で記録したテープを再生すると、
576/50iに変換して出力でき、SD VTRと　ダイレクト
編集が可能です。
下図はデッキ対デッキの接続例です。
REF入力は、SD REF入力に50Hzのリファレンス信号を
入力してください。

25Hz (SD) モード時のシステム接続例

本機で再生するテープに関するノート
O バリアブルフレームレートカメラで撮影したテープを使用してくだ
さい。

O 撮影したテープをダビングしたテープ、または編集加工したテープ
は使用しないでください。テープ管理情報が失われ、正常に変換再
生ができない場合があります。

O 24fps (25fps) 以外のフレームレートで収録されたテープを
1080/24psf (1080/25psf) に変換する場合は、別売のフレー
ムレートコンバータ(AJ-FRC27) を使用してください。

＜ノート＞
Oテープ走行が1倍速になった時、REF入力とテープの同期
をとるため、数フレーム間映像が乱れ、音声出力がミュー
トされる場合があります。

O 23/24Hzモード時、SD SDIおよびVIDEO OUT端子に
は、VITC信号は出力されません。

O 25Hz (HD)モード時、SD SDIおよびVIDEO OUT端子
の出力ビデオ信号はHD SDI出力に対して、約1フィール
ド遅延します。

O 25Hz (SD) モード時、HD SDI出力はミュートされます。

PUSH PUSH

PUSH PUSH

PUSH
AC IN

SIGNAL
GND

AES/EBU

SDI

SDTI

ANALOG
CH1/2

IN

Y

VIDEO

VIDEO
OUT

SERVICE ONLY

REMOTE IN/OUT CH1 CH2AUDIO
IN

ENCODER REMOTE

RS-232C

PARALLEL

REMOTE OUT

IN

REF VIDEO
IN

ON

OFF

PB

PR

Y 1

2
(WFM)

3
(SUPER)

PB

PR

OPTION

CH3/4
IN

CH1/2
OUT

CH3/4
OUT

REMOTE

75

ON

OFF

75

ANALOG

TC
IN

IN

ACTIVE
THROUGH

OUT

1

TC
OUT

MON
L

MON
R

CH4CH3

CH1 CH2AUDIO
OUT

CH4CH3

2

OPTION

IN OUT

1

2

3
(SUPER)

CH1 CH2AUDIO
IN

TC
IN

TC
OUT

MON
L

MON
R

CH4CH3

CH1 CH2AUDIO
OUT

CH4CH3

PUSH

PUSHPUSHPUSH

PUSHPUSHPUSH

SIGN

AC IN
FUSE

TC
IN IN L

OUT

CH 1
AUDIO IN

CH 2 CH 3 CH 4

VIDEO OUT

(WFM)

ON

OFF

75≠

ON

OFF

75≠

(SUPER)

1

2

3

SD REF IN

CH1·2AUDIO
OUT

CH3·4 CH5·6 CH7·8

HD REF IN HD REF OUT

SD
REF OUT

RS-232C

ENCODER
REMOTE

REMOTE
  IN/OUT

REMOTE
      OUT

PARALLEL

CH 1 CH 2 CH 3 CH 4

OUT R

CUE MON PUSH

PUSHPUSHPUSH

PUSH PUSH PUSH PUSH
240V 5A

L
G D

CH1·2AUDIO
IN

CH3·4 CH5·6 CH7·8

ACTIVE
THROUGH

(SUPER)

ANALOG
DIGITAL AUDIO

SD SDI

(OPTION)

HD SDI

SDTI

R
E
M
O
T
E

IN

OUT 

OUT 1IN OUT 2 OUT 3 MONITOR (SUPER)

MONITOR

AUDIO OUT

ビデオモニター

REMOTE
IN/OUT

SD SDI 
IN

75Ω終端ON

基準信号
SD REF 50Hz (interlace)

SD SDI OUTAJ-HD1700
(ソース側)

AJ-SD955A
(レコーダー側)

75Ω
終端
OFF

REMOTE
IN/OUT

SD SDI信号

リモート
信号
(9P)
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編集コントローラとの接続例

接　続

POWER OFF ON

HEADPHONES

PUSH
LOCK

FULL

CH CONDITION MONITOR FULL/FINE REMOTE

L R
9P 50P RS-232C

CH1 2 3 4 5 6 7 8 CUE

XL/L/M-cassette
Do not insert S-cassette

without adapter

EJECT

AUDIO CH SELECT

SHIFT

ABC DEF GHI

JKL MNO PQRS

PREVIEW/
REVIEW

PRE-
ROLL

A IN A OUT

HOME RF1 ASSEM
ADJUST SHTL

REV FWD

VARJOG

STAND BY RECORDER INPUT CHECKPLAYER

SERVO

EDIT PLAY REC

REW STOP FF

REC INHIBIT

PUSH-INTER

INSERT

RF2

VIDEO UNITY TC CUE

AUDIO UNITY DIAG MENU

TRIM

SET

IN OUT

AUTO
EDIT

7 8 9

4 5 6 BS
TUV WXYZ

1 2 3 ENT

0 C T F

F1 F2 F3 F4 F5 F6

CH 1 CH 5 CH 2 CH 6 CH 3 CH 7 CH 4 CH 8

FULLREC P8 REC P8 REC P8 REC P8

POWER OFF ON

HEADPHONES

PUSH
LOCK

FULL

CH CONDITION MONITOR FULL/FINE REMOTE

L R
9P 50P RS-232C

CH1 2 3 4 5 6 7 8 CUE

XL/L/M-cassette
Do not insert S-cassette

without adapter

EJECT

AUDIO CH SELECT

SHIFT

ABC DEF GHI

JKL MNO PQRS

PREVIEW/
REVIEW

PRE-
ROLL

A IN A OUT

HOME RF1 ASSEM
ADJUST SHTL

REV FWD

VARJOG

STAND BY RECORDER INPUT CHECKPLAYER

SERVO

EDIT PLAY REC

REW STOP FF

REC INHIBIT

PUSH-INTER

INSERT

RF2

VIDEO UNITY TC CUE

AUDIO UNITY DIAG MENU

TRIM

SET

IN OUT

AUTO
EDIT

7 8 9

4 5 6 BS
TUV WXYZ

1 2 3 ENT

0 C T F

F1 F2 F3 F4 F5 F6

CH 1 CH 5 CH 2 CH 6 CH 3 CH 7 CH 4 CH 8

FULLREC P8 REC P8 REC P8 REC P8

POWER OFF ON

HEADPHONES

PUSH
LOCK

FULL

CH CONDITION MONITOR FULL/FINE REMOTE

L R
9P 50P RS-232C

CH1 2 3 4 5 6 7 8 CUE

XL/L/M-cassette
Do not insert S-cassette

without adapter

EJECT

AUDIO CH SELECT

SHIFT

ABC DEF GHI

JKL MNO PQRS

PREVIEW/
REVIEW

PRE-
ROLL

A IN A OUT

HOME RF1 ASSEM
ADJUST SHTL

REV FWD

VARJOG

STAND BY RECORDER INPUT CHECKPLAYER

SERVO

EDIT PLAY REC

REW STOP FF

REC INHIBIT

PUSH-INTER

INSERT

RF2

VIDEO UNITY TC CUE

AUDIO UNITY DIAG MENU

TRIM

SET

IN OUT

AUTO
EDIT

7 8 9

4 5 6 BS
TUV WXYZ

1 2 3 ENT

0 C T F

F1 F2 F3 F4 F5 F6

CH 1 CH 5 CH 2 CH 6 CH 3 CH 7 CH 4 CH 8

FULLREC P8 REC P8 REC P8 REC P8

AVモニター

AVモニター

AVモニター

ソース機 ソース機

AVモニター

レコーダー

ビデオモニター信号

ビ
デ
オ
モ
ニ
タ
ー
信
号

オーディオ
モニター信号

オ
ー
デ
ィ
オ

モ
ニ
タ
ー
信
号

オ
ー
デ
ィ
オ

モ
ニ
タ
ー
信
号

ビ
デ
オ

モ
ニ
タ
ー
信
号

オ
ー
デ
ィ
オ

モ
ニ
タ
ー
信
号

ビ
デ
オ

モ
ニ
タ
ー
信
号

リ
モ
ー
ト

リ
モ
ー
ト

リモート

ビ
デ
オ
入
力
信
号

ビ
デ
オ
出
力
信
号

ビ
デ
オ
出
力
信
号

オ
ー
デ
ィ
オ
入
力
信
号

オ
ー
デ
ィ
オ
出
力
信
号

オ
ー
デ
ィ
オ
出
力
信
号

リ
フ
ァ
レ
ン
ス
信
号

リファレンス信号

編集コントローラー
AVスイッチャー

リファレンス
信号発生器

REMOTE IN/OUTへ

REMOTE IN/OUTへ
REMOTE
IN/OUTへ

<ノート>
リモート信号(9P)の接続を他の機器に接続し直す場合は、編集コ
ントローラーの設定等を再確認してください。
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POWER OFF ON
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CH CONDITION MONITOR FULL/FINE REMOTE

L R
9P 50P RS-232C

CH1 2 3 4 5 6 7 8 CUE

XL/L/M-cassette
Do not insert S-cassette

without adapter
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AUDIO CH SELECT
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ABC DEF GHI

JKL MNO PQRS

PREVIEW/
REVIEW

PRE-
ROLL

A IN A OUT

HOME RF1 ASSEM
ADJUST SHTL

REV FWD

VARJOG

STAND BY RECORDER INPUT CHECKPLAYER

SERVO

EDIT PLAY REC

REW STOP FF

REC INHIBIT

PUSH-INTER

INSERT

RF2

VIDEO UNITY TC CUE

AUDIO UNITY DIAG MENU
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IN OUT

AUTO
EDIT
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Lカセットサイズ

XLカセットサイズ

民生DV/DVCAMカセット

Sカセット
民生DV/DVCAM用カメラレコーダ専用テープで
す。
カセットアダプタ(別売品、AJ-CS455P)を使用
すれば、再生できます。
ただし、長時間用カセットテープ(標準モード80
分/LPモード120分)は使用できませんのでご注
意ください。
なお、民生用DVテープはパナソニックの民生用
DVテープのご使用をお勧めいたします。
Oカセットアダプタを使用せずにカセットテープ
を挿入しますと、故障の原因となりますのでご
注意ください。

Mカセット
DVCPRO HD LP：
最大33分の録画・再生テープ
（AJ-HP33EMG）
DVCPRO 25/50/50P/HDの再生テープ

Lカセット
DVCPRO HD LP：
最大64分の録画・再生テープ
（AJ-HP64ELG）
DVCPRO 25/50/50P/HDの再生テープ
民生DV/DVCAM用：
民生DV/DVCAM標準カセットの再生テープです。
なお、民生用DVテープはパナソニックのテー
プのご使用をお勧めいたします。

XLカセット
DVCPRO HD LP：
最大126分の録画・再生テープ
（AJ-HP126EXG）

Mカセットサイズ

テープについて

挿入口のセンターにカセットをあわせ、軽く押してく
ださい。
カセットテープは自動的にローディングされます。

＜民生DV/DVCAMテープの再生時のご注意>
O民生のLPモードで記録されたテープの再生はで
きません。

O民生DV/DVCAMテープの最大送り速度は32
倍速です。

O民生DV/DVCAMテープでの最大スチル時間は
10秒に設定しています。

Oテープ保護の観点から、民生DV/DVCAMテー
プでの同じ箇所でのキューアップは、できるだけ
ひかえて頂きますようお願いします。

O民生 DV/DVCAM テープご使用時の STILL
TIMERの最大時間は10秒に、またSTILL状態
で放置した時の合計時間は1分に設定されていま
す。

O民生DV/DVCAMテープに記録された素材を編
集する時には、DVCPRO HDテープか、他の放
送用VTRに記録して使用してください。

O民生DV/DVCAMテープを使用してスロー再生
を行うと、ノイズが発生する場合があります。
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操作を始める前に、機器の接続が正しいかを確認して
ください。

電源投入/カセット挿入

1 電源を入れます。

3 カセットテープを挿入します。
カセットテープは無理なく、正規の位置に挿入し
てください。

4 STOPランプが点灯していることを確認します。
テープを挿入すると、自動的にシリンダーが回転
し、テープがローディングされ、STOPモードに
なります。
EJECTランプは消灯します。

2 AUTO OFFランプが消灯していることを確認しま
す。
結露などの異常があると、AUTO OFFランプが点
灯し、全ての操作ができなくなります。

POWER OFF ON

HEADPHONES

PUSH
LOCK

FULL

CH CONDITION MONITOR FULL/FINE REMOTE

L R
9P 50P RS-232C

CH1 2 3 4 5 6 7 8 CUE

XL/L/M-cassette
Do not insert S-cassette

without adapter

EJECT

AUDIO CH SELECT

SHIFT

ABC DEF GHI

JKL MNO PQRS

PREVIEW/
REVIEW

PRE-
ROLL

A IN A OUT

HOME RF1 ASSEM
ADJUST SHTL

REV FWD

VARJOG

STAND BY RECORDER INPUT CHECKPLAYER

SERVO

EDIT PLAY REC

REW STOP FF

REC INHIBIT

PUSH-INTER

INSERT

RF2

VIDEO UNITY TC CUE

AUDIO UNITY DIAG MENU

TRIM

SET

IN OUT

AUTO
EDIT

7 8 9

4 5 6 BS
TUV WXYZ

1 2 3 ENT

0 C T F

F1 F2 F3 F4 F5 F6

CH 1 CH 5 CH 2 CH 6 CH 3 CH 7 CH 4 CH 8

FULLREC P8 REC P8 REC P8 REC P8

1 23

4

STOP/STANDBYモード

1 STOPボタンを押すと、STOPモードになります。
STOPランプが点灯し、テープ走行が停止します。
Oテープ保護のため、セットアップメニュー
No.400(STILL TIMER)で設定した時間が経過
すると、スタンバイOFFモードになります。
STOP、REW、FF、PLAYの各ボタンを押す
と、そのモードになります。

2 STAND BYボ タンを押すと、スタンバイ
ON/OFFモードになります。
ランプの点灯中は、スタンバイONモードです。
スタンバイOFFモード中にこのボタンを押すと、
スタンバイONモードになります。
ストップモード中にこのボタンを押すと、スタン
バイOFFモードになり、ハーフローディング状態
となりランプが消灯します。

<STILL TIMER設定のご注意>
番組送出時や繰り返し同一素材使用時は、同一箇所で
の累計待機時間が長くなります。
テープ保護のため、同一テープ箇所での待機時間はで
きる限り短く、例えばセットアップメニュー
No.400(STILL TIMER)は最大30秒程度に設定し
てください。

POWER OFF ON

HEADPHONES

PUSH
LOCK

FULL

CH CONDITION MONITOR FULL/FINE REMOTE

L R
9P 50P RS-232C

CH1 2 3 4 5 6 7 8 CUE

XL/L/M-cassette
Do not insert S-cassette

without adapter

EJECT

AUDIO CH SELECT

SHIFT

ABC DEF GHI

JKL MNO PQRS

PREVIEW/
REVIEW

PRE-
ROLL

A IN A OUT

HOME RF1 ASSEM
ADJUST SHTL

REV FWD

VARJOG

STAND BY RECORDER INPUT CHECKPLAYER

SERVO

EDIT PLAY REC

REW STOP FF

REC INHIBIT

PUSH-INTER

INSERT

RF2

VIDEO UNITY TC CUE

AUDIO UNITY DIAG MENU

TRIM

SET

IN OUT

AUTO
EDIT

7 8 9

4 5 6 BS
TUV WXYZ

1 2 3 ENT

0 C T F

F1 F2 F3 F4 F5 F6

CH 1 CH 5 CH 2 CH 6 CH 3 CH 7 CH 4 CH 8

FULLREC P8 REC P8 REC P8 REC P8

2

1
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記録

1 カセットテープの誤消去防止用ツメを「記録」側
にし、テープを挿入します。

3 <HOME>メニューの で「OUTPUT = EE」
にします。
モニターテレビにE-E画像が出ます。

F1

4 REC INHIBITランプの消灯を確認します。
ランプが点灯しているときは、<HOME>メニューの

で「R INH = OFF」にします。
挿入したカセットがDVCPRO HD-LP以外のフォー
マットですでに記録されている場合は、セットアッ
プメニューNo.118により、記録禁止状態(工場出荷
設定)となっています。

F6

6 RECボタンを押しながら、PLAYボタンを押しま
す。
RECとPLAYランプが点灯し、記録が始まりま
す。

7 STOPボタンを押すと、記録が終了し、停止モー
ドになります。

<ノート>
O記録中は、SERVOランプが点灯していることを確
認します。ランプが点滅または消えているときは、
再生した画像は乱れます。

OAUDIOメニューでCH5～CH8の入力信号とし
てアナログ信号(ANA1～ANA4)が選択された場
合、記録レベルはそれぞれCH1～CH4の記録レ
ベル設定に連動します。

O記録するビデオ信号としてSDTIが選択されている
ときは、記録するオーディオ信号も自動的にSDTI
となります。

5 ビデオ/オーディオ入力信号の選択とレベルの調整

入力ビデオ/オーディオ信号の選択
1記録する信号を接続します。
2<VIDEO>メニューの と<AUDIO>メ
ニュー/<AUDIO SHIFT1>メニューの
～ で入力信号を選択します。

オーディオレベル調整
1AUDIO メニューで選択されたオーディオ
CH1、CH2、CH3、CH4、CH5、CH6、
CH7、CH8とアナログキューのオーディオ
入力信号レベルを調整します。
フロントパネルのオーディオUNITYランプ
が点灯していると、オーディオ信号は適正な
レベルで記録されます。

2記録レベルを調整するときは、REC LEDが点
灯して、オーディオ調整ダイヤルがLOCK解
除状態(LOCK LEDが消灯)になっていることを
確認してください。
LOCK状態のとき(LOCK LEDが点灯)は、
オーディオ調整ダイヤルを押します。LOCK
LEDが消灯してLOCKが解除されます。
また、アナログキューオーディオ記録レベル
調整は、セットアップメニュー No. 790
(CUE REC VOL)で行い、－20dBを超えな
い範囲に調整します。

F6F1

F1

2 STOPボタンを押して、本機を停止モードにしま
す。
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再生

1 カセットテープを挿入し、STOPモードにします。

3 オーディオ再生レベルを調整します。
再生レベルを調整するときは、PB LEDが点灯して
オーディオ調整ダイヤルがLOCK解除状態になって
いることを確認して調整を行います。
LOCK状態のとき(LOCK LEDが点灯)は、オーディ
オ調整ダイヤルを押します。LOCK LEDが消灯して
LOCKが解除されます。また、アナログキューオー
ディオ調整はセットアップメニューNo.791(CUE
PB VOL)で行います。
通常は、UNITY状態(ボリュームのセグメント表
示が中央で点灯)にしておきます。

4 再生を終了するときは、STOPボタンを押します。
VTRはSTOPモードになります。

<ノート>
再生中はSERVOランプが点灯していることを確認
してください。消灯もしくは点滅していますと、再生
画像が乱れます。

2 PLAYボタンを押します。
通常の再生が開始されます。

再生位相の調整機能

2台のVTRを使用して同じプログラムを再生する場
合、一方のVTRの再生速度を変更することでVTR
間の再生位相を調整することができます。

1 PLAYボタンを押しながらTRIMボタン(＋ボタン
または－ボタン)を押します。
TRIMボタンを押すごとに、セットアップメニュー
No.109(CAP.LOCK)で指定した再生フレーミング
フィールド数単位で、再生速度を加速または減速し
ます。
加速または減速した速度で再生している間、
SERVOランプは消灯します。

2 再生位相の調整が終わりましたら、PLAYボタン
を離します。
VTRは標準の再生速度に戻り、SERVOランプは
点灯します。
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ジョグモード

ジョグ/シャトル

1 JOGボタンを押します。

シャトルモード

1 SHTLボタンを押します。

3 ジョグモードから他のモードに移行するときは、
移行するモードのボタンを押します。

2 サーチダイヤルを回します。
ダイヤルにクリック感がなくなり、ダイヤルの回
転速度に応じたテープスピードで再生します。
セットアップメニューNo. 310(JOG FWD MAX）、
No. 311(JOG REV MAX)の設定によりジョグの最
大速度を切り替えることができます。
ダイヤルの回転を止めると、静止画になります。

2 サーチダイヤルを回します。
ダイヤルの位置に応じて、再生画のスピードが
0～±32倍速まで変化します。
セットアップメニュー No. 101(SHTL MAX)
で±9.8、±16 、±32倍速に切り替えること
ができます。
ダイヤルはセンター位置でクリックし、静止画に
なります。

3 シャトルモードから他のモードに移行するときは、
STOPボタンまたは、他のボタンを押します。

バリアブルモード

1 VARボタンを押します。

3 バリアブルモードから他のモードに移行するとき
は、STOPボタンまたは、他のボタンを押します。

2 サーチダイヤルを回します。
ダイヤルの位置に応じて、再生画のスピードが－
4.9～＋4.9倍速まで変化します。
セットアップメニュー No. 308(VAR FWD
MAX）、No. 309(VAR REV MAX)の設定により
シャトルの最大速度を切り替えることができます。
ただし、－1～＋2倍速以外はノイズが出ます。
（DVCPRO HD-LP記録テープ以外は、－1.0～＋1.1
倍速がノイズレスの範囲です。）

<ノート>
工場出荷時には、サーチダイヤルを回すと、シャトル
モード/ジョグモード/バリアブルモードに移行するよ
うに設定されています。
ダイレクトに可変速モードに移行することが不都合な場
合は、サーチボタンを経由で移行することもできます。
セットアップメニューNo.100(SEARCH ENA)を
「KEY」にします。
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手動編集

1 編集モードを選択します。
ASSEMボタン：
アセンブル(つなぎとり)編集を行います。

INSERTボタン：
インサート(挿入)編集を行います。

2 タイムコード表示部で、編集チャンネルを選択し
ます。
ASSEM：

ボタンでASSEM = ONにします。
INSERT：
V/A1/A2/A3/A4/CUEの選択は ～
ボタンを、A5/A6/A7/A8/TC の選択は

＋ ～ ＋ ボタンを押してハ
イライト表示されたチャンネルが編集されます。

F6SHIFTF2SHIFT

F6F1

F1

3 PLAYボタンを押します。

4 モニターテレビを見ながら、編集を希望する位置
(IN点)を探し、IN点で、PLAYとEDITボタンを
同時に押します。

5 モニターテレビを見ながら、編集を終了する位置
(OUT点)でSTOPまたはPLAYボタンを押しま
す。STOPモードまたはPLAYモードになり、編
集が終了します。

プリロール

1 PREROLLボタンを押します。
VTRはプリロール動作を行います。

HOME, PF1,PF2画面でキュータイムが登録され
ている場合：
<HOME SHIFT>メニューの (PREROL)
で設定したプリロール時間を使って登録された
キュータイムからプリロールします。

CUE画面でサーチモードの場合：
<CUE SHIFT>メニューの (CU-ROL)で設
定したプリロール時間を使って選択したキュー
点からプリロールします。
選択したキュー点が未登録の場合やキュー点登
録モードの場合は、プリロール動作はしません。

上記以外の場合：
<HOME SHIFT>メニューの (PREROL)
で設定したプリロール時間を使って登録された
IN点 (IN点が登録されていないときは現在のテ
ープ位置)からプリロールします。
IN点が登録されていないときに押すと、現在の
テープ位置を IN点として自動登録します。(た
だし、セットアップメニューNo.305 (AUTO
ENTRY)を「ENA」にした場合)

F1

F5

F1

<ノート>
編集 IN点とプリロール点の間にはタイムコードまた
はCTLが連続して記録されていることが必要です。
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スイッチの設定と調整

本機をレコーダーとして使用する場合

自動編集(デッキ対デッキ)

1 REMOTEボタンでプレーヤは「REMOTE」、レ
コーダは「LOCAL」（REMOTE LEDが点灯して
いない状態)にします。

2 編集モード(ASSEM/INSERT)を選びます。

3 レコーダとプレーヤの編集点を登録します。

4 編集点の確認・訂正を行います。

5 編集前の確認(プレビュー)を行います。

6 編集を実行します。

7 編集結果を確認(レビュー)します。

編集とは、記録済テープを使用して、別々の内容を一
つにまとめたり、不必要な部分を削除して必要な部分
だけをまとめたりする作業のことです。

編集の基本的な操作は以下のとおりです。

POWERスイッチを
「ON」にします。

RECレベルを調整し
ます。

タイムカウンター表示を「TC」または、
「CTL」に切り替えます。

LOCAL状態(REMOTE LEDが消灯)にし
ます。
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EDIT PLAY REC

REW STOP FF

REC INHIBIT
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本機をプレーヤーとして使用する場合

POWERスイッチを
「ON」にします。

PBレベルを調整し
ます。

タイムカウンター表示を「TC」または、
「CTL」に切り替えます。

9Pボタンを2秒以上押してREMOTE状態
(LED点灯)にします。
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F1SHIFT F2 F3 F4 F5 F6

自動編集(デッキ対デッキ)

1 編集モードを選択します。
ASSEMボタン：
アセンブル(つなぎとり)編集を行います。

INSERTボタン：
インサート(挿入)編集を行います。

2 タイムコード表示部で、編集チャンネルを選択し
ます。
ASSEM：

ボタンでASSEM = ONにします。
INSERT：
V/A1/A2/A3/A4/CUEの選択は ～
ボタンを、A5/A6/A7/A8/TC の選択は

＋ ～ ＋ ボタンを押してハ
イライト表示されたチャンネルが編集されます。

F6SHIFTF2SHIFT

F6F1

F1

3 PLAYERまたはRECORDERボタンを押して、
操作するVTRを選択します。（VTR2台での設定)
PLAYER：
プレーヤ側VTRを操作して、編集点を登録す
る場合に押します。

RECORDER：
レコーダー側VTR(本機)を操作して、編集点を
登録する場合に押します。

[ASSEM画面]

IN点 OUT点

F1SHIFT F2 F3 F4 F5 F6

[INSERT画面]

IN点 OUT点

AUDIO IN点

マーカー

AUDIO OUT点

1 ジョグ・シャトル操作で編集 IN点を探します。
希望の位置で静止画にします。
ジョグ・シャトル操作の詳しい説明は、27ペー
ジを参照してください。

2 INボタンとSETボタンを同時に押します。
編集 IN点が登録されます。
編集 IN点の値がディスプレイ部に表示されます。

4 OUTボタンとSETボタンを同時に押します。
編集OUT点が登録されます。
編集OUT点の値がディスプレイ部に表示されます。

5

3 ジョグ・シャトル操作で編集OUT点を探します。
希望の位置で静止画にします。

編集点の登録編集モードの選択

マッチフレーム処理機能について
VTR2台での編集操作の場合、プレーヤー側に IN/OUT点、レ
コーダー側に IN/OUT点の合計4つの編集点があります。しか
し、最後の一つは、自動的に計算されますので、編集点の登録
はその内の3つだけ可能です。
ネガティブデュレーション機能について
セ ッ ト ア ッ プ メ ニ ュ ー No. 300(IN/OUT DEL)と No.
301(NEGA FLASH)を組み合わせてご使用ください。
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1, 32, 45

数字キーで編集点のダイレクト登録ができます。
1. <ASSEMBLE>または<INSERT>メニューを選択
します。

2. ボタンを押して編集点をハイライト表示させます。
ハイライト表示を IN点またはOUT点へ移動させる
ときは、ADJUSTダイヤルを回します。

3.もう一度 ボタンを押して、任意の編集点を数字
キーからダイレクト入力します。桁の移動は、
ADJUSTダイヤルを回します。

4. ボタンを押して登録します。
途中で登録をやめるときは、 ボタンを押します。
任意の編集点をリセット(00:00:00:00)するとき
は、 ボタンを押してハイライト表示を任意の編集
点に合わせて、もう一度 ボタンを押します。
次に、 ボタンと ボタンを同時に押します。
最後に ボタンを押して登録します。ENT

0F

T

T

C

ENT

T

T
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1 編集点の再登録
ジョグ・シャトル操作で新しい編集点を探し、
IN(またはOUT)ボタンとSETボタンを同時に押
して再登録します。

2 フレーム単位での編集点の訂正(トリム機能)
IN(またはOUT)ボタンを押しながらTRIMボタン
を押します。
＋ボタンを一回押す毎に、1フレーム進みます。
－ボタンを一回押す毎に、1フレーム戻ります。

3 編集点のリセット
1編集INとOUT点両方のリセット
<HOME>メ ニ ュ ー の (TC CLR =
RESET)を押します。
(CTLモード時のみに有効です。）

2編集INまたはOUT点のリセット
IN(またはOUT)ボタンを押しながら数字ボタン
の を押します。

<ノート>
O編集実行中でも編集OUT点のリセットは可能
です。

OEJECTモード時は、INおよびOUT点は自動
的にリセットされます。

C

F4

編集点の訂正

自動編集(デッキ対デッキ)

1 IN(またはOUT)ボタンを押して、編集点を確認し
ます。
登録されている編集点の値がディスプレイ部に表
示されます。

2 IN(またはOUT)ボタンを押しながら、PREROLL
ボタンを押し、編集点の画像を確認します。
編集 IN(またはOUT)点にテープがキューアップさ
れて、静止画になります。
OセットアップメニューNo. 307(AFTER CUE-
UP)が「STOP」に設定されている場合、
<HOME>メニュー (OUTPUT) = EEのと
きはE-Eモードになります。

F1

3 INボタンとOUTボタンを同時に押して、編集区
間(デュレーションタイム)を確認します。
デュレーションタイムがディスプレイ部に表示さ
れます。

デュレーションの計算のしかた
O編集点が2点とも設定されている場合

2点間のデュレーション
O編集点が1点だけ設定されている場合

設定されているデータとテープの現在アドレ
ス間のデュレーション

O編集点が設定されていない場合
前回編集した区間のデュレーション

編集点の確認
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自動編集(デッキ対デッキ)

プレビュー

1 編集点登録後に、PREVIEWボタンを押します。
通常のプレビューが実行されます。

<ノート>
O編集 I N 点が登録されていない場合は、
PREVIEWボタンが押された位置を編集 IN点と
して登録します。

Oプレビューを中止する場合は、STOPボタンを
押します。

Oプレビュー実行中に IN点以降で再度PREVIEW
ボタンを押すと、最初からプレビューが開始さ
れます。

O編集OUT点になるとポストロール後、自動的
に止まります。
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1 AUTO EDITボタンを押します。
自動編集が実行されます。
O編集を中止する場合は、STOPボタンを押しま
す。

O編集OUT点になると、ポストロール後、止ま
ります。

ポストロールについて
アセンブル編集の場合、編集OUT点通過後約2
秒間編集を続け、OUT点に戻って止まります。
インサート編集の場合、編集 OUT 点通過後
PLAYモードになり、OUT点に戻って止まります。

リトライ機能
STOPボタンを押して編集を中止しても、そのま
ま再度AUTO EDITボタンを押すと、最初から編
集を行います。

オートタグ編集
編集終了後、次の編集点登録をまだ行っていない
場合、AUTO EDITボタンを押すと、前回の編集
OUT点を IN点として登録し、編集を行います。
オートタグモードを解除する場合は、走行系ボタ
ン(PLAYボタンなど)を押します。

<ノート>
編集実行後、登録点は自動的にクリアされますが、
TRIM＋(またはTRIM－)ボタンとSETボタンを
同時に押すと、前回の編集点をリコールすること
ができます。

自動編集の実行
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1 編集終了後に、REVIEWボタンを押します。
レコーダー側でレビューが開始されます。
O途中でレビューをやめるときは、STOPボタン
を押します。

O編集OUT点になると、ポストロール後、止ま
ります。

レビュー

自動編集(デッキ対デッキ)
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$編集点の訂正
ビデオIN点：
IN ボタンを押しながらTRIM+ボタンまたは、
TRIM－ボタンを押します。

ビデオOUT点：
OUT ボタンを押しながら TRIM+ または、
TRIM－ボタンを押します。

オーディオIN点：
A-INボタンを押しながらTRIM+ボタンまたは、
TRIM－ボタンを押します。

オーディオOUT点：
A-OUTボタンを押しながらTRIM+ボタンまた
は、TRIM－ボタンを押します。

$編集点へのキューアップ
ビデオIN点へのキューアップ：
INボタンを押しながらPREROLLボタンを押し
ます。

ビデオOUT点へのキューアップ：
OUTボタンを押しながらPREROLLボタンを
押します。

オーディオIN点へのキューアップ：
A-INボタンを押しながらPREROLLボタンを押
します。

オーディオOUT点へのキューアップ：
A-OUTボタンを押しながらPREROLLボタン
を押します。

ビデオの編集点とオーディオの編集点をそれぞれ登録
し、編集点をずらせて編集することができます。
オーディオ編集点の登録はアセンブル編集モードが選
択されているときはできません。
編集点を登録した後は、インサート編集と同じ操作を
行います。

$編集点の登録
ビデオIN点：
INボタンを押しながらSETボタンを押します。

ビデオOUT点：
OUTボタンを押しながらSETボタンを押しま
す。

オーディオIN点：
A-INボタンを押しながらSETボタンを押しま
す。

オーディオOUT点：
A-OUTボタンを押しながらSETボタンを押し
ます。

<ノート>
オーディオ編集点の登録後、編集モードをアセン
ブル編集に切り替えると、オーディオ編集点は削
除されます。

$編集点の削除
ビデオIN点：
INボタンを押しながら数字キーの を押しま
す。

ビデオOUT点：
OUTボタンを押しながら数字キーの を押し
ます。

オーディオIN点：
A-INボタンを押しながら数字キーの を押し
ます。

オーディオOUT点：
A-OUTボタンを押しながら数字キーの を押
します。

C

C

C

C

オーディオスプリット編集
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オーディオスプリット編集

$デュレーションの表示
デュレーションはディスプレイ部に表示すること
ができます。
ビデオIN点/OUT点間：
INボタンとOUTボタンを同時に押します。

オーディオIN点/OUT点間：
A-INボタンとA-OUTボタンを同時に押します。

マッチフレーム処理機構について
VTR2台でオーディオスプリット編集操作を行う
場合、ビデオの編集点としてプレーヤー側に
IN/OUT点、レコーダー側に IN/OUT点と、オー
ディオの編集点としてプレーヤー側にオーディオ
IN/OUT点、レコーダー側にオーディオ IN/OUT
点の合計8つの編集点があります。
8点のうち5点の編集点を登録すると、残りの3
点は自動的に計算されますので、編集点の登録は5
点まで可能となります。

$スプリット編集機能のないVTRをプレー
ヤーにするとき
ビデオとオーディオの編集点を、独立して設定する
ことができないVTRをプレーヤーとして使用する
とき、オーディオの IN点とOUT点をレコーダー側
に設定し、ビデオの編集点として3点のデータを設
定すると、スプリット編集が可能となります。

<ノート>
オーディオスプリット編集時、オーディオOUT点
(またはビデオOUT点)を登録せずに、ビデオOUT
点(またはオーディオOUT点)のみ登録し、自動編
集を実行すると、オーディオOUT点(またはビデ
オOUT点)が登録されるか、STOPボタンを押し
て操作を中断するまで、編集を続けます。
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バリアブルメモリー機能

1 SETボタンと INボタンを使って IN点を登録しま
す。バリアブルメモリー再生では、OUT点の設定
は不要です。

バリアブルメモリー再生操作手順

<HOME SHIFT>メニューの (VARMEM)を
「ON」にすることで、バリアブルメモリーモードが
選択できます。
(VARMEM)を「OFF」にすると、バリアブルメ

モリーモードが解除され、通常モードになります。
＜ノート＞
システムメニュー項目 No.25（SYSTEM FREQ）
で23/24Hzまたは25Hz (HD、SD) モードを選
択している時は、 (VARMEM)は表示されなくな
り、バリアブルメモリーモードは選択できませんの
でご注意ください。

F6

F6

F6

2 SETボタンを押しながら、サーチダイヤルで初速
(j1.0～i2.0)を設定します。

3 SETボタンとPREVIEW/REVIEWボタンを同時
に押すと、自動的にプリロールし、IN点まで設定
された初速で再生します。

4 IN点通過後、サーチダイヤルを回して再生速度を
記憶します。

5 STOPボタンを押して、テープを止めます。

6 PREVIEW/REVIEWボタンを押すと、記憶した
速度でバリアブルメモリー再生を行います。

バリアブルメモリー機能の選択

本機には以下のように2つのバリアブルメモリー
機能があります。これらの機能はバリアブルメモ
リーモードで操作できます。
バリアブルメモリー再生：
任意の区間をVARモードで変速再生し、その速度
の変化を記憶し、その記憶した速度で再生を行う
ことができます。

バリアブルメモリー編集：
本機をコントローラとして使用(デッキ対デッキ
モードのレコーダ機)し、プレーヤ機の再生速度
をコントロールして、変速モードでの編集を行
うことができます。

概　要 バリアブルメモリー再生を行うには、バリアブルメモ
リーモードにして、以下の操作を実施します。

<ノート>
O IN点通過からメモリー内容で再生し、メモリー内
容の最後のスピードでSTOPボタンを押すまで走
行します。

Oメモリーされた内容は、バリアブルメモリーモードで
なくなると、消えます。また、POWERスイッチを
「OFF」にすると、メモリーは消えます。
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TRIM

SET

IN OUT

AUTO
EDIT

7 8 9

4 5 6 BS
TUV WXYZ

1 2 3 ENT

0 C T F

F1 F2 F3 F4 F5 F6

CH 1 CH 5 CH 2 CH 6 CH 3 CH 7 CH 4 CH 8

FULLREC P8 REC P8 REC P8 REC P8

1
56 4

2

3
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1 <ASSEMBLE>または<INSERT>メニューで編
集モードを選択します。

2 RECORDERまたはPLAYERボタンを押して操
作するVTRを選択します。

3 SETボタンと IN/OUTボタンを使って IN/OUT
点を登録します。
PLAYERのOUT点は登録できません。

4 PLAYERボタンを押し、PLAYERのVTRを選択
した後、SETボタンを押しながらサーチダイヤル
で初速を設定します。

5 SETボタンとPREVIEW/REVIEWボタンを同時
に押すと、PLAYER/RECORDER共に、自動的
にプリロールし、PLAYERのVTRは IN点まで設
定された初速で再生します。

6 IN点通過後、サーチダイヤルを回してPLAYER
VTRの再生速度を記憶します。

7 RECORDERで設定されたOUT点を通過すると、
再生速度の記憶は終了します。

8 AUTO EDITボタンを押すと、バリアブルメモリ
ー編集を実行します。
一度、編集が実行されると、記憶していた速度は
消されます。ただし、初速度はクリアされません。

9 PREVIEW/REVIEWボタンを押すと、編集結果
が確認できます。

バリアブルメモリー編集操作手順

バリアブルメモリー編集を行うには、レコーダとして
接続されている本機をバリアブルメモリーモードにし
て以下の操作を実施します。

バリアブルメモリー機能

<ノート>
Oメモリーされた内容は、バリアブルメモリーモー
ドでなくなると、消えます。また、POWERスイ
ッチを「OFF」にすると、メモリーは消えます。

Oバリアブルメモリー編集の IN点までの再生時は調
相を行いません。従って、PLAYER側のVTRや
設定した速度によって IN点の精度は保証されませ
ん。

Oj1.0～i2.0の速度範囲でバリアブルメモリー編
集を行う場合は、RECORDER, PLAYERとも、
この速度を保証しているVTRをご使用ください。

POWER OFF ON

HEADPHONES

PUSH
LOCK

FULL

CH CONDITION MONITOR FULL/FINE REMOTE

L R
9P 50P RS-232C

CH1 2 3 4 5 6 7 8 CUE

XL/L/M-cassette
Do not insert S-cassette

without adapter

EJECT

AUDIO CH SELECT

SHIFT

ABC DEF GHI

JKL MNO PQRS

PREVIEW/
REVIEW

PRE-
ROLL

A IN A OUT

HOME RF1 ASSEM
ADJUST SHTL

REV FWD

VARJOG

STAND BY RECORDER INPUT CHECKPLAYER

SERVO

EDIT PLAY REC

REW STOP FF

REC INHIBIT

PUSH-INTER

INSERT

RF2

VIDEO UNITY TC CUE

AUDIO UNITY DIAG MENU

TRIM

SET

IN OUT

AUTO
EDIT

7 8 9

4 5 6 BS
TUV WXYZ

1 2 3 ENT

0 C T F

F1 F2 F3 F4 F5 F6

CH 1 CH 5 CH 2 CH 6 CH 3 CH 7 CH 4 CH 8

FULLREC P8 REC P8 REC P8 REC P8

5 1

8

9 4 6

23
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ファンクションメニュー

ファンクションメニューは頻繁に使用される機能を設定します。
フロントパネルのダイレクトメニューボタンでファンクションメニューをダイレクトに切り替えます。

概要

一般メニュー

<HOME>、<HOME SHIFT>
記録・再生・TC操作の最も基本的な設定を行います。

<VIDEO>、<VIDEO SHIFT>
VIDEO信号の基本的な入出力設定を行います。
HD出力信号のレベル調整もこの画面で行うことが
できます。

<AUDIO>、<AUDIO SHIFT 1>、<AUDIO SHIFT 2>
AUDIO信号の基本的な入出力設定を行います。

<TC>、<TC SHIFT>
TCに関する設定を行います。
TCスーパーの表示設定もこの画面で行うことがで
きます。

<PF1 FT>、<PF1 BK>、
<PF2 FT>、<PF2 BK>
使用頻度の高いメニューを24項目まで登録したも
のが使用できます。

<CUE>、<CUE SHIFT>
60点までキュー点を設定することができます。
PAGEモードでは6点を1ページとして、6点×
10ページのキュー点をページ単位で管理すること
ができます。

<DIAG>、<DIAG SHIFT>
ワーニング/アワーメータが確認できます。
SHIFT画面ではエラーログファイルの確認、削除、
ICカードへのSAVE/LOADができます。

<MENU>、<MENU SHIFT>
SYSTEM、SETUPメニューに関する操作(調整、
内部メモリおよび ICカードへのSAVE/LOAD)画
面へ移動できます。

<ASSEMBLE>
ASSEMBLE編集モードの選択を行います。

<INSERT>
INSERT編集モードおよび編集チャンネルの選択
を行います。

特殊メニュー

<<SYSTEM MENU>>
SYSTEMメニューがオンスクリーン上に表示さ
れ、調整を行うことができます。

<<SETUP MENU>>
SETUPメニューがオンスクリーン上に表示され、
調整を行うことができます。

<<FILE>>
SETUPメニュー内容を含む、現在設定情報をタイ
トルをつけて4通りまでバックアップメモリに保
存/呼び出しができます。

<<PF1 FT ASSIGN>>、<<PF1 BK ASSIGN>>
<<PF2 FT ASSIGN>>、<<PF2 BK ASSIGN>>
登録可能なSETUPメニュー項目がオンスクリー
ン上に表示され、ファンクションボタンへの登録、
削除ができます。

<<IC CARD/MENU>>
SETUPメニュー内容を含む、現在設定情報をタイ
トルをつけて8通りまで IC CARDメモリに保存/
呼び出しができます。

<<IC CARD/ERR LOG>>
エラーログの内容をタイトルをつけて8通りまで
IC CARDメモリに保存/呼び出しができます。

<<IC CARD/MULT CUE>>
MULTI CUEのメニューをタイトルをつけて8通
りまで IC CARDメモリに保存/呼び出しができま
す。

<<STOP CODE>>
STOP CODEの記録/消去を行います。

<<50P IN ASSIGN>>、<<50P OUT ASSIGN>>
パラレルリモート(50PIN)端子に対して、入力端
子への機能登録/出力端子へのステータス登録をフ
ロントパネル及びオンスクリーンメニューを使用
して行います。
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ファンクションメニュー

ファンクションキーの割り当て

F1 F2 F3 F4 F5 F6
メニュー名称(6種類) 階層メニュー

ファンクションキーに割り当てられている項目

HOME
第1 OUTPUT TC/CTL TC CLR R INH

第2(SHIFT) PREROL OUTREF CAPSTN VARMEM

VIDEO
第1 VID IN INT SG WFM UP CON DW CON

第2(SHIFT)

第3(FiSHIFT)

V LV C LV HUE SUP LV

BR CT R-BR B-BR R-CT B-CT

AUDIO

第1 A1 IN A2 IN DIN 12 A3 IN A4 IN DIN 34

第2(SHIFT) A5 IN A6 IN DIN 56 A7 IN A8 IN DIN 78

第3(SHIFT) VOLUME RECCUE M MIX

TC
第1 TC SRC TCG MD TCG RG RUN MD DF MOD

第2(SHIFT) SUPER C HPOS C VPOS DISPLY C TYPE TIMER

PF1
第1 F1 F1 F1 F1 F1 F1

第2(SHIFT) F1 F1 F1 F1 F1 F1

PF2
第1 F1 F1 F1 F1 F1 F1

第2(SHIFT) F1 F1 F1 F1 F1 F1

CUE
MULTICUE function

第1 PREV NEXT MODE CLR AL CLR

第2(SHIFT) S CODE CARD PAGE ROTATE CU-ROL

DIAG
ERROR LOG function

第1 WARN HOURS

第2(SHIFT) STEP CARD AL CLR

MENU
第1 FILE CARD SYSTEM SETUP

第2(SHIFT) PF1 FT PF1 BK PF2 FT PF2 BK 50P IN 50P OT

ASSEM ASSEM

SYSTEM
SYSTEM MENU(ON SCREEN)

CANCEL RESET SET EXIT

SETUP
SETUP MENU (ON SCREEN)

↑PREV ↓ NEXT CANCEL RESET SET EXIT

FILE
USER FILE BACKUP function

P.LOAD LOAD ← SAVE → LOCK EXIT

PF1、PF2
MENU ASSIGN function

↑PREV ↓NEXT CANCEL RESET SET EXIT

CARD
IC CARD function (MENU)
IC CARD function (ERRLOG)
IC CARD function (MULTI CUE)

FORMAT SAVE ← LOAD → DELETE LOCK EXIT

S CODE
STOP CODE function

DET BP DET ST DET AJ REC ERASE EXIT

50PIN
50pin ASSIGN function

↑PREV ↓NEXT CANCEL RESET SET EXIT

INSERT
A5 A6 A7 A8 TC

V A1 A2 A3 A4 CUE

工場出荷時は未設定(完全フリーアサイン)

警告マーク
本機にワーニングが発生すると、警告マーク(W)が点滅します。DIAGボタンを押すと画面にワーニングメッセージが表示されます。
(→DIAG画面参照)

概　要
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ファンクションメニュー

トグル：
ファンクションボタンを押すたびに、設定値の変
更・確定ができます。

F+トグル *：
Fボタンを押しながら、ファンクションボタンを押
すと、そのたびごとに設定値の変更・確定ができ
ます。

トグル+ADJ：
ファンクションボタンを押すと設定値が反転表示
に変わり、設定値の変更可能状態になります。
設定値の変更は、ADJUSTつまみで行います。
再度ファンクションボタンを押し反転表示を解除
した時点で、設定値が確定されます。

Push：
ファンクションボタンを押すと、その押された期
間または押された瞬間において、設定値の変更が
可能です。ファンクションボタンを離すと、もと
の設定値に戻ります。

F+Push*：
Fボタンを押しながらファンクションボタンを押す
と、その押された期間または押された瞬間におい
て、設定値の変更が可能です。ファンクションボ
タンを離すと、もとの設定値に戻ります。

* ファンクションボタンのみを押した場合は、
「Press i 」などの注意メッセージが点滅表
示されます。

F5F

設定値の切り替え方法
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ファンクションメニュー

<HOME>

F1SHIFT F2 F3 F4 F5 F6

ステータス表示1

ステータス表示2
警告マーク

表示メニュー名称

テープ残量/総量

タイムカウンター

キュータイム

裏メニューインジケーター

バリアブルメモリモードインジケーター

DETECT STOP MODEインジケーター

動作モード/スピード
F1SHIFT F2 F3 F4 F5 F6

記録・再生・TC操作の最も基本的な設定を行います。

VTR

PB FMT 再生フォーマット
再生時のフォーマットを表示
します。

1080i LP
720p LP
1080i SP
720p SP
50M
50Mp
25M
DV
DVCAM

設定内容

DVCPRO HD-LPの記録および再生モードを示します。

REC FMT*1 記録フォーマット
記録時のフォーマットを表示
します。

1080i

720p

1080iで記録します。

720pで記録します。

TM INFO*2 テープ管理情報
バリアブルフレームレートカ
メラで収録されたテープには
フレームレート（撮影速度）
情報が記録されています。こ
の情報を表示します。 INVALID テープ管理情報が無効です。

＜ノート＞
インサート編集やテープダビングによりテープ管理情報が誤って上書き
された可能性があり、編集が正常にできない場合もあります。

- - - カセットテープが挿入されていません。

24P
24PA
25P

記録されているフレームレートを表示します。

DVCPRO HD-SPの再生モードを示します。

DVCPRO (50Mbpsフォーマット)の再生モードを示します。

DVCPRO (25Mbpsフォーマット), DV, DVCAMの再生モードを示し
ます。

ステータス表示1

*1 システムメニュー項目No.25（SYSTEM FREQ）で23/24Hzモードまたは25Hz (HD、SD) モードを選択してい
る時、このステータスは表示されません。

*2 システムメニュー項目No.25（SYSTEM FREQ）で59/60Hzモードまたは50Hzモードを選択している時、このス
テータスは表示されません。

設定値の切り替え方法

システム周波数表示＜24Hz、25Hz（HD、SD）モード時＞

システムメニュー項目No.25（SYSTEM FREQ）で24Hzモー
ドまたは25Hz（HD、SD）モードを選択している時、ファンク
ションボタン にはシステム周波数の選択内容が表示され、現在
のシステム周波数モードを確認することができます。

F1

23/24 23/24Hzモードが選択されています。

25（HD） 25（HD）Hzモードが選択されています。

25（SD）Hzモードが選択されています。

SYSTEM
23/24

F1
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VTR 設定内容

ステータス表示1（つづき）

REF 出力リファレンス
出力リファレンスの状態を表
示します。

HD25

HD50

HD_REF入力がリファレンスに選択されています。フレーム周波数は
25Hzです。

HD23 HD_REF入力がリファレンスに選択されています。フレーム周波数は
23.98Hzです。

HD_REF入力がリファレンスに選択されています。フィールド周波数は
50Hzです。

HD59 HD_REF入力がリファレンスに選択されています。フィールド周波数は
59.94Hzです。

HD60 HD_REF入力がリファレンスに選択されています。フィールド周波数は
60Hzです。

IN50 HDシリアル入力がリファレンスに選択されています。フィールド周波数
は50Hzです。

HD24 HD_REF入力がリファレンスに選択されています。フレーム周波数は
24Hzです。

IN59 HDシリアル入力がリファレンスに選択されています。フィールド周波数
は59.94Hzです。

IN60 HDシリアル入力がリファレンスに選択されています。フィールド周波数
は60Hzです。

INT23 内部発信機(23.98Hz)がリファレンスに選択されています。

INT25 内部発信機(25Hz)がリファレンスに選択されています。

INT50 内部発信機(50Hz)がリファレンスに選択されています。

INT59 内部発信機(59.94Hz)がリファレンスに選択されています。

INT60 内部発信機(60Hz)がリファレンスに選択されています。

NTSC59 SD_REF入力がリファレンスに選択されています。フィールド周波数は
59.94Hzです。

PAL50 SD_REF入力がリファレンスに選択されています。フィールド周波数は
50Hzです。

INT59N OUT_REFの設定でSD_REFが選択されています。SD_REF信号が入力されていない為、
内部発信機(59.94Hz)がリファレンスに選択されています。

INT50P OUT_REFの設定でSD_REFが選択されています。SD_REF信号が入力されていない為、
内部発信機(50Hz)がリファレンスに選択されています。

INT24 内部発信機(24Hz)がリファレンスに選択されています。

ファンクションメニュー
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ファンクションメニュー

<HOME>
Tape再生時の再生基準信号(OutRef)仕様

入力信号の有無

HD_REF_IN

有

無

SD_REF_IN

有

無

有

無

INPUT

有

無

有

無

有

無

有

無

AUTO EXT_HD_REF EXT_SD_REF INPUT

HD_REF_IN HD_REF_IN SD_REF_IN INPUT

HD_REF_IN HD_REF_IN SD_REF_IN Internal HD

HD_REF_IN HD_REF_IN Internal SD INPUT

HD_REF_IN HD_REF_IN Internal SD Internal HD

SD_REF_IN Internal HD SD_REF_IN INPUT

SD_REF_IN Internal HD SD_REF_IN Internal HD

INPUT Internal HD Internal SD INPUT

Internal HD Internal HD Internal SD Internal HD

OUTREF設定 (Menu 031)

Internal HD：HD再生の基準、74MHzCLKがFreeRunで動作
Internal SD：SD再生の基準、4fscCLKがFreeRunで動作

HOME

Tape再生時の59.94Hz/60Hz動作仕様

入力信号の有無

HD_REF_IN

有

無

SD_REF_IN

有

無

有

無

INPUT

有

無

有

無

有

無

有

無

AUTO EXT_HD_REF EXT_SD_REF INPUT

HD_REF_INの
周波数に従う

HD_REF_INの
周波数に従う

59.94Hz
INPUTの

周波数に従う

HD_REF_INの
周波数に従う

HD_REF_INの
周波数に従う

HD_REF_INの
周波数に従う

59.94Hz

59.94Hz

INPUTの
周波数に従う

Menu030の
設定に従う

HD_REF_INの
周波数に従う

HD_REF_INの
周波数に従う

HD_REF_INの
周波数に従う

Menu030の
設定に従う

Menu030の
設定に従う

Menu030の
設定に従う

Menu030の
設定に従う

59.94Hz

59.94Hz

59.94Hz

59.94Hz

59.94Hz

59.94Hz

59.94Hz

Menu030の
設定に従う

INPUTの
周波数に従う

Menu030の
設定に従う

INPUTの
周波数に従う

Menu030の
設定に従う

INPUTの
周波数に従う

Menu030の
設定に従う

OUTREF設定 (Menu 031)

Menu030：HD_FREQUENCY 59.94/60選択

<ノート>

SDテープ再生時に60Hzモードで動作をさせることはできません。

入力信号の有無

HD_REF_IN

有

無

HD_REF_IN

Internal HD

23.94Hz/24Hz、25Hz (HD) モード

入力信号の有無 OUT REF設定 (Menu031)

HD_REF_IN

有

無

SD_REF_IN

有

有

無

無

AUTO

HD_REF_IN

SD_REF_IN

Internal HD

HD_REF_IN

HD_REF

HD_REF_IN

Internal HD

Internal HD

HD_REF_IN

SD_REF

SD_REF_IN

SD_REF_IN

Internal SD

Internal SD

25Hz (SD) モード

59.94Hz/60Hz、50Hzモード
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ファンクションメニュー

<HOME>

動作モード(スピード)表示
現在の動作モードを表示します。(スピード表示を含
みます。)

表　示

EJECT

動作モード

イジェクトモード
STANDBY OFF スタンバイオフモード
T.RELEASE テンションリリースモード
STOP ストップモード
PREROLL プリロールモード
PLAY 再生モード
PLAY i 特殊再生(再生位相の調整)モード (FWD方向)
PLAY j 特殊再生(再生位相の調整)モード (REV方向)
REC 記録モード
JOG
REV/STILL/FWD

ジョグモード

VAR(速度)
［j4.9～i4.9］

バリアブルモード

SHTL(速度)
［j32.0～i32.0］

シャトルモード

FF 早送りモード
REW 巻き戻しモード
EDIT 編集モード
AUTO EDIT 自動編集モード
PREVIEW プレビューモード

<HOME SHIFT>のファンクション F6(VARMEM)が「ON」

SETUP MENU No.013(DET STOP)が「ON」

DSPD(速度)
［j1.0～i2.0］

バリアブルメモリの初期速度設定

DSMP(速度)
［j1.0～i2.0］

バリアブルメモリの再生速度記憶モード

DPLY(速度)
［j1.0～i2.0］

バリアブルメモリの再生モード

DPRV(速度)
［j1.0～i2.0］

バリアブルメモリ編集のプレビューモード

D-STOP PLAY再生時、STOP CODEを検出し強制停止

DEDT(速度)
［j1.0～i2.0］

バリアブルメモリ編集の実行モード

REVIEW レビューモード

タイムカウンタ表示

表　示

CTL

内　容

CTLカウンタのデータ
TCG タイムコードジェネレータのタイムコードデータ
UBG タイムコードジェネレータのユーザービットデータ
tcg タイムコードジェネレータのタイムコードデータの

プリセット時
ubg タイムコードジェネレータのユーザービットデータ

のプリセット時
TCR/T2R タイムコードリーダのタイムコードデータ
UBR/U2R タイムコードリーダのユーザービットデータ

タイムコードデータやユーザービットデータが正しく
読み取れなかった場合は、“T2R”、“U2R”と表示さ
れます。CTLがある場合は、CTLによりタイムコード
データは補完されます。

フィールドマーク
第1フィールド“ ”/第2フィールド“.”］
(±0.3倍速を越える場合は表示されません)

ドロップフレームマーク(59/60Hzモードのみ）
［ノンドロップ時“:”/ドロップ時“.”］

バリアブルメモリモードインジケータ
<HOME SHIFT>のファンクションボタン
(VARMEM)を「ON」にすると表示されます。

点灯中は、常時バリアブルメモリ操作可能です。
(詳細は“バリアブルメモリー機能”を参照してください。)

VM

F6

DETECT STOP MODE インジケータ
<<STOP CODE>>のファンクションボタン
(DET ST)を「ON」にすると表示されます。

点灯中、テープ再生中にSTOP CODEを検出す
るとテープ走行が停止します。(詳細は“ファンクショ
ンメニュー<STOP CODE>”を参照してください。)

DS

F2

TCR 00:00:00:00.

インジケータ

SCH SDREF信号のSCH位相が、一定の範囲内に
ある時に点灯します。

設定内容

CF カラーフレーミングがロックしているときに点
灯します。

DF ドロップフレームモードで記録/再生する時に
点灯します。
<ノート>
タイムコードデータが正しく読み取れなかった
場合(T2Rと表示されているとき)、表示は前の
状態をホールド表示しています。

テープ残量/総量表示
挿入されたカセットのテープ残量及びテープ総量が分
単位で表示されます。

例）REM  10/ 64 （64分テープに対して、残量10分）

テープ総量 

テープ残量 

キュータイム表示
現在登録されているキュータイムを表示します。(キュー
タイムの操作は“CUE点登録・プリロール・キューアッ
プ”を参照してください。)
キュータイムの操作は、HOME画面のみ可能です。

ステータス表示2

<ノート>
多少の誤差が生じることがあります。テープ残量が3
分以下になるとテープ残量値が点滅します。
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<HOME>
TCG値登録

1.

2.

3.選択
TC/CTLボタンを押してTCを選択します。

ボタンを押します。選択された項目(キュータ
イムまたはTC)が反転表示されます。
ADJUSTダイヤルを回してTCを選択します。
再度、 ボタンを押します。1桁反転表示になり、
数値入力モードになります。
<ノート>
OUBG値、キュータイムも同様にして登録でき
ます。CTL値の登録はできません。

OTCまたはUBは内蔵のタイムコードジェネレー
タ選択時のみ登録可能です。

T

T

F3

数値、アルファベットの入力
数字キー ～ を押して、数値を入力します。

+ ボタンで A,B,C を、 + ボタンで
D,E,Fを入力します。
入力桁を移動するには、ADJUSTダイヤルを回
します。
マイナスを入力するには、左端桁の反転時に
+ ボタンを押します。
プラスを入力するには、左端桁の反転時に
+ ボタンを押すか、 ボタンを押します。
(表示は空白となります。)
全桁0にクリアするには + ボタンを押します。
<ノート>
O ボタンを押しながら ボタンを連打すると、
A→B→C→A→B→...の順に表示します。
+ でD,E,Fを入力するときも同じです。

OセットアップメニューNo.144(TC INPUT)が
「REV」に設定されている場合は、アルファベッ
ト入力中に ボタンを離すと、表示されている
文字が確定します。

Oアルファベットの入力が可能なのは、UBG値
の登録中のみです。

Oマイナスの入力が可能なのは、セットアップメ
ニュー No.002(TAPE TIMER)が「n12h」
に設定された状態で、 TC/CTLボタンで
CTLを選択し、キュータイムの登録中のみです。

OセットアップメニューNo.144(TC INPUT)が
「REV」に設定されている場合は、上位桁から
の入力(表示は右端から)となりますが、一度
ADJUSTダイヤルを回すと、「NORMAL」入
力モードに戻ります。

F3

F

8F

7F

0F

0TRIMi

F

TRIMj

F

8F7F

90

入力値の確定
ボタンを押します。入力した値を登録し、通

常表示に戻ります。
<ノート>
O登録操作をキャンセルするには、 ボタンを押
します。

O入力された値が登録可能範囲外の場合
は、 アラームが点滅表示され、修正さ
れるまで登録できません。

INVALID

C

ENT

ファンクションメニュー
HOME
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F6(SHIFT)
VARMEM*1

トグル ___ バリアブルメモリーモードの選択

OFF：バリアブルメモリーモードを使用しません。
ON： バリアブルメモリー再生/バリアブルメモリー編集が

可能状態になります。

OFF
ON

46

ファンクションメニュー

<HOME>

ファンクション
ボタン/項目

切り替え方法 対応セットアップメニュー

F1
OUTPUT

トグル No. 140
OUTPUT

設定内容

出力信号の選択

<STOP時>
TAPE：
STOP時は、テープから再生される信号を出力します。
記録・編集時2は、同時再生信号を出力します。
2：セットアップメニューNo. 302(CONFI EDIT)の設

定が必要です。
EE：
セットアップメニューNo. 600(VIDEO IN SEL)とNo.
713(CH1 IN SEL)～No. 724(D IN SEL 78)で選択
された入力信号を出力します。

設定値

TAPE
EE

F3
TC/CTL*2

トグル ___ タイムカウンター表示の切り替え

TC： タイムコード値を表示します。
UB： ユーザーズビット値を表示します。
CTL：コントロール信号(タイムデータ)を表示します。

TC
UB
CTL

F6
R INH

F+トグル No. 113
REC INH

セットアップメニューを参照してください。
<ノート>
設定値をOFFからALLへ変更するときは、Fボタンを押さ
なくても、ファンクションボタンのみの操作で切り替える
ことができます。

OFF
ALL
PRE
NORM
V/CTL

F4(SHIFT)
CAPSTN

F+トグル No. 109
CAP. LOCK

セットアップメニューを参照してください。2F
4F

F3(SHIFT)
OUTREF

F+トグル No. 031
OUT REF

セットアップメニューを参照してください。AUTO
INPUT
HD_REF
SD_REF

F1(SHIFT)
PREROL

トグル
+ADJ

No. 000
P-ROLL TIME

セットアップメニューを参照してください。0s --- 5s ---
30s

F4
TC CLR*1

Push ___ タイムカウンター表示のリセット
タイムカウンターの表示が、コントロール信号(タイムデー
タ)を表示しているときにF4ボタンを押すと、コントロー
ル信号をゼロリセットします。

RESET

F2
___

___ ___ ______

F5
___

___ ___ ______

F2(SHIFT)
___

___ ___ ______

F5(SHIFT)
___

___ ___ ______

　　　　 は、工場出荷モードです。

21 システムメニュー項目No.25（SYSTEM FREQ）で23/24Hzまたは25Hz (HD、SD) モードを選択している時、この項目は表示されません。
22 システムメニュー項目No.25（SYSTEM FREQ）で23/24Hzまたは25Hz (HD、SD) モードを選択している時、CTLは選択できません。また、

電源立ち上げ時においてはTCが選択されています。
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ファンクションメニュー

<VIDEO>

1.VIDEO入力切り替え/内蔵信号源の種類変更/アッ
プコンのアスペクト変換

2.VIDEO出力レベル調整

3.液晶モニターの明るさ・色調整
+ で表示されます。セットアップメニューの No.

670～675を参照してください。
SHIFTF

ファンクション
ボタン/項目

切り替え方法 対応セットアップメニュー

F1
VID IN

トグル No. 600
VIDEO IN SEL

設定内容

セットアップメニューを参照してください。
SDSDI、SDTIはオプションボードが無い場合は表示され
ません。

設定値

INT SG
HDSDI
SDTI
SDSDI

F5
UP CON

トグル No. 621
UPCONV MODE

セットアップメニューを参照してください。S-PANL
CROP
STRECH

F2
INT SG

トグル No. 601
VIDEO INT SG

セットアップメニューを参照してください。100%CB
75%CB
SMPTE
ARIB
MB
RAMP
BLACK
PLL
EQ

F6
DW CON

トグル No. 620
DOWNCON MODE

セットアップメニューを参照してください。CROP
LT-BOX
SQUEEZ
14:9
13:9

F3
WFM

トグル No. 00
WFM SEL

セットアップメニューを参照してください。CTL
TC
VIDEO
RF L
RF R
ENV L
ENV R

F4
___

___ ___ ______

　　　　 は、工場出荷モードです。

F1SHIFT F2 F3 F4 F5 F6

F1SHIFT F2 F3 F4 F5 F6

タイムカウンター

F1SHIFT F2 F3 F4 F5 F6

VIDEO信号の基本的な入出力設定を行います。
HD出力信号のレベル調整もこの画面で行うことができます。

VIDEO
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ファンクションメニュー

<VIDEO>

　　　　 は、工場出荷モードです。

ファンクション
ボタン/項目

切り替え方法 対応セットアップメニュー 設定内容設定値

F3(SHIFT)
Y HD

トグル
+ADJ

No. 653
Y LVL(HD)

セットアップメニューを参照してください。
UNITY(100.0%)レベルに戻すには、FiPushで戻ります。

0.0% ---
100.0% ---
141.3%

F4(SHIFT)
Pb HD

トグル
+ADJ

No. 654
Pb LVL(HD)

セットアップメニューを参照してください。
UNITY(100.0%)レベルに戻すには、FiPushで戻ります。

0.0% ---
100.0% ---
141.3%

F5(SHIFT)
Pr HD

トグル
+ADJ

No. 655
Pr LVL(HD)

セットアップメニューを参照してください。
UNITY(100.0%)レベルに戻すには、FiPushで戻ります。

0.0% ---
100.0% ---
141.3%

F6(SHIFT)
BK HD

トグル
+ADJ

No. 656
BK LVL(HD)

セットアップメニューを参照してください。
UNITY(0.0%)レベルに戻すには、FiPushで戻ります。

－10.0% ---
0.0% --- 
＋10.0%

セットアップメニューNo. 650(STYLE)が「CMPNT」の場合

セットアップメニューNo. 650(STYLE)が「CMPST」の場合

F1(SHIFT)
___

___ ___ ______

F2(SHIFT)
___

___ ___ ______

F1(SHIFT)
___

___ ___ ______

F2(SHIFT)
___

___ ___ ______

F3(SHIFT)
V LV

トグル
+ADJ

No. 662
V LEVEL

セットアップメニューを参照してください。
UNITY(100.0%)レベルに戻すには、FiPushで戻ります。

0.0% ---
100.0% ---
200.0%

F4(SHIFT)
C LV

トグル
+ADJ

No. 663
C LEVEL

セットアップメニューを参照してください。
UNITY(100.0%)レベルに戻すには、FiPushで戻ります。

0.0% ---
100.0% ---
141.3%

F5(SHIFT)
HUE

トグル
+ADJ

No. 664
HUE

セットアップメニューを参照してください。
UNITY(0.0)レベルに戻すには、FiPushで戻ります。

j31.0 ---
0.0 ---
＋31.0

F6(SHIFT)
SUP LV

トグル
+ADJ

No. 665
SETUP LVL

セットアップメニューを参照してください。
UNITY(0.0%)レベルに戻すには、FiPushで戻ります。

－10.0% ---
0.0% --- 
＋10.0%
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ファンクションメニュー

<AUDIO>

　　　　 は、工場出荷モードです。

F1SHIFT F2 F3 F4 F5 F6

F1SHIFT F2 F3 F4 F5 F6

F1SHIFT F2 F3 F4 F5 F6

AUDIO信号の基本的な入出力設定を行います。

1.オーディオ信号入力の選択(CH1～CH4)

2.オーディオ信号入力の選択(CH5～CH8)

3.オーディオボリュームの切り替え/CUEオーディ
オ記録信号の選択/オーディオモニターミックスの
切り替え

ファンクション
ボタン/項目

切り替え方法 対応セットアップメニュー

F1
A1 IN

トグル No. 713
CH1 IN SEL

設定内容

セットアップメニューを参照してください。

設定値

INT SG
DIGI
ANA

F2
A2 IN

トグル No. 714
CH2 IN SEL

セットアップメニューを参照してください。INT SG
DIGI
ANA

F4
A3 IN

トグル No. 715
CH3 IN SEL

セットアップメニューを参照してください。INT SG
DIGI
ANA

F5
A4 IN

トグル No. 716
CH4 IN SEL

セットアップメニューを参照してください。INT SG
DIGI
ANA

F3
DIN 12

トグル No. 721
D IN SEL 12

セットアップメニューを参照してください。AES
SDI

F6
DIN 34

トグル No. 722
D IN SEL 34

セットアップメニューを参照してください。AES
SDI

F1(SHIFT1)
A5 IN

トグル No. 717
CH5 IN SEL

セットアップメニューを参照してください。INT SG
DIGI
ANA1

F2(SHIFT1)
A6 IN

トグル No. 718
CH6 IN SEL

セットアップメニューを参照してください。INT SG
DIGI
ANA2

F3(SHIFT1)
DIN 56

トグル No. 723
D IN SEL 56

セットアップメニューを参照してください。AES
SDI

F4(SHIFT1)
A7 IN

トグル No. 719
CH7 IN SEL

セットアップメニューを参照してください。INT SG
DIGI
ANA3

F5(SHIFT1)
A8 IN

トグル No. 720
CH8 IN SEL

セットアップメニューを参照してください。INT SG
DIGI
ANA4

F6(SHIFT1)
DIN 78

トグル No. 724
D IN SEL 78

セットアップメニューを参照してください。AES
SDI

AUDIO
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ファンクションメニュー

<AUDIO>

ファンクション
ボタン/項目

切り替え方法 対応セットアップメニュー 設定内容設定値

F3(SHIFT2)
RECCUE

トグル No. 733
REC CUE

セットアップメニューを参照してください。CUE
CH1
CH2
CH3
CH4
CH5
CH6
CH7
CH8
CH1+2
CH3+4
CH5+6
CH7+8
CH1-8

F1(SHIFT2)
VOLUME

トグル No. 141
VOLUME

セットアップメニューを参照してください。
オーディオボリュームの制御対象を切替えます。
(CH1～HC8全てが対象)

REC
PB
AUTO

F5(SHIFT2)
___

___ ___ ______

F4(SHIFT2)
___

___ ___ ______

F2(SHIFT2)
___

___ ___ ______

F6(SHIFT2)
M MIX

トグル No. 737
MONI MIX

セットアップメニューを参照してください。OFF
L
R
L/R

　　　　 は、工場出荷モードです。
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ファンクションメニュー

<TC>
TCに関する設定を行います。
TCスーパーの表示設定もこの画面で行うことができ
ます。

ファンクション
ボタン/項目

切り替え方法 対応セットアップメニュー

F1
TC SRC

トグル No. 507
TC SOURCE

設定内容

セットアップメニューを参照してください。

設定値

HDSDI,INT SG,SDTI選択時:
INT
EXT_L
SLTC
SVITC
SD SDI選択時:
INT
EXT_L
VITC

F5
RUN MD

トグル No. 504
RUN MODE

セットアップメニューを参照してください。REC
FREE

F6
DF MOD

F+トグル No. 511
DF MODE

セットアップメニューを参照してください。DF
NDF

F1(SHIFT)
SUPER

トグル No. 005
SUPER

セットアップメニューを参照してください。OFF
ON

F2(SHIFT)
C HPOS

トグル
+ADJ

No. 007
CHARA H-POS

セットアップメニューを参照してください。0 --- 6 ---
37

F3(SHIFT)
C VPOS

トグル
+ADJ

No. 008
CHARA V-POS

セットアップメニューを参照してください。0 --- 23 ---
32

F5(SHIFT)
C TYPE

トグル No. 009
CHARA TYPE

セットアップメニューを参照してください。WHITE
W/OUT

F6(SHIFT)
TIMER

トグル No. 002
TAPE TIMER

セットアップメニューを参照してください。±12h
24h

F3
TCG MD

トグル No. 503
TCG MODE

セットアップメニューを参照してください。REGEN
PRE
AUTO

F4
TCG RG

トグル No. 505
TCG REGEN

セットアップメニューを参照してください。TC&UB
TC
UB

F4(SHIFT)
DISPLY

トグル No. 006
DISPLAY SEL

セットアップメニューを参照してください。TIME
T&STA
T&S&M
T&RT
T&YMD
T&MDY
T&DMY

F2
___

___ ___ ______

　　　　 は、工場出荷モードです。

F1SHIFT F2 F3 F4 F5 F6 F1SHIFT F2 F3 F4 F5 F6

TC
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F1SHIFT F2 F3 F4 F5 F6

ページ番号表示部
登録ポイント表示部 キュー点データ表示部

ファンクションメニュー

<CUE>

ページ番号表示部
0から9のページ番号が表示されます。

登録ポイント表示部
各ページ毎に登録ポイント番号で管理された6つの
キュー点データが表示されます。
登録ポイント番号が反転表示されているポイントが、
登録およびサーチの対象です。
ページ番号と登録ポイント番号の関係は以下の通りです。

ページ番号 登録ポイント ページ番号 登録ポイント
0 01～06 5 51～56
1 11～16 6 61～66
2 21～26 7 71～76
3 31～36 8 81～86
4 41～46 9 91～96

ページ操作
ファンクションボタン (PREV)/ (NEXT) によ
りページの送り/戻しができます。
O ページ送りについては、<CUE SHIFT>メニューの
(ROTATE)の設定によって以下のようになります。
「OFF」設定の場合：

9ページから0ページへの移動はできません。
「ON」設定の場合：

9ページから0ページへの移動ができます。
Oページ戻りについては、0ページから9ページへ
の移動はできません。

F4

F2F1

登録ポイント移動
ADJUSTダイヤルを回すことで登録ポイント表示部
の反転表示が移動します。右回しでは昇順、左回しで
は降順で移動します。<CUE SHIFT>メニューの
(PAGE)が「AUTO」の場合、前後のページへも移動
できます。
O昇順での移動については、<CUE SHIFT>メニュ
ーの (ROTATE)の設定によって以下のようにな
ります。
「OFF」設定の場合

9ページから0ページへの移動はできません。
「ON」設定の場合

9ページから0ページへの移動ができます。
O降順での移動については、0ページから9ページ
への移動はできません。

サーチ点および登録点の操作
<CUE>メニューの (MODE)ボタンを押すたび
に、サーチモードとキュー点登録モードが交互に切り
替わります。それぞれのモードにおいて、サーチ点/
登録点を操作してください。
OPOWER ON時、サーチ点 /登録点は前回の
POWER OFF時のものとなります。

O<CUE SHIFT>メニューの (PAGE)や
(ROTATE)設定を変更した場合、サーチ/登録ポイ
ントは両方とも01 (0ページ/1番目)となります。

キュー点登録モード
プリロールしたいポイントを登録することができま
す。<CUE>メニューの (PREV)や (NEXT)ボ
タンにより表示ページを変更したときは、<CUE
SHIFT>メニューの (PAGE)の設定により、以下
のようになります。
「MANU」設定の場合

サーチ/登録ポイントとも変更されたページの先
頭へ移動します。

「AUTO」設定の場合
登録ポイントのみが変更されたページの先頭へ
移動し、サーチポイントは移動しません。

F3

F2F1

F4F3

F3

F4

F3

キュー点は60点まで設定できます。AUTO PAGE
モード(<CUE SHIFT>メニューの (PAGE)が
「AUTO」)では、6つのキュー点を1ページとして、
10ページまでをページごとに管理できます。
ページ番号表示部と登録ポイント表示部により、60
ポイントのキュー点を表示します。
<ノート>
「REMOTE」状態でセットアップメニューNo.001
(LOCAL ENA)が「ENA」以外の場合、キュー点の
登録、プリロールなどは行えません。

F3

F1SHIFT F2 F3 F4 F5 F6
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サーチモード
希望のサーチポイントを選択し、プリロールすること
ができます。
<CUE>メニューの (PREV)や (NEXT)ボタン
により表示ページを変更したときは、<CUE SHIFT>
メニューの (PAGE)の設定により、以下のように
なります。
「MANU」設定の場合

サーチ/登録ポイントとも変更されたページの先
頭へ移動します。

「AUTO」設定の場合
サーチポイントのみが変更されたページの先頭
へ移動し、登録ポイントは移動しません。

キュー点の登録
ADJUSTダイヤルを回し、希望の登録ポイント表示
部を反転表示にします。

ボタンを押すと、現在のテープ位置がキュー点
として登録されます。
<CUE SHIFT>メニューの (PAGE)の設定によ
り、以下のようになります。
「MANU」設定の場合

選択されたページ内での動作となります。
ボタンを押して、選択されたページ内で

CUE21→CUE22→・・・→CUE26と順次
登録していきます。(すでに登録されている点に
対しては上書きします。)
そのページにおいてCUE26を登録すると、自
動的に終了となります。21

次のキュー点を登録したいときは、登録ポイント
を変更する必要があります。キュー点登録モード
になっていることを確認し、ページを変えて登録
ポイントを変更してください。この場合、サーチ
ポイントも自動的に変更されたページの先頭
(CUE21)に移動します。

21<CUE SHIFT>メニューの (ROTATE)で
「ON」が設定されている場合は、同一ページ
内でCUE21→CUE22→・・・→CUE26
→CUE21→→CUE22→・・・のローテー
ション動作を行います。

F4

SET

F3

SET

F3

F2F1

「AUTO」設定の場合
キュー点登録中、ページがいっぱいになったと
き、自動的に次ページへ移り、登録を続けます。
最終ページCUE96になると、自動的に終了と
なります。22

次のキュー点を登録したいときは、登録ポイント
を変更する必要があります。キュー点登録モード
になっていることを確認し、ページを変えて登録
ポイントを変更してください。この場合、サーチ
ポイントは変更されません。
22<CUE SHIFT>メニューの (ROTATE)で
「ON」が設定されている場合は、9 ページ
(CUE96)から0ページ(CUE01)へローテー
ション動作を行います。

CUE点を数字で登録する場合
1.ADJUSTダイヤルを回し、希望の登録ポイント表
示部を反転表示にします。

2. ボタンを 2回押し、選択されているキュー点の
10時間の桁のみが反転表示になり、変更可能状態と
なります。
<ノート>
セットアップメニュー No.144(TC INPUT)が
「REV」の場合は、上位桁からの入力(表示は右端
から)となります。

3.数値はテンキーで入力します。桁移動は数値入力
後に自動で移動しますが、ADJUSTダイヤルを回
して任意の桁を選択できます。

4.確定は ボタンを押します。
入力中に表示画面を切り替えた場合、又は ボタ
ンを押した場合は、変更可能状態が解除されて設
定が無効になります。

C

ENT

T

F4

ファンクションメニュー

<CUE>

CUE

02. HD1700(P38-79)  04.11.22  3:38 PM  ページ53



54

ファンクションメニュー

<CUE>

　　　　 は、工場出荷モードです。

ファンクション
ボタン/項目

切り替え方法 対応セットアップメニュー

F1
PREV

Push ___

設定内容

マルチキューページ送り

設定値

___

F2
NEXT

Push ___ マルチキューページ戻り___

F4
CLR

Push ___ 現在選択中のキューデータを消去します。
F3(MODE)でENTRYを選択する必要があります。

___

F5
AL CLR

F+Push ___ SHIFTiF3(PAGE)がMANU時：現在表示ページ中の全キューデータを
消去します。
SHIFTiF3(PAGE)がAUTO時：全ページのキューデータを消去します。

___

F1(SHIFT)
S CODE*

F+Push ___ STOP CODE操作メニュー呼び出し___

F2(SHIFT)
CARD

F+Push ___ MULTI CUEファイル操作メニュー呼び出し___

F3
MODE

トグル ___ サーチモード/キュー点登録モードの切り替えSEARCH
ENTRY

F3(SHIFT)
PAGE

トグル No. 131
PAGE MODE

セットアップメニューを参照してください。MANU
AUTO

F4(SHIFT)
ROTATE

トグル No. 132
ROTA MODE

セットアップメニューを参照してください。OFF
ON

F5(SHIFT)
CU-ROL

トグル
+ADJ

No. 011
CU-ROLL TIME

セットアップメニューを参照してください。0s --- 5s ---
15s

F6
___

___ ___ ______

F6(SHIFT)
___

___ ___ ______

■登録点の個別削除
<CUE>メニューの (CLR)ボタンを押すと、現在
選択中のキュー点データがクリアされます。
※<CUE>メニューの (MODE)設定が「ENTRY」
(キュー点登録モード)時のみ受け付けます。

サーチ動作
ADJUSTダイヤルを回し、希望の登録ポイントを反
転表示にします。
PREROLLボタンを押すと、プリロール動作を行います。
キュー点の登録がない場合は、プリロール動作を行い
ません。
また、キュー点登録モードにおいては、PREROLL
ボタンを押してもプリロール動作を行いませんので、
必ずサーチモードになっているかを確認してくださ
い。
(本モードにおけるプリロール時間は、通常のプリロー
ル時間の設定とは別に <CUE SHIFT>メニューの
(CU-ROL)の設定されている時間が有効となります。)

F5

F3

F4
登録点の削除
■一括削除

ボタンを押しながら<CUE>メニューの (AL
CLR)を押すと、現在選択中のキュー点データがすべ
て削除されます。削除されるポイントの範囲は、
<CUE SHIFT>メニューの (PAGE)の設定によ
り、以下のようになります。
「MANU」設定の場合

現在選択されているページ内にあるすべてのポ
イントを削除します。

「AUTO」設定の場合
全ページ内にあるすべてのポイントを削除します。

削除後のサーチ/登録ポイントは、<CUE SHIFT>メ
ニューの (PAGE)の設定により、以下のようにな
ります。
「MANU」設定の場合

ページ内の先頭(CUE21)へ戻ります。
「AUTO」設定の場合

自動的に先頭ページの先頭(CUE01)へ戻ります。
※<CUE>メニューの (MODE)設定が「ENTRY」
(キュー点登録モード)/「SEARCH」(サーチモー
ド)に関係なく受け付けます。

F3

F3

F3

F5F

2 システムメニュー項目No.25（SYSTEM FREQ）で23/24Hzまたは
25Hz (HD、SD)モードを選択している時、この項目は表示されません。
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ファンクションメニュー

<DIAG>

ワーニング表示
本機にワーニングが発生すると、画面の上左端に警
告マーク(W)が点滅します。 (WARN)を押すと、
ワーニング内容を液晶モニターで確認することがで
きます。
複数のワーニングが発生している場合は、ADJダイ
ヤルを回してメッセージをスクロールできます。

アワーメータ表示
(HOURS)を押すと、アワーメータ情報を液晶モ

ニターで確認することができます。
F2

F1

エラーログ機能
ボタンを押し、画面を<DIAG SHIFT>に切り

替えると、エラーログモードを選択することができま
す。

SHIFT

概要
テープ走行中に以下のワーニングが発生した場合、ワ
ーニングメッセージ、タイムコード、動作モードを保
存し、液晶モニター上においてリスト形式で読み出す
ことができます。発生したワーニングは最大99個ま
で保存することができます。また、99個の保存容量
を超えた場合は、セットアップメニュー No.015
(AUTO STEP)の設定に従って処理されます。

液晶モニター表示

F1SHIFT F2 F3 F4 F5 F6

F1SHIFT F2 F3 F4 F5 F6

警告マーク

ワーニング/アワーメータが確認できます。
SHIFT画面ではエラーログファイルの確認、削除、
ICカードへのSAVE/LOADができます。

保存対象ワーニング
メッセージ

NO RF

内　容
(120ページ以降も参照してください。)

テープのブランク部分を1秒以上検出した。
(ノーマル再生時)

SV NOT LOCKED サーボが3秒以上外れた。
(記録/ノーマル再生/編集時)

LOW RF エンベレベルが通常の約1/3の状態、あるいは
CTLレベルが通常の約1/6の状態を1秒以上検出
した。(記録/ノーマル再生/編集時)

HIGH ERROR
RATE

エラーレートが悪化し、ビデオ/オーディオのいず
れかの再生信号に修正/補正がかかった。
(ノーマル再生時)

動作モード表示
ワーニングが保存された時点の動作モードを表示します。
ワーニング表示
保存されているワーニングメッセージを表示します。
ワーニング保存状況表示
表示されているワーニングの保存番号と保存されてい
る全てのワーニングの保存数を表示します。
タイムコード表示
ワーニングが保存された時点のタイムコードを表示し
ます。

ワーニングポイントへのキューアップ
ADJダイヤルを回すと、液晶モニター上に表示され
ているワーニングリストをスクロールすることがで
きます。確認したいワーニング発生ポイントを選択
し、PREROLLボタンを押すと保存されているタイ
ムコードにキューアップすることができます。

動作モード表示

ワーニング表示

ワーニング保存状況表示

タイムコード表示

DIAG
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ファンクションメニュー

ファンクション
ボタン/項目

切り替え方法 対応セットアップメニュー

F1
WARN

___ ___

設定内容

液晶モニターにワーニングメッセージを表示します。

設定値

___

F2
HOURS

___ ___ 液晶モニターにアワーメータを表示します。___

F1(SHIFT)
STEP

トグル No. 015
AUTO STEP

セットアップメニューを参照してください。OFF
ON

F2(SHIFT)
CARD

F+Push ___ エラーログファイル操作メニュー呼び出し___

F4(SHIFT)
___ 

___ ___ ______

F5(SHIFT)
AL CLR

F+Push ___ エラーログファイルのクリア___

F3
___

___ ___ ______

F4
___

___ ___ ______

F5
___

___ ___ ______

F6
___

___ ___ ______

F3(SHIFT)
___

___ ___ ______

F6(SHIFT)
___

___ ___ ______

セットアップメニュー No.015(AUTO STEP)
(DEFAULT設定はOFF)について
ERROR LOG機能では、ワーニングメッセージは最
大99個まで保存できますが、この容量を超えた場合
の保存処理を選択します。
OFF: 99個を上限とし、以降に発生したワーニング

メッセージは保存されません。
ON: 99個を保存し、以降に発生したワーニングメ

ッセージは99番目に保存されます。すでに保
存されているワーニングメッセージは下位番目
方向に順次シフトされます。

ONに設定された場合の保存イメージ

<DIAG>

保存番号

1/99

2/99

:
:

保存ワーニング

ワーニング1

ワーニング2

:
:

99/99 ワーニング99

保存番号

1/99

2/99

:
:

保存ワーニング

ワーニング2

ワーニング3

:
:

99/99 ワーニング100

99個まで保存され、
100 個目が発生し
た場合
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ファンクションメニュー

<MENU>

　　　　 は、工場出荷モードです。

ファンクション
ボタン/項目

切り替え方法 対応セットアップメニュー

F1
FILE

F+Push ___

設定内容

SYSTEM/SETUP調整値の保存操作メニュー呼び出し
(内部メモリ)

設定値

___

F2
CARD

F+Push ___ SYSTEM/SETUP調整値の保存操作メニュー呼び出し
(IC card)

___

F4
SYSTEM

F+Push ___ SYSTEM調整の操作メニュー呼び出し___

F5
SETUP

F+Push ___ SETUP調整の操作メニュー呼び出し___

F1(SHIFT)
PF1 FT

F+Push ___ PF1/ファンクションボタンアサイン操作メニュー呼び出し___

F2(SHIFT)
PF1 BK

F+Push ___ PF1/ファンクションボタンアサイン操作メニュー呼び出し___

F3(SHIFT)
PF2 FT

F+Push ___ PF2/ファンクションボタンアサイン操作メニュー呼び出し___

F4(SHIFT)
PF2 BK

F+Push ___ PF2/ファンクションボタンアサイン操作メニュー呼び出し___

F5(SHIFT)
50P IN

F+Push ___ 50PIN (入力ピン) アサイン操作メニュー呼び出し___

F6
___

___ ___ ______

F3
___

___ ___ ______

F6(SHIFT)
50P OT

F+Push ___ 50PIN (出力ピン) アサイン操作メニュー呼び出し___

SYSTEM、SETUPメニューに関する操作(調整、内
部メモリおよび ICカードへのSAVE/LOAD)画面へ
移動できます。

F1SHIFT F2 F3 F4 F5 F6

F1SHIFT F2 F3 F4 F5 F6

MENU
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ファンクションメニュー

<ASSEMBLE>

自動編集/マニュアル編集
O編集モードが選択されている場合( ボタン
が点灯)は、本ASSEMBLE画面を抜けた後でも、
自動編集/マニュアル編集を実行できます。
(ただし、STOP CODE操作メニュー内では不可)

O編集 IN/OUT点が登録された後( ボタンが
点灯)は、本ASSEMBLE画面を抜けた後でも、IN
点に対するプリロール・ IN/OUT点に対するキュ
ーアップができます。
(ただし、STOP CODE操作メニュー内では不可/
編集点登録も不可)

IN/OUT

ASSEM

ファンクション
ボタン/項目

切り替え方法 対応セットアップメニュー

F1
ASSEM

トグル ___

設定内容

編集モードのON/OFF
表示がハイライトされると、ASSEMBLE 編集モードが
ONになり、ASSEMボタンが点灯します。

設定値

OFF
ON

F2
___

___ ___ ______

F3
___

___ ___ ______

F4
___

___ ___ ______

F5
___

___ ___ ______

F6
___

___ ___ ______

F1SHIFT F2 F3 F4 F5 F6

IN点 OUT点

　　　　 は、工場出荷モードです。

ASSEMBLE編集モードの選択を行います。
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ファンクションメニュー

<INSERT>

編集点登録
編集 IN/OUT点の登録後は、 ボタンが点灯し
ます。

自動編集/マニュアル編集
O編集モードが選択されている場合( ボタン
が点灯)は、本 INSERT画面を抜けた後でも、自動
編集/マニュアル編集を実行できます。
(ただし、STOP CODE操作メニュー内では不可。)

O編集 IN/OUT点が登録された後( ボタンが
点灯)は、本 INSERT画面を抜けた後でも、IN点
に対するプリロール・ IN/OUT点に対するキュー
アップができます。
(ただし、STOP CODE操作メニュー内では不可。
/編集点登録も不可。)

IN/OUT

INSERT

IN/OUT

ファンクション
ボタン/項目

切り替え方法 対応セットアップメニュー

F1
V

F2
A5、A1

F3
A6、A2

F4
A7、A3

F5
A8、A4

F6
TC、CUE

トグル ___

設定内容

編集モードのON/OFF及び編集チャンネルの選択。
ファンクションボタン(F1)以外は、2種類のチャンネルが
割り当てられています。
SHIFTボタンでマーカを上下移動させ、チャンネルを特定
しながらファンクションボタンを押して選択します。
他画面での、SHIFTボタン(画面切替え)と意味が異なりま
す。

編集モードのON/OFF
何れかのチャンネル表示がハイライトされると、INSERT
編集モードがONになり、INSERTボタンが点灯します。

設定値

___

F1SHIFT F2 F3 F4 F5 F6

IN点 OUT点

AUDIO IN点

マーカー

AUDIO OUT点

INSERT編集モードおよび編集チャンネルの選択を
行います。

INSERT
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ファンクションメニュー

<SETUP MENU/SYSTEM MENU>

確認項目 設定内容

EXIT確認

設定値の変更操作後、
SAVEせずにEXITし
ようとしたとき

EXIT?
F3: CANCEL
F5: SET(and EXIT)
F6: EXIT(without SET)

設定値の確定
(確定後、メニュー操作は強制終了)

(SET)を押して確定します。F5

メニュー項目選択
ADJダイヤルを回してメニュー項目を選択してく
ださい。(右回し:カーソルダウン/左回し:カーソル
アップ)
Oページ送り/戻し(SETUPメニューのみ)
メニューリストはカテゴリ別に管理されてお
り、カテゴリ毎にページ送り/戻しができます。

(↑ PREV) / (↓ NEXT)
<ノート>
ADJダイヤルを回した後、しばらく画面のスクロ
ールが続くことがあります。

F2F1

設定値変更
1.メニュー項目選択状態でADJダイヤルを押し
ます。
この時、モニタ上にメニュー項目選択カーソル
が示すメニュー項目の設定内容が点滅します。

2.設定内容の選択には、ADJダイヤルを回します。
(右回し:設定値アップ/左回し:設定値ダウン)
もう一度、ADJダイヤルを押すとメニュー項
目選択状態に戻ります。

<ノート>
O<SUB>メニューのある項目の設定

ボタンを押すと、SUBメニューに入り
ます。その後、上記と同じ操作で設定値を変更
します。

O項目別キャンセル
(CANCEL)を押すと設定をやめ、項目選択

状態に戻ります。

F3

SHIFT

F1SHIFT F2 F3 F4 F5 F6

F1SHIFT F2 F3 F4 F5 F6

項目選択カーソル

モニタ表示メニュー

SETUPメニュー 変更マーク

変更マークSYSTEMメニュー

項目番号

項目番号

カテゴリー

設定値

設定値番号

項目名称

SETUP MENU/SYSTEM MENU 操作メニューを
選択すると、モニタ上にメニューリストが表示され、
それぞれの設定を行うことができます。

1.

3.

4. メニュー操作の終了
メニュー項目選択状態で、 (EXIT)ボタンを押
すと、メニュー操作を終了して元の操作画面に戻
ります。
ただし、設定値を変更したあと、確定せずに
(EXIT)ボタンを押すと、確認メッセージが表示さ
れます。

F6

F6

設定

2.

確認メッセージ

<ノート>
設定値を変更したときは画面左下に“！”マークが表
示されます。
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SETUP MENUファンクションボタン

ファンクション
ボタン/項目

切り替え方法 対応セットアップメニュー

F1
↑ PREV

Push ___

設定内容

オンスクリーンメニューのページ送り

設定値

___

F2
↓ NEXT

Push ___ オンスクリーンメニューのページ戻り___

F4
RESET

Push ___ 項目リセット (設定内容変更中)___

F5
SET

Push ___ 設定内容の確定___

F6
EXIT

Push ___ 特殊メニューの終了(元メニューへ遷移) (確認メッセージ有り)___

F3
CANCEL

Push ___ ______

F1(SHIFT)
F2(SHIFT)
F3(SHIFT)
F4(SHIFT)
F5(SHIFT)
F6(SHIFT)
___

___ ___ ______

61

ファンクションメニュー

<SETUP MENU/SYSTEM MENU>
設定値変更の流れ

メニュー項目選択
画面を開く

画面を閉じる
F6(EXIT)

SUBメニュー

ADJダイヤルを押す

ADJダイヤルを押す

ADJダイヤルを回す
FiF4(項目リセット)

ADJダイヤルを回す
FiF4(項目リセット)
FiF5(SET)

ADJダイヤルを回す
FiF4(項目リセット)

SHIFTを押す

設定値変更

設定値変更

SYSTEM MENUファンクションボタン

F1
F2
___
F3
CANCEL

___

Push

___

___

___

___

___

___

F4
RESET

Push ___ 項目リセット (設定内容変更中)___

F5
SET

Push ___ 設定内容の確定___

F1(SHIFT)
F2(SHIFT)
F3(SHIFT)
F4(SHIFT)
F5(SHIFT)
F6(SHIFT)
___

___ ___ ______

F6
EXIT

Push ___

ファンクション
ボタン/項目

切り替え方法 対応セットアップメニュー 設定内容設定値

特殊メニューの終了(元メニューへ遷移) (確認メッセージ有り)___

SETUP MENU/
SYSTEM MENU
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ファンクションメニュー

<FILE>

F1SHIFT F2 F3 F4 F5 F6

メモリー名称

メモリー選択カーソル

ファイルタイトル
(VTR)

ワーニング
メッセージ

ファイルタイトル
(VTR)

ファイル番号
(VTR)

ファイル番号
(VTR)

ファイルステータス
(VTR)

O本機には現在の設定値 2 を保存する V T R
MEMORY と、それをバックアップ保存する
VTR MEMORY ～ があります。

OそれぞれのVTR MEMORYにはタイトルをつける
ことができます。

OVTR MEMORY とVTR MEMORY ～ の間
では、保存・呼び出し・タイトルのコピーができ
ます。

OVTR MEMORY ～ には、上書きを防止するた
めのファイルロックができます。

2 ここでの“設定値”とは、SYSTEMメニューを除くセットアッ
プメニューの全ての設定値、PF1/PF2メニューの項目登録内容、
一部のファンクションボタン内容を指します。

41

41C

41

C

SETUPメニュー内容を含む現在の設定情報にタイト
ルを付けて4通りまでバックアップメモリへ保存/呼
び出しができます。

<MENU>画面で ボタンを押しながら (FILE)
を押すと、下記のファンクションメニューが表示され
ます。

F1F

メモリ間のファイル転送
操作ファイルを選択した後に、 (LOAD)を押
します。
VTR MEMORY ～ 内の選択されているファ
イル内容をVTR MEMORY に転送できます。
を選択して、 (LOAD)を押すと、工場出荷

モードになります。
また、 (SAVE)を押すと、VTR MEMORY 
のファイル内容をVTR MEMORY ～ 内の選
択されているファイルに転送できます。(タイトル
も同時に転送されます。)

41

CF3

F2F

C

41

F2

保存領域名称 初期タイトル(8文字)

VTR MEMORY C CURRENT

VTR MEMORY 1 USER1

VTR MEMORY 2 USER2

VTR MEMORY 3 USER3

VTR MEMORY 4 USER4

設定

選択メモリ内での、操作ファイルの選択
現在選択されているファイルは、ファイル番号が
反転表示になっています。
ADJダイヤルを回すと、反転表示が左右に移動し
て操作ファイルを選択できます。

メモリ対象の選択
ボタンを押します。

操作対象がVTR MEMORY 側とVTR MEMORY
～ 側の間で交互に切り替わります。41

C

SHIFT

1.

2.

3.

選択されたファイルのタイトル編集
操作ファイルを選択した後、ADJダイヤルを押し
ます。
タイトル表示部の1桁目が反転表示になり、ファ
イルのタイトルが編集できます。
O数字を入力するときは、数字キーを押します。
O文字を入力するときは、 ボタンを押しなが
ら、入力したい文字が表示されるまで数字キー
を連打します。
各数字キーには複数の文字が割り当てられています。

Oタイトル表示部内での桁移動は、ADJダイヤ
ルを回します。

Oタイトルを確定するために、もう一度ADJダ
イヤルを押してください。

<ノート>
Oタイトル編集中に表示画面を切り替えたとき、
または ボタンを押したときは、編集可能状
態が解除されて設定が無効になります。

O ボタンと ボタンを押すと、スペースが入
力できます。

3F

C

F

4.
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ファンクションメニュー

<FILE>

ファイルの上書き禁止
VTR MEMORY ～ の個々のファイルに対し
て、上書き禁止のロックを行うことができます。
ロックしたいファイルを選択し、 (LOCK)を
押すとロックされます。
もう一度 (LOCK)を押すと、ロックが解除さ
れます。
ロック/ロック解除の状態はファイルステータス
に表示されます。
［○:ロック解除状態 / ●:ロック状態］

F5

F5

41

5.

ファンクション
ボタン/項目

F1
P. LOAD

F2
LOAD←

F3
SAVE→

切り替え方法

Push

Push

Push

対応セットアップメニュー

A02
P.ON LOAD

設定内容

セットアップメニューを参照してください。

カレントファイルへのダウンロード

バックアップファイルへのダウンロード

設定値

OFF
USER1
USER2
USER3
USER4

___

___

F4
___

___ ___

___

___

______

F5
LOCK

Push ___ バックアップファイルのロック___

F1(SHIFT)
F2(SHIFT)
F3(SHIFT)
F4(SHIFT)
F5(SHIFT)
F6(SHIFT)
___

___ ___ ______

F6
EXIT

___ ___ ______

設定

FILE

　　　　 は、工場出荷モードです。
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ファンクションメニュー

<PF1/PF2>

F1SHIFT F2 F3 F4 F5 F6

メニュー名称

選択マーカー

登録メニュー番号

項目選択カーソル

項目番号

項目番号

カテゴリー

設定値番号

項目名称

ボタンを押しながら (RESET)を押します。全
ての登録メニュー番号/名称の表示はブランク表示と
なります。
PF登録ファイルの内容はすべて削除されます。(復元
はできません。)

F4F

登 録

削 除

一括削除

1. ファンクションボタンの選択
ADJダイヤルを回して選択マーカーを移動させ、
登録したいファンクションボタン( ～ )を選
びます。

F6F1

2. ファンクションボタンの確定
ADJダイヤルを押します。
確定したファンクションボタンの表示が反転表示さ
れます。

1. ADJダイヤルを回して選択マーカーを移動させ、
削除したいファンクションボタン ( ～ )を選
択します。

F6F1

2. (RESET)を押します。登録メニュー番号/名
称の表示はブランク表示となります。
F4

3. 他のファンクションボタンを削除する場合は、操
作1.2.を繰り返します。

4. ファンクションボタンに設定した内容をPF登録
ファイルに保存する場合は、 (SET)を押しま
す。
保存せずに (EXIT)を押すと、上記設定内容が
キャンセルされます。

F6

F5

3. メニュー項目の選択
ADJダイヤルを回して、1.で選択したファンク
ションボタンに対するメニュー項目を選びます。

4. メニュー項目の確定
ADJダイヤルを押します。
ADJダイヤルの操作対象はフロントパネルに戻り
ます。登録メニュー番号/名称は3.で選択した内
容が表示されます。

5. 他のファンクションボタンにメニュー項目を選択
する場合は、操作1.2.3.4.を繰り返します。

6. PF登録ファイルに保存
ファンクションボタンに設定した内容をPF登録
ファイルに保存する場合は、 (SET)を押しま
す。
保存せずに (EXIT)を押すと、設定内容はキャ
ンセルされます。

F6

F5

よく使うセットアップメニュー項目を最高24項目ま
で登録することができます。
登録は下記のファンクションメニューで行います。
(工場出荷時は未設定です。)
ファンクションメニューを表示するには、<MENU
SHIFT>画面で ボタンを押しながら (PF1
FT)、 (PF1 BK)、 (PF2 FT)、 (PF2 BK)
のいずれかを押します。

F4F3F2

F1F

登録が行われると、ダイレクトメニューボタンのPF1
やPF2を押すだけで、登録したメニューを呼び出すこ
とができます。

を押したとき: <PF1 FT>
を押した後に を押したとき: <PF1 BK>
を押したとき: <PF2 FT>
を押した後に を押したとき: <PF2 BK>

が呼び出されます。
SHIFTPF2

PF2

SHIFTPF1

PF1

設定値
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ファンクションメニュー

PF1/PF2ファンクションボタン

ファンクション
ボタン/項目

切り替え方法 対応セットアップメニュー

F1
↑ PREV

Push ___

設定内容

オンスクリーンメニューのページ送り

設定値

___

F2
↓ NEXT

Push ___ オンスクリーンメニューのページ戻り___

F4
RESET

Push

F+Push
___

個別リセット:選択マーカで選択されている端子に対する選択内容をクリア
します。

一括リセット:全ての端子に対する登録内容をPF登録ファイルから削除し
ます。

___

F5
SET

Push ___ 設定内容の確定　(確認メッセージ無し)___

F6
EXIT

Push ___ 特殊メニューの終了(元メニューへ遷移) (確認メッセージ有り)___

F3
CANCEL 

Push ___ メニュー項目選択状態の解除___

F1(SHIFT)
F2(SHIFT)
F3(SHIFT)
F4(SHIFT)
F5(SHIFT)
F6(SHIFT)
___

___ ___ ______

ファンクションボタン登録の流れ

登録するファンクシ
ョンボタンを選択

メニュー項目を選択
画面を開く

画面を閉じる
F6(EXIT)

ADJダイヤルを
押す

ADJダイヤルを
押す
F3(キャンセル)

ADJダイヤルを回す
F1(ページ送り)
F2(ページ戻り)

ADJダイヤルを回す
F4(個別リセット)
FiF4(一括リセット)
F5(設定内容の確定)

<PF1/PF2>

PF1/PF2
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ファンクションメニュー

PF1/PF2ファンクションボタン名称

ファンクションボタンにSETUPメニュー項目を登録した場合、ファンクションボタン名称は下表に従って表
示されます。

セットアップ
メニューNo.

セットアップメニュー
名称

ファンクションボタン
名称

000 P-ROLL TIME PREROL

001 LOCAL ENA L ENA

002 TAPE TIMER TIMER

003 REMAIN SEL REMAIN

004 SYNCHRONIZE SYNCR

005 SUPER SUPER

006 DISPLAY SEL DISPLY

007 CHARA H-POS C HPOS

008 CHARA V-POS C VPOS

009 CHARA TYPE C TYPE

010 MONI CONTROL MONI C

011 CU-ROLL TIME CU-ROL

012 REC ADJUST REC AJ

013 DET STOP DET ST

014 DET ADJUST DET AJ

015 AUTO STOP STEP

020 SYS FORMAT SYS FT

022 PB FORMAT PB FT

023 FORMAT SEL FMT SL

030 HD FREQUENCY HD FRQ

031 OUT REF OUTREF

100 SEARCH ENA SEARCH

101 SHTL MAX STL MX

102 FF.REW MAX F/R MX

104 REF ALARM REF AL

105 AUTO EE SEL AT EE

106 EJECT EE SEL EJ EE

107 EE MODE SEL EE MD

108 PLAY DELAY PL DLY

109 CAP.LOCK CAPSTN

110 AUTO REW AT REW

111 MEMORY STOP MEM ST

112 FRZ MODE SEL FRZ MD

113 REC INH R INH

114 REC INH LAMP INH LP

115 EJECT SW INH EJ SW

116 EJECT LAMP INH LP

118 SP MODE INH SP MD

119 CONFI REC CNFI R

セットアップ
メニューNo.

セットアップメニュー
名称

ファンクションボタン
名称

134 ALARM BEEP AL BP

135 DET BEEP DET BP

140 OUTPUT OUTPUT

141 VOLUME VOLUME

142 AUDIO UNITY A UNI

143 CASSTT LIGHT CAS LT

144 TC INPUT TC IN

145 FRONT LCD F LCD

200 PARA RUN PR RUN

202 ID SEL ID SEL

204 RS232C SEL RS232C

205 BAUD RATE BAND R

206 DATA LENGTH DATA L

207 STOP BIT ST BIT

208 PARITY PARITY

209 RETURN ACK RET AK

212 MASTER PORT MSTR P

300 IN/OUT DEL HD FRQ

301 NEGA FLASH OUTREF

302 CONFI EDIT CONFI

303 AUD EDIT IN AUD I

304 AUD EDIT OUT AUD O

305 AUTO ENTRY AT ENT

306 CF ADJ SEL CF ADJ

307 AFTER CUE-UP AF CUP

308 VAR FWD MAX V F MX

309 VAR REV MAX V R MX

310 JOG FWD MAX J F MX

311 JOG REV MAX J R MX

312 POSTROLL TM POSROL

320 EDIT RPLCE1 RPLCE1

321 EDIT RPLCE2 RPLCE2

322 EDIT RPLCE3 RPLCE3

323 EDIT RPLCE4 RPLCE4

324 EDIT RPLCEC RPLCEC

<PF1/PF2>

131 PAGE MODE PAGE

133 KEY BEEP KEY BP

132 ROTA MODE ROTATE
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ファンクションメニュー

セットアップ
メニューNo.

セットアップメニュー
名称

ファンクションボタン
名称

500 VITC BLANK VI BLK

501 VITC POS-1 VI PS1

502 VITC POS-2 VI PS2

503 TCG MODE TCG MD

504 RUN MODE RUN MD

505 TCG REGEN TCG RG

506 REGEN MODE REG MD

507 TC SOURCE TC SRC

508 BINARY GP BINARY

509 PHASE CORR P CORR

510 TCG CF FLAG TG CFF

511 DF MODE DF MOD

512 TC OUT REF TC REF

513 VITC OUT VITC O

514 HD EMBD VITC ENBD V

515 HD EMBD LTC ENBD L

516 TC OUT ADV TC ADV

517 TCG OUT TCG O

600 VIDEO IN SEL VID IN

601 VIDEO INT SG INT SG

602 SDI IN MODE SDI IN

603 V-MUTE SEL V-MUTE

604 FREEZE SEL FRZ SL

605 INTERPOLATE INTPLT

606 SD MON O SEL SD MOS

620 DOWNCON MODE DW CON

621 UPCONV MODE UP CON

622 D/C RESP H D/C RH

623 D/C RESP V D/C RV

624 U/C RESP H U/C RH

625 U/C RESP V U/C RV

626 D/C ENH H D/C EH

627 D/C ENH V D/C EV

628 U/C ENH H U/C EH

629 U/C ENH V U/C EV

630 1080i#HD_OUT 1080HO

631 1080i#SD_OUT 1080SO

632 720p#HD_OUT 720pHO

633 720p#SD_OUT 720pSO

セットアップ
メニューNo.

セットアップメニュー
名称

ファンクションボタン
名称

642 I U/C ENH V IUC EV

650 STYLE STYLE

651 HUE STYLE (SD) HUE S

653 Y LVL (HD) Y HD

654 Pb LVL (HD) Pb HD

655 Pr LVL (HD) Pr HD

656 BK LVL (HD) BK HD

658 Y LVL (SD) Y SD

659 Pb LVL (SD) Pb SD

660 Pr LVL (SD) Pr SD

661 BK LVL (SD) BK SD

662 V LEVEL V LV

663 C LEVEL C LV

664 HUE HUE

665 SETUP LVL SUP LV

670 BRIGHT BR

671 R-BRIGHT R-BR

672 B-BRIGHT B-BR

673 CONTRAST CT

674 R-CONTRAST R-CT

675 B-CONTRAST B-CT

676 BLK CLIP B LIP

680 CC (F1) BLANK CC1 BK

681 CC (F2) BLANK CC2 BK

684 EDH (SD) EDH SD

685 ESR MODE (SD) ESR SD

686 CCR MODE (SD) CCR SD

687 SDI INDEX O SDI IX

688 CC REC CC REC

695 BLANK LINE BK L

<PF1/PF2>

634 480p#HD_OUT 480pHO

635 480p#SD_OUT 480pSO

636 480i#HD_OUT 480iHD

637 480i#SD_OUT 480iSD

638 IN U/C MODE IUC MD

639 I U/C RESP H IUC RH

640 I U/C RESP V IUC RV

641 I U/C ENH H IUC EH

400 STILL TIMER STILL

401 SRC PROTECT SRC PT

402 DRUM STDBY DRUM

403 STOP PROTECT STP PT

PF1/PF2
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ファンクションメニュー

セットアップ
メニューNo.

セットアップメニュー
名称

ファンクションボタン
名称

713 CH1 IN SEL A1 IN

714 CH2 IN SEL A2 IN

715 CH3 IN SEL A3 IN

716 CH4 IN SEL A4 IN

717 CH5 IN SEL A5 IN

718 CH6 IN SEL A6 IN

719 CH7 IN SEL A7 IN

720 CH8 IN SEL A8 IN

721 D IN SEL12 DIN 12

722 D IN SEL34 DIN 34

723 D IN SEL56 DIN 56

724 D IN SEL78 DIN 78

725 REC CH1 REC A1

726 REC CH2 REC A2

727 REC CH3 REC A3

728 REC CH4 REC A4

729 REC CH5 REC A5

730 REC CH6 REC A6

731 REC CH7 REC A7

732 REC CH8 REC A8

733 REC CUE RECCUE

734 PB FADE PB FD

735 HD EMBD AUD HDEM A

736 SD EMBD AUD SDEM A

737 MONI MIX M MIX

738 CH1 CUE SEL A1 CSL

739 CH2 CUE SEL A2 CSL

740 CH3 CUE SEL A3 CSL

741 CH4 CUE SEL A4 CSL

セットアップ
メニューNo.

セットアップメニュー
名称

ファンクションボタン
名称

<PF1/PF2>

700 CH1 IN LV A1 ILV

701 CH2 IN LV A2 ILV

702 CH3 IN LV A3 ILV

703 CH4 IN LV A4 ILV

704 CUE IN LV AC ILV

705 CH1 OUT LV A1 OLV

706 CH2 OUT LV A2 OLV

707 CH3 OUT LV A3 OLV

708 CH4 OUT LV A4 OLV

709 CUE OUT LV AC OLV

710 MONIL OUT LV ML OLV

711 MONIR OUT LV MR OLV

712 MONI OUT MONI O

68

746 MONI CH SEL MON CH

747 MON AUTO SEL MON AT

748 MONI SEL INH MS INH

749 AUDIO PB VR APB VR

750 ANA CH1 SEL AA1 SL

751 ANA CH2 SEL AA2 SL

752 ANA CH3 SEL AA3 SL

753 ANA CH4 SEL AA4 SL

754 SD SDI CH1 SL SSA1SL

755 SD SDI CH2 SL SSA2SL

756 SD SDI CH3 SL SSA3SL

757 SD SDI CH4 SL SSA4SL

758 JOG PROC JOG P 

742 CH5 CUE SEL A5 CSL

743 CH6 CUE SEL A6 CSL

744 CH7 CUE SEL A7 CSL

745 CH8 CUE SEL A8 CSL

759 DV PB ATT DV ATT

760 REC PT MUTE R PTMT

761 AUDIO INT SG A INSG

762 AUD RATE CON A RC

763 METER SCALE M SCL

790 CUE REC VOL CR VOL

791 CUE PB VOL CP VOL

A02 P.ON LOAD P.LOAD
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<CARD>

F1SHIFT F2 F3 F4 F5 F6

メモリー名称

メモリー選択カーソル

ワーニングメッセージ1

F1SHIFT F2 F3 F4 F5 F6

ワーニングメッセージ2

ファイルステータス
(VTR)

ファイル番号
(CARD)

ファイル番号
(VTR)

ファイルタイトル
(CARD)

ファイルタイトル
(VTR)

ファイルステータス
(CARD)

F1SHIFT F2 F3 F4 F5 F6

F1SHIFT F2 F3 F4 F5 F6

SYSTEM MENU/SETUP MENU/50PIN ASSIGN

ファイルステータス

［MENU/ERROR LOG/MULTI CUE］

各種設定や情報を ICカードに保存/呼び出しができます。
<MENU>画面で、 ボタンを押しながら
(CARD)を押すと、下記のファンクションメニューが
表示されます。

F2F

MULTI CUE

ERROR LOG

ワーニングメッセージ1
IC カードについての警告が表示されます。
NO CARD
IC カードが挿入されていません。

UNFORMATTED CARD
IC カードがフォーマットされていません。

HD150 FORMAT!
AJ-HD150でフォーマットされたカードです。

HD1500 FORMAT!
AJ-HD1500でフォーマットされたカードです。

ワーニングメッセージ2
BATTERY!
IC カード内蔵の電池が消耗している場合に表示さ
れます。電池の交換が必要です。

PROTECT!
ICカードのプロテクトがONになっています。

ファイルステータス(CARD) ファイルステータス(VTR)

保存ファイルが存在しません。 ーーーーーブランク

保存ファイルが存在します。
(ロック解除状態)

対象ファイルはロック解除
状態です。○

保存ファイルが存在します。
(ロック状態)

対象ファイルはロック状態
です。●

ファンクションメニュー

<ノート>
O ICカードは他の機種との互換性はありません。
O使用できる ICカードは68ピンツーピース方式の
電池交換型SRAMカード(64KB以上)です。品番
BN-064HSRを推奨します。

CARD
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ICカードデータ配置 VTRメモリデータ配置

カレントMULTI CUE MULTI CUE

ロック

○ ←→

ロック

×1

2

3

4

5

6

7

カレントERROR LOG ERROR LOG

○ ←→

×1

2

3

4

5

6

7

8

8

O IC カードは本機のVTR MEMORYにあるSETUP
MENU(カレント、USER1～USER4)/SYSTEM
MENUの設定値、50PIN ASSIGNの登録内容、
MULTI CUEの登録ポイント、ERROR LOGの内容
を保存・呼び出しが可能です。

O全てのデータファイルに対してタイトルをつける
ことができ、保存・呼び出しの際には同時にタイ
トルのコピーも行います。

O ICカード上に保存されたデータファイルに対して
は、上書きを防止する為にファイルロックが可能
です。

ファンクションメニュー

<CARD>

［MENU/ERROR LOG/MULTI CUE］

メモリ間のファイル転送
OVTR MEMORY側→ IC CARD MEMORY側
操作ファイルを選択した後に、 (SAVE)を
押します。

O IC CARD MEMORY側→VTR MEMORY側
操作ファイルを選択した後に、 (LOAD)を
押します。

<ノート>
タイトルも同時に転送されます。

F3

F2

設定

選択メモリ内での、操作ファイルの選択
現在選択されているファイルは、ファイル番号が
反転表示になっています。
ADJダイヤルを回して、操作するファイルを選び
ます。
OSETUP MENU/SYSTEM MENU/50PIN
ASSIGNの場合
IC CARD MEMORY側の登録状況表示は、
VTR MEMORY側で S(SYSTEM MENU)、
C1234(SETUP MENU)、 P(50PIN
ASSIGN)のどれを選択するかで内容が自動的
に切り替わります。

メモリ対象の選択
ボタンを押します。

操 作 対 象 が IC CARD MEMORY側 と VTR
MEMORY側の間で交互に切り替わります。

SHIFT

1.

2.

3.

ICカードデータ配置 VTRメモリデータ配置

カレント

USER1

USER2

USER3

USER4

SETUP MENU SETUP MENU
(PF1/PF2 メニ
ュー項目登録内
容、一部のファ
ンクションボタ
ン内容)

ロック

○ ←→

ロック

×

○

○

○

○

1

2

3

4

5

6

7

カレント50 PIN
ASSIGN

50 PIN
ASSIGN

○ ←→

○1

2

3

4

5

6

7

カレントSYSTEM
MENU

SYSTEM
MENU

○ ←→

○1

2

3

4

5

6

7

8

8

8
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ファンクションメニュー

ファンクション
ボタン/項目

切り替え方法 対応セットアップメニュー

F1
FORMAT

F+Push ___

設定内容

IC カードのフォーマット

設定値

___

F2
SAVE←

Push ___ ICカードファイルへの転送___

F4
DELETE

F+Push ___ ICカードファイルの削除___

F5
LOCK

Push ___ ICカードファイル/VTR MEMORYファイルのロック___

F6
EXIT

___ ___ ______

F3
LOAD→

Push ___ ICカードファイルからの転送___

F1(SHIFT)
F2(SHIFT)
F3(SHIFT)
F4(SHIFT)
F5(SHIFT)
F6(SHIFT)
___

___ ___ ______

<CARD>

選択されたファイルのタイトル編集
操作ファイルを選択した後、ADJダイヤルを押し
ます。
タイトル表示部の1桁目が反転表示になり、ファ
イルのタイトルが編集できます。
O数字を入力するときは、数字キーを押します。
O文字を入力するときは、 ボタンを押しなが
ら、入力したい文字が表示されるまで数字キー
を連打します。
各数字キーには複数の文字が割り当てられています。

Oタイトル表示部内での桁移動は、ADJダイヤ
ルを回します。

Oタイトルを確定するために、もう一度ADJダ
イヤルを押してください。

<ノート>
Oタイトル編集中に表示画面を切り替えたとき、
または ボタンを押したときは、編集可能状
態が解除されて設定が無効になります。

O ボタンと ボタンを押すと、スペースが入
力できます。

3F

C

F

4. ファイルの上書き禁止
IC CARD MEMORYの個々のファイルに対して、
上書き禁止のファイルロックができます。
Oファイルをロック
ロックしたいファイルを選択し、 (LOCK)
を押します。

Oファイルロックを解除
もう一度 (LOCK)を押します。

<ノート>
ロック/ロック解除の状態はファイルステータス
に表示されます。
［○:ロック解除状態 / ●:ロック状態］

F5

F5

5.

CARD
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ファンクションメニュー

F1SHIFT F2 F3 F4 F5 F6

動作モードステータス

<STOP CODE>

表示 内容

RECORDING ストップコード記録中

ERASING ストップコード消去中

DETECTING ストップコード記録部分を再生中

DETECT STOP ストップコード検出停止中

動作モードステータス

STOP CODEの記録/消去を行います。
<CUE SHIFT>画面で ボタンを押しながら (S
CODE)を押すと、下記のファンクションメニューが
表示されます。
<ノート>
O「 R E M O T E 」 状 態 で セ ッ ト ア ッ プ メ ニ ュ ー
No.001(LOCAL ENA)が「ENA」以外の場合、<STOP
CODE>画面へ移行できません。また、「REMOTE」状態で、
<STOP CODE>画面にすでに入っているときは、ストップ
コードの記録/消去はできません。

Oシステムメニュー項目 No.25（SYSTEM FREQ）で
23/24Hzまたは25Hz (HD、SD) モードを選択している
時、 (S CODE)は表示されなくなり、<STOP CODE>
画面へ移行できません

F1

F1F

ストップコードの設定
ストップコードの検出動作、ストップコード検出時の停止位置の設
定はファンクションボタン ～ で行います。

ストップコードの記録（下図参照）
1. ファンクションボタン (REC)を押してON状態にします。
2. PLAY、JOGモードなどで<ストップコード記録基準点>の頭

出しをします。
3. AUTO EDITボタンを押します。

AUTO EDITボタンを押したところが<ストップコード記録基
準点>となります。

F4

F3F1

8秒前にプリロールしてから記録動作を始め、ストップコード
を記録した後に自動停止します。
<ノート>
O REC INH状態では本動作は実行されません。
O 動作を途中で止めるにはSTOPボタンを押します。

記録開始位置の指定
セットアップメニューNo.012(REC ADJUST)で
<ストップコード記録基準点>の何秒前からストッ
プコードを記録するかを設定してください。

記録の確認
PREVIEW/REVIEWボタンを押します。
ストップコード記録開始位置の5秒前にプリロール
し、再生を開始します。ストップコードが正常に検出
された場合はファンクションボタン (DET AJ)の
設定に従って停止します。
<ノート>
ストップコード記録後に<STOP CODE>画面を抜け
るまでPREVIEW/REVIEWボタンでの記録確認がで
きます。

ストップコードの消去
1.「ストップコード検出による停止」モードで消去
したいストップコードで停止します。

2.ファンクションボタン (ERASE)を押してON
状態にします。

3.AUTO EDITボタンを押します。
ストップコード記録点の5秒前にプリロールして
から消去動作を始め、ストップコードを消去した
後に自動停止します。

消去の確認
PREVIEW/REVIEWボタンを押します。ストップコ
ード記録開始位置の5秒前にプリロールし、再生を
開始します。

F5

F3

UB “0” STOP_CODE “0”

タイムコード　インサート期間

セットアップメニュー
No.012(REC ADJUST)の設定値

テープ

3フレーム 3フレーム20フレーム

1秒

<ストップコード記録基準点>
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ファンクションメニュー

<STOP CODE>

ファンクション
ボタン/項目

切り替え方法 対応セットアップメニュー

F1
DET BP

トグル No.135
DET BEEP

No.013
DET STOP

設定内容

ストップコード検出音の大きさを設定します。

設定値

OFF
LOW
HI

F2
DET ST

トグル

No.014
DET ADJUST

ストップコード検出時の動作を設定します。
0:PLAY動作を継続します
1:強制STOPします。

OFF
ON

F4
REC

トグル ___ STOP CODEをREC/ERASEする場合にONします。
(ON選択は排他となっています。)
ERASEはストップコード検出により停止した場合のみ
ONにできます。

___

F5
ERASE

トグル ______

F6
EXIT

___ ______

F3
DET AJ

トグル+ADJ ストップコードを検出した場合、テープ走行を停止する
位置を通常の停止位置からストップコード記録基準点に
近づく方向に-8フレーム～3秒10フレームの範囲で
フレーム単位で調整します。

j8f
～0f
～3s10f

F1(SHIFT)
F2(SHIFT)
F3(SHIFT)
F4(SHIFT)
F5(SHIFT)
F6(SHIFT)

___ ___ ______

走行モード/速度 検出 50ピン出力タイミング

NORMAL PLAY

VAR, SHUTTLE
(0～n1倍速)

VAR, SHUTTLE
(1倍速超～n8倍速)

REC, EDIT, JOG,
CUE UP,
PREROLL,
SHUTTLE
(n8倍速超)

する

する

する

しない

5回読みとったとき 21

4回読みとったとき

2回読みとったとき

動作しない

停止するタイミング

<STOP CODE>メニュ
ーの (DET AJ)で設
定

F3

動作しない

動作しない

動作しない

ストップコードが検出できるテープ走行モードと速度
範囲は次のようになります。

21 ストップコードにより停止した後は、停止または
スタンバイOFF以外の状態になるまで「ストップ
コードにより停止」状態を保持します。

DET BP DET ST ストップコード検出時のVTRの動作

OFF

OFF

ON

ON

OFF

ON

OFF

ON

現状の動作を継続する

停止する(NORMAL PLAY走行中)

停止しない
設定された音量の検出音を鳴らす

設定された音量の検出音を鳴らし、停止
(NORMAL PLAY走行中)する

ストップコードの検出
ストップコードが書き込んだテープを再生するとき、
<STOP CODE>メニューの (DET BP)、
(DET ST)の設定によって下記の動作になります。
<ノート>
STOP CODE画面以外でも下記の動作になります。

F2F1

STOP CODE
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ファンクションメニュー

F1SHIFT F2 F3 F4 F5 F6

登録項目名称

登録値

選択マーカー

<50P IN/OUT ASSIGN>
機能登録できる端子
IN端子 : PIN6～20、22、23、25
OUT端子: PIN21、24、32～46、48
上記以外の端子は予約端子で変更はできません。

パラレルリモート(50PIN)端子に対して、入力端子への
機能登録/出力端子へのステータス登録をフロントパネ
ル及びオンスクリーンメニューを使用して行います。
<MENU SHIFT>画面で ボタンを押しながら
(50P IN)または (50P OT)を押すと、下記のファン
クションメニューが表示され、登録や削除を行います。

F6

F5F

入力/出力端子へ登録できる項目
入力/出力端子には共にセットアップメニューと同様
の項目を登録することができ、入力/出力端子に対し
てそれぞれ別途指定する専用項目が登録できます。
<ノート>
システムメニュー及びサブメニュー内容は登録できま
せん。

IN端子 OUT端子

1 REC

21 フリーアサイン
領域24

26 <電源>

27 REC

28 PLAY

29 FF

30 REW

31 STOP

32

フリーアサイン
領域

↑

｜

↓

46

48

47 <GND>

49 <GND>

50 <GND>

2 PLAY

3 FF

4 REW

5 STOP

6

フリーアサイン
領域

↑

｜

↓

20

22

23

25

入力端子登録

セットアップメニューリスト

IN専用メニューリスト

<未表示>

<未表示>

OUT専用メニューリスト

出力端子登録

100

000

項目番号

200

300

400

500

600

700

B00

C00

登録項目名称
各端子にはセットアップメニュー項目及び50PIN端
子専用メニュー項目を登録することができ、そのメニ
ュー名称が表示されています。

登録値
各端子に登録されたメニュー項目における一つの設定
値が表示されています。
上記内容が登録されている IN端子にアクティブ信号
が入力されると、登録メニューに対する設定値が
VTR内部で有効となります。
また、登録メニューに対する設定値が登録値と一致し
たときに、登録されているOUT端子からアクティブ
信号を出力します。

項目選択カーソル

項目番号

項目番号

カテゴリー

設定値

設定値番号

項目名称
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ファンクションメニュー

<50P IN/OUT ASSIGN>

ボタンを押しながら (RESET)を押します。全
ての登録項目名称/登録値は工場出荷設定になります。
(復元はできません。)

F4F

入力端子への機能登録/アクティブ入力
出力端子への機能登録/ステータス出力

削 除

一括リセット

1. 50pin端子の選択
ADJダイヤルを回して選択マーカーを移動させ、
登録したい50pin端子を選びます。

2. 50pin端子の確定
ADJダイヤルを押します。
確定した50pin端子の表示が反転表示されます。

4. メニュー項目の確定
ADJダイヤルを押します。
オンスクリーンの設定値表示が点滅します。

1. ADJダイヤルを回して選択マーカーを移動させ、
削除したい50pin端子を選択します。

2. (RESET)を押します。登録項目名称/登録値
の表示はブランク表示となります。
F4

3. 他の50pin端子を削除する場合は、操作1.2.を
繰り返します。

3. メニュー項目の選択
ADJダイヤルを回して、1.で選択した50pin端
子に対するメニュー項目を選びます。

5. 設定値の選択
ADJダイヤルを回して、3.で選択したメニュー
項目に対する設定値を選びます。

6. 設定値の確定
ADJダイヤルを押します。
ADJダイヤルの操作対象はフロントパネルに戻り
ます。登録項目名称には3.で選択した内容が、登
録値には5.で選択した内容が表示されます。

7. 他の50pin端子にメニュー項目および設定値を
選択する場合は、操作1.～6.を繰り返します。

8. 50pin登録ファイルに保存
50pin端子に設定した内容を50pin登録ファイ
ルに保存する場合は (SET)を押します。
保存せずに (EXIT)を押すと、上記設定内容は
キャンセルされます。

F6

F5

IN専用メニューリスト

No.
SUPER
DISPLAY

設定内容

B00
STBY ON

STANDBY ON モードへ移行します。

B01
STBY OFF

STANDBY OFF モードへ移行します。

B02
STBY ONOFF

STANDBY ON/OFF モードを交互に移行します。

B03
EJECT

EJECTモードへ移行します。

B04
CUE

IN 点が登録されている場合は、IN点に対して
PREROLLを実行します。
IN点が登録されていない場合は、現在点に対し
てPREROLLを実行します。

B05
IN SET

編集 IN点を登録します。

B06
STILL

静止画(STILL)モードへ移行します。

B07
422 REM ON

9 pin端子が機能します。

B08
422 REM
OFF

9 pin端子が機能しません。

B09
TC EXT

TC SOURCEを以前のEXTモードに戻します。
(現在がEXTモードの場合は切り替えは発生し
ません。)

B10
TC INT
AUTO

TC SOURCEを INTに 、 TCG MODEを
AUTOに切り替えます。

B20
PROTECT
HALF

S T O P 状 態 、 ま た は サ ー チ モ ー ド
(JOG/VAR/SHTL)のSTILL状態で放置された
ときのテープ保護モードの動作をハーフローデ
ィングに切り替えます。

B21
PROTECT
T-REL

S T O P 状 態 、 ま た は サ ー チ モ ー ド
(JOG/VAR/SHTL)のSTILL状態で放置された
ときのテープ保護モードの動作をテンションリ
リースに切り替えます。

セットアップメニューには存在しない機能

SRC PROTECT/STOP PROTECTの設定を同時に切り替え

4. 50pin端子に設定した内容を50pin登録ファイ
ルに保存する場合は、 (SET)を押します。
保存せずに (EXIT)を押すと、上記設定内容は
キャンセルされます。

F6

F5

50P IN/OUT
ASSIGN

B11
TC EXT_L
REG

TC SOURCEを EXT_Lに切り替え、TCG
MODEをREGENに切り替えます。
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ファンクションメニュー

IN専用メニューリスト(つづき)

OUT専用メニューリスト

No.
SUPER
DISPLAY

設定内容

B22
UD LT-BOX

ダウンコンバート時の画角をレターボックスに、
アップコンバート時の画角を垂直方向に対して
上下部カット状態に切り替えます。

B23
UD S-CROP

ダウンコンバート時の画角をサイドカットモー
ドに、アップコンバート時の画角をサイドパネ
ルモードに切り替えます。

B24
UD
SQUEEZE

ダウンコンバート時の画角をスクィーズモード
に、アップコンバート時の画角をストレッチモー
ドに切り替えます。

UPCON MODE/DOWNCON MODEの設定を同時に切り替え

No.
SUPER
DISPLAY

設定内容

C00
EJECT

EJECTステータス

C01
STBY ON

STANDBY ONステータス

C02
CUE

CUE-UP完了ステータス

C03
STILL

STILLステータス

C04
PANEL STOP

フロントパネルのSTOPボタン押し下げステー
タス

C05
PRE CTL

ノーマル記録時、上書き禁止かどうかのステー
タス

C06
422 REM ON

9 pin端子の機能ステータス

C07
REMOTE

50 pin端子の機能ステータス

C08
REC INH1

記録禁止ステータス1

C09
REC INH2

記録禁止ステータス2

C10
CAS INH1

テープの記録禁止ステータス1

C11
CAS INH2

テープの記録禁止ステータス2

C12
TC SRC1

TC入力ステータス1

No.
SUPER
DISPLAY

設定内容

C16
DC3 

ダウンコンステータス3

C17
UC1

アップコンステータス1

C18
UC2

アップコンステータス2

C19
UD1

アップコン/ダウンコンステータス1

C20
UD2

アップコン/ダウンコンステータス2

C21
UD3

アップコン/ダウンコンステータス3

C22
ERR0

エラーステータス0

C23
ERR1

エラーステータス1

C24
ERR2

エラーステータス2

C25
STOP CODE

ストップコード検出による停止ステータス

C26
CH GREEN

チャンネルコンディション GREEN LED

C27
CH AMBER

チャンネルコンディション AMBER LED

C28
CH RED

チャンネルコンディション RED LED

C29
SERVO LOCK

サーボロック LED

C30
V UNITY

VIDEO UNITY LED

C31
A UNITY

AUDIO UNITY LED

<50P IN/OUT ASSIGN>

C13
TC SRC2

TC入力ステータス2

C14
DC1

ダウンコンステータス1

C15
DC2

ダウンコンステータス2
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C22
ERR0

C23
ERR1

C24
ERR2 エラー状態

0 0 0 SERVO NOT LOCKED (優先順位1)

0 0 1 SERVO LOCKED (優先順位4)

0 1 0 HIGH ERROR (アンバー) (優先順位3)

0 1 1 HIGH ERROR (赤) (優先順位2)

エラーステータス

C12
TC SRC1

C13
TC SRC2 TC入力ステータス

0 0 外部SLTC

0 1 外部LTC

1 0 外部SVITC (SD入力時は外部VITC)

1 1 INT

TC入力ステータス

C10
CAS INH1

C11
CAS INH2 テープの記録禁止ステータス

0 0 カセット記録許可

0 1 カセット誤消去防止

テープの記録禁止ステータス

記録禁止ステータス

ファンクションメニュー

<50P IN/OUT ASSIGN>

C08
REC INH1

C09
REC INH2 記録禁止ステータス

0 0 ノーマル記録時の上書き禁止

0 1 カセットへの全面記録禁止

1 0 上記2つ以外の記録禁止モード

1 1 カセットへの記録可能

ダウンコンバートステータス

C14
DC1

C15
DC2 

C16
DC3 ダウンコンバートステータス

0 0 0 スクウィーズモード

0 1 0 サイドカットモード

1 0 0 レターボックスモード

1 1 0 14:9

1 1 1 13:9

アップコンバートステータス

C17
UC1

C18
UC2 アップコンバートステータス

0 0 ストレッチモード

0 1 サイドパネルモード

1 0 垂直方向の上部と下部のカット

アップコン/ダウンコンステータス

C19
UD1

C20
UD2

C21
UD3

ダウンコンバート
ステータス

アップコンバート
ステータス

0 0 0 スクウィーズモード

0 1 0 サイドカットモード

1 0 0 レターボックスモード

ストレッチモード

サイドパネルモード

垂直方向の上部と下部の
カット

1 1 1 上記の組み合わせ以外

OUT専用メニューリスト中の複数ピンによるステー
タス状態を示します。ただし、端子状態の「1」は
Active_L、OはOPENを示します。

50P IN/OUT
ASSIGN
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ファンクションメニュー

<50P IN/OUT ASSIGN>

50P IN/OUT ASSIGNファンクションボタン

ファンクション
ボタン/項目

切り替え方法 対応セットアップメニュー

F1
↑ PREV

Push ___

設定内容

オンスクリーンメニューのページ送り

設定値

___

F2
↓ NEXT

Push ___ オンスクリーンメニューのページ戻り___

F4
RESET Push

F+Push

___

個別リセット:選択マーカで選択されている端子に対する選択内容をクリア
します。

一括リセット:全ての端子に対する登録内容を工場出荷設定にし、50ピン
登録ファイルに設定します。

___

F5
SET

Push ___ ファイル登録：すべてのファンクションボタンの設定を50
ピン登録ファイルに保存します。

___

F6
EXIT

Push ___ 特殊メニューの終了(元メニューへ遷移)___

F3
CANCEL

Push ___ メニュー項目選択状態の解除___

F1 (SHIFT)
F2 (SHIFT)
F3 (SHIFT)
F4 (SHIFT)
F5 (SHIFT)
F6 (SHIFT)

___ ___ ______

登録の流れ

登録50pin端子の
選択可能状態

選択50pin端子のメニュ
ー項目選択可能状態

選択メニュー項目の設定値
選択可能状態

画面を開く

画面を閉じる
F6(EXIT)

ADJダイヤルを押す
F3 (キャンセル)

ADJダイヤルを押す

F3 (キャンセル) ADJダイヤルを押す

ADJダイヤルを回す
F4(個別リセット)
FiF4(一括リセット)
F5(設定内容の確定)

ADJダイヤルを回す
F1(ページ送り)
F2(ページ戻り)

ADJダイヤルを回す
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ファンクションメニュー

<50P IN/OUT ASSIGN>
50ピン アサインの工場出荷設定

PIN
番号

I/O
設定項目

1 I REC

2 I PLAY

3 I FF

4 I REW

5 I STOP

6 I ___

7 I ___

8 I 422 REMOTE ON

9 I 422 REMOTE OFF

10 I LOCAL ENABLE

11 I EJECT

12 I IN SET

13 I REC INH ALL

14 I REC INH PRE

15 I LOCAL DISABLE

16 I TC EXT

17 I TC INT&TCG MODE AUTO

18 I ___

19 I ___

20 I STNDBY ON/OFF

21 O ERR0 STATUS

22 I DET STOP ON

23 I CUE

24 O ERR1 STATUS

25 I DET STOP OFF

26 電源

27 O REC STATUS

28 O PLAY STATUS

29 O FF STATUS

30 O REW STATUS

31 O STOP STATUS

32 O 422 REMOTE STATUS

33 O EJECT STATUS

34 O ERR2 STATUS

35 O TC SRC1 STATUS

36 O TC SRC2 STATUS

37 O ___

38 O ___

39 O REC INH1 STATUS

40 O REC INH2 STATUS

PIN
番号

I/O
設定項目

41 O CUE STATUS

42 O REMOTE STATUS

43 O DET STOP STATUS

44 O PRE CTL DETECTED STATUS

45 O LOCAL ENABLE STATUS

46 O STANDBY ON STATUS

47 GND

48 O ___

49 GND

50 GND

___は制御/ステータス対象が無いことを示します。

50P IN/OUT
ASSIGN

＜ノート＞
OCOMMANDはTTLレベル、アクティブLOWエッジ
は100msec以上の電気信号を入力してください。

OSTATUSはオープンコレクタ、シンク電流はMax.
6mAで出力されます。
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システムメニュー

No./項目 設定内容

　　　　 は、工場出荷モードです。

00

WFM SEL

VIDEO OUT 2出力端子から各種信号を出力す
ることができます。

0000 CTL：CTL信号を出力します。
0001 TC：TIME CODE信号を出力します。
0002 VIDEO：VIDEO OUT信号を出力します。
0003 RF_L：PB L RF信号を出力します。
0004 RF_R：PB R RF信号を出力します。
0005 ENV_L：PB L ENV信号を出力します。
0006 ENV_R：PB R ENV信号を出力します。
<ノート>
OシステムメニューNo.30(MENU LOCK)の設
定に影響されず、常に設定を変更することが
できます。

O通常再生時における各出力信号は、ほぼ下記
のレベルになります。
CTL：0.1～0.3Vp-p TC：0.6Vp-p
VIDEO：1.0Vp-p

05

ENCODER
SEL

ビデオ出力信号の各調整を本機で行うか、外部
のエンコーダリモートコントローラから行うか
を設定します。

0000 REMOTE：
外部のエンコーダリモートコントローラから、
ビデオ出力信号の各調整を行います。

0001 LOCAL：
本機でビデオ出力信号の各調整を行います。

0002 BOTH：
本機及び外部のエンコーダリモートコントロー
ラから、ビデオ出力信号の各調整を行います。

06

V LEVEL
CTRL

外部のエンコーダリモートコントローラからビ
デオ出力レベルを調整する場合、制御する対象
を選択します。

0000 HD：
HD のビデオ出力レベルが調整できます。

0001 SD：
SD のビデオ出力レベルが調整できます。

0002 BOTH：
HD/SD 共に、ビデオ出力レベルが調整できます。

ビデオ出力信号の各調整について
各調整の制御マトリクスを下表に示します。

LOCAL HD

HD

本機

外部エンコーダ
リモート

本機

調整不可

外部エンコーダ
リモート

調整不可

外部エンコーダ
リモート
外部エンコーダ
リモート

SD
BOTH

SD

BOTH

BOTH HD 外部エンコーダ
リモート/本機

本機

外部エンコーダ
リモート/本機

本機

外部エンコーダ
リモート/本機
外部エンコーダ
リモート/本機

SD

BOTH

設　定 調　整　項　目

05:
ENCODER
SEL

06:
V LEVEL
CTRL

653: Y LVL (HD)
654: Pb LVL (HD)
655: Pr LVL (HD)
656: BK LVL (HD)

658: Y LVL (SD)
659: Pb LVL (SD)
660: Pr LVL (SD)
661: BK LVL (SD)

REMOTE

外部エンコーダリモート：
外部エンコーダリモートのみの調整となります。

本機：
セットアップメニューのみの調整となります。

外部エンコーダリモート／本機：
外部エンコーダリモート及びセットアップメニューから調整可能です。

<ノート>
外部のエンコーダリモートコントローラは、AJ-ER50(別売品)をご
使用ください。ただし、エンコーダリモートコントローラの
「VIDEO PHASE」および「SYNC PHASE」は動作しません。

セットアップメニューNo.650(STYLE)でCMPNTを選択した場合

セットアップメニューNo.650(STYLE)でCMPSTを選択した場合

LOCAL HD

HD

本機

外部エンコーダ
リモート

SD
BOTH

SD
BOTH

BOTH HD
外部エンコーダ
リモート/本機

SD
BOTH

設　定 調　整　項　目

05:
ENCODER
SEL

06:
V LEVEL
CTRL

662: V LEVEL
663: C LEVEL
664: HUE
665: SETUP LVL

REMOTE

外部エンコーダリモート：
外部エンコーダリモートのみの調整となります。

本機：
セットアップメニューのみの調整となります。

外部エンコーダリモート／本機：
外部エンコーダリモート及びセットアップメニューから調整可能です。

<ノート>
外部のエンコーダリモートコントローラは、MT-200(MUSASHI
製/推奨品)をご使用ください。ただし、エンコーダリモートコント
ローラの「VIDEO PHASE」、「SYNC PHASE」、「SC PHASE」
は動作しません。
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No./項目 設定内容

12

SYS H 
(HD)2UP

HD SDI出力のシステム位相の調整を行います。
ボタンを押すとサブメニュー画面に移り、

サブメニュー画面から戻るには、再度 ボ
タンを押します。

SHIFT

SHIFT

00

COARSE

HD SDI出力のシステム位相調整：1Hステップ
－：進む、＋：遅れる

0000 －5H
: :

0005 0H
: :

0010 5H

<ノート>
工場出荷時設定操作を行って
も、設定値は変化しません。

01

FINE

HD SDI出力のシステム位相調整：
13.5nsステップ
－：進む、＋：遅れる

<59/60Hz> <23/24Hz> <50Hz, 25Hz(HD,SD)>
0000 －1100 0000 －1375 0000 －1320

: : : : : :
1100 0 1375 0 1320 0

: : : : : :
2200 1100 2700 1375 2640 1320

<ノート>
工場出荷時設定操作を行っても、設定値は変化
しません。

サブメニュー画面

81

01

FINE

SD SDIのシステム位相調整：
480i出力時37nsステップ
480p出力時54nsステップ

－：進む、＋：遅れる

<59/60Hz, 23/24Hz> <50Hz, 25Hz(HD、SD)>
0000 －858 0000 －864

: : : :
0858 0 0864 0

: : : :
1716 858 1728 864

システムメニュー

No./項目 設定内容

15

VO SYS
H (SD)2DW

VIDEO OUTのシステム位相の調整を行います。
ボタンを押すとサブメニュー画面に移り、

サブメニュー画面から戻るには、再度 ボ
タンを押します。

SHIFT

SHIFT

00

COARSE

VIDEO OUTのシステム位相調整：1Hステップ
－：進む、＋：遅れる

0000 －5H
: :

0005 0H
: :

0010 5H

01

FINE

VIDEO OUTのシステム位相調整：
37nsステップ
－：進む、＋：遅れる

<59/60Hz, 23/24Hz> <50Hz, 25Hz(HD、SD)>
0000 －858 0000 －864

: : : :
0858 0 0864 0

: : : :
1716 858 1728 864

16

SD SYS
H (SD)2DW

SD SDIのシステム位相の調整を行います。
ボタンを押すとサブメニュー画面に移り、

サブメニュー画面から戻るには、再度 ボ
タンを押します。

SHIFT

SHIFT

<ノート>
工場出荷時設定操作を行って
も、設定値は変化しません。

サブメニュー画面

　　　　 は、工場出荷モードです。
2UPはHD出力時(HDテープ再生またはアップコン出力時)
2DWはSD出力時(SDテープ再生またはダウンコン出力時)

00

COARSE

SD SDIのシステム位相調整：1Hステップ
－：進む、＋：遅れる

0000 －5H
: :

0005 0H
: :

0010 5H

サブメニュー画面

<ノート>
工場出荷時設定操作を行って
も、設定値は変化しません。

14

SYS SC
(SD)2DW

システム位相調整：
可変範囲±180°以上
－：進む、＋：遅れる

<59/60Hz, 23/24Hz> <50Hz, 25Hz(HD、SD)>
0000 －108 0000 －115

: : : :
0108 0 0115 0

: : : :
0216 108 0230 115

<ノート>
工場出荷時設定操作を行っても、設定値は変化
しません。

<ノート>
工場出荷時設定操作を行っても、設定値は変化
しません。

<ノート>
工場出荷時設定操作を行っても、設定値は変化
しません。
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*システムの切り替えについて
O システムメニューおよびセットアップメニュー項目の中で、
それぞれの動作モード [59/60Hz、50Hz、23/24Hz、
25Hz(HD、SD)] で設定値の内容が異なる項目に対しては、
別々に保存されます。
（システムメニューおよびセットアップメニュー一覧で、動作
モードごとに設定値の説明がなされているものが対象です。）

O 詳しくは、108ページの「システム周波数の切り替えに伴う
メニュー管理」をご覧ください。

O 23/24Hzまたは25Hz(HD、SD)モードを選択した場合、本
機は再生専用機となりますので、EEや記録、編集に関する機
能は全て禁止状態となります。また、CTLを選択することはで
きません。
(関連メニューおよびファンクションボタンは非表示となり、
操作が禁止されます。）
STOP→PLAY等テープ走行が1倍速になる瞬間のみ、REF入
力とテープの同期をとるため、数フレーム間映像が乱れ、音声
ミュートとなります。

59/60Hzモード ： 0(59/60)を選択している状態
50Hzモード ： 1(50)を選択している状態
23/24Hzモード ： 2(23/24)を選択している状態
25Hz(HD)モード ： 3[25(HD)]を選択している状態
25Hz(SD)モード ： 4[25(SD)]を選択している状態

82

システムメニュー

　　　　 は、工場出荷モードです。
2DWはSD出力時(SDテープ再生またはダウンコン出力時)

No./項目 設定内容

18

SCH (SD)2DW

SCH位相の調整を行います。
ボタンを押すとサブメニュー画面に移り、

サブメニュー画面から戻るには、再度 ボ
タンを押します。

SHIFT

SHIFT

00

COARSE

SCH位相調整：90°ステップ

(SC位相が変化し、H位相は変化しません。)

0000 0
0001: 90
0002: 180
0003: 270

01

FINE

SCH位相調整：可変範囲±45°以上

－：進む、＋：遅れる
(SC位相が変化し、H位相は変化しません。)

0000 －32
: :

0032 0
: :

0064 32

20

AV PHASE

映像出力に対しての、音声出力の位相を調整し
ます。：20.8 μsステップ
－：映像出力に対して、音声出力の位相が進み

ます。
＋：映像出力に対して、音声出力の位相が遅れ

ます。
0000 －100

: :
0100 0

: :
0200 100

26

HD SYS H
ADV

HD出力をSD出力に対して90H、位相を進ませ
る出力を選択します。

0000 0H：
HD/SD出力とも、HD/SD REF出力と同位相
で出力します。

0001 90H：
HD出力はSD出力より90H進んだ位相で出力
します。
なお、SD REF入力時はREF入力とSD出力が
同位相になり、HD REF入力時はREF入力と
HD出力が同位相になります。

<ノート>
Oオーディオ出力およびTC出力は、HD出力と
同位相で出力します。

O720p時は、120Hの位相差となります。

25

SYSTEM
FREQ*

システム周波数の選択を行います。
0 ：59.94Hzまたは60Hzのシステム周波数を

選択します。
1 ：50Hzのシステム周波数を選択します。
2 ：23.98Hzまたは24Hzのシステム周波数を

選択します。
3 ：25Hzのシステム周波数を選択します。

ただし、SD SDIおよびVIDEO出力はHD SDI
出力に対して約1フィールド遅延します。

4 ：25Hzのシステム周波数を選択します。
ただし、HD SDI出力はミュートされます。

0000 59/60
0001 50
0002 23/24
0003 25(HD)
0004 25(SD)

サブメニュー画面

No./項目 設定内容

30

MENU LOCK

システムファイルのロックモードの設定／解除
を選択します。

0000 OFF：ロック解除(変更可能)
0001 ON：ロック設定(変更禁止)
<ノート>
「ON」を選択してもICカードからシステムファ
イルをLOADに設定したときは上書きされます。

<ノート>
O工場出荷時設定操作を行っても、設定値は変化しません。
Oシステム周波数の切り替えに手順については、
107ページを参照してください。

03. HD1700(P80-112)  04.11.22  3:43 PM  ページ82



83

セットアップメニュー

　　　　 は、工場出荷モードです。

<BASIC>

No./項目 設定内容

000

P-ROLL TIME

プリロール時間を設定します。
0秒～30秒の間で1秒単位で設定できます。

0000 0s
: :

0005 5s
: :

0030 30s
<ノート>
O自動編集 [PREVIEW、AUTO EDIT] 時は、
プリロール時間が0秒に設定されていると動作
しません。

OセットアップメニューNo.004(SYNCHRONIZE)
の設定で、2台のデッキ間で調相して編集する場合
は、プリロール時間を2秒以上に設定してください。

001

LOCAL ENA

「REMOTE」状態のとき、フロントパネルで操
作可能な走行系のボタンを選択します。

0000 DIS：すべて不可
0001 ST&EJ：STOP、EJECTボタンのみ可能
0002 ENA：
RECORDER、PLAYERボタン以外すべて可能

<ノート>
以下のボタン、ダイヤルはこの設定に関わらず
常に動作します。
オーディオ入出力レベルの調整ダイヤル、オーディオチャン
ネル切替ボタン、数字キー、ファンクションボタン、ダイレ
クトメニューボタン、ASSEMボタン、INSERTボタン、
ADJダイヤル、ヘッドホン音量調整ダイヤル、MONITOR
SELECTボタン、METER(FULL/FINE)切替スイッチ、
REMOTEボタン

00221

TAPE TIMER

CTLカウンタ表示の12/24時間表示を選択します。

0000 ±12h：12時間表示
0001 24h：24時間表示

005

SUPER

HD SDI MONITOR/SD SDI MONITOR/
VIDEO OUT3端子にタイムコード等のスーパー
表示を行うかどうかを選択します。

0000 OFF：
表示しません。

0001 ON：
表示します。

003

REMAIN SEL

HD SDI MONITOR/SD SDI MONITOR/VIDEO
OUT3端子のスーパー表示にREMAIN(テープ残量
時間)を表示するかどうかを選択します。

0000 OFF：表示しません。
0001 2L：
2行目にテープ残量時間を表示します。

0002 1L：
1行目にテープ残量時間を表示します。

0003 R/TTL：
1行目にテープ残量時間を表示し、2行目にテ
ープ総量を表示します。

<ノート>
O｢1(2L)」選択時、セットアップメニュー
No.006(DISPLAY SEL)が「0(TIME)」に設
定されている場合は表示しません。

O｢3(R/TTL)」選択時、セットアップメニュー
No.006(DISPLAY SEL)が「0(TIME)」に設
定されている場合は表示しません。

006

DISPLAY
SEL

HD SDI MONITOR/SD SDI MONITOR/
VIDEO OUT3端子のタイムコード等のスーパー
表示内容を選択します。

0000 TIME：
時間のみを表示します。

0001 T&STA：
時間および動作モードを表示します。

0002 T&S&M：
時間，動作モードおよびモードを表示します。

0003 T&RT：
時間およびREC TIMEを表示します。

0004 T&YMD：
時間およびREC DATE(年月日)を表示します。

0005 T&MDY：
時間およびREC DATE(月日年)を表示します。

0006 T&DMY：
時間およびREC DATE(日月年)を表示します。

0007 T&UB：
データおよびユーザーズビットを表示します。
ただし、HOMEメニューの (TC/CTL)で
UBを選択している時は、ユーザーズビットの
次にタイムコードが表示されます。

0008 T&CTL：
データおよびCTLを表示します。
ただし、HOMEメニューの (TC/CTL)で
CTLを選択している時は、CTLデータの次に
タイムコードが表示されます。

0009 T&T：
データおよびタイムコードを表示します。

<ノート>
Oモード表示は、各フォーマットに従って以下
のように表示します。
<フォーマット> <表示>
DVCPRO HD-LP → DVCPRO_HD-LP
DVCPRO HD → DVCPRO_HD
DVCPRO50 → DVCPRO_50
DVCPRO → DVCPRO
DV → DV
DVCAM → DVCAM

O2(T&S&M)設定時に、ワーニングまたはエラ
ーが発生した場合は、エラーメッセージを表
示します。

OREC TIMEおよびREC DATEはDV/DVCAMフォ
ーマット再生時のみ表示します。DVCPRO HD-
LP/DVCPRO HD/DVCPRO50/DVCPROフォ
ーマット時は動作モードを表示します。

F3

F3

No./項目 設定内容

21 システムメニュー項目No.25(SYSTEM FREQ) で23/24Hzま
たは25Hz(HD、SD)モードを選択している時、この項目は表示
されません。

00421

SYNCHRONIZE

2台のデッキ間で調相するかしないかを設定します。

0000 OFF：
調相をかけません。編集点が数フレームずれ
ますが編集に素早く入れます。

0001 ON：
調相をかけます。誤差のない編集をすること
ができます。
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セットアップメニュー

　　　　 は、工場出荷モードです。

<BASIC> (つづき)

No./項目 設定内容

01421

DET
ADJUST

ストップコードを検出した場合、テープ走行を停
止する位置を通常の停止位置からストップコード
記録基準点に近づく方向に－8フレーム～3秒10
フレームの範囲でフレーム単位で調整します。

0000 －8f
: :

0008 0f
: :

0108 3s10f

02022

SYS
FORMAT

本機の記録フォーマットを選択します。

0000 1080i：
1080iを選択します。

0001 720p：
720pを選択します。

015

AUTO
STEP

エラーログ機能において、ワーニングメッセー
ジは最大99個まで保存できますが、この容量を
越えた場合の保存処理を選択します。

0000 OFF：
99個を上限とし、以降に発生したワーニング
メッセージは保存されません。

0001 ON：
99個を保存し、以降に発生したワーニングメ
ッセージは99番目に保存されます。既に保存
されているワーニングメッセージは下位番目
方向に順次シフトされます。

008

CHARA 
V-POS

HD SDI MONITOR/SD SDI MONITOR/
VIDEO OUT3端子のタイムコード等のスーパー
表示の垂直方向文字位置を設定します。

0000 0
: :

0023 23
: :

0032 32
<ノート>
本項目設定時は、SUPER OFFであっても、
DISPLAY SELの状態でVIDEO OUT3端子へ出
力します。ただし、MENUを抜けた場合は、
SUPER OFF/ONの設定に従います。
また、CHARA TYPEはMENU中の設定状態で
VIDEO OUT3端子へ出力します。

009

CHARA
TYPE

HD SDI MONITOR/SD SDI MONITOR/
VIDEO OUT3端子のスーパーおよび、SETUP-
MENU等の表示タイプを選択します。

0000 WHITE：白文字で、背景は黒
0001 W/OUT：白文字で、黒のふちどり

01021

MONI
CONTROL

デッキ対デッキ編集時、モニタがレコーダ側だ
けに接続されている場合、レコーダ側の
PLAYERボタンを押すことにより、強制的にレ
コーダをEEモードにし、プレーヤの再生信号を
モニタに出力するかどうかを設定します。
0000 MANU：
強制的にEEモードにはなりません。

0001 AUTO：
強制的にEEモードになり、プレーヤの再生信
号が出力されます。

No./項目 設定内容

011

CU-ROLL
TIME

MULTI CUEモードにおける、プリロール時間
を設定します。
0～15秒の間で1秒単位で設定できます。

0000 0s：
: :

0005 5s：
: :

0015 15s：

01221

REC
ADJUST

01321

DET STOP

ストップコード検出時の動作を設定します。

0000 OFF：
PLAY動作を継続します。

0001 ON：
強制STOPします。

007

CHARA
H-POS

HD SDI MONITOR/SD SDI MONITOR/
VIDEO OUT3端子のタイムコード等のスーパー
表示の水平方向文字位置を設定します。

0000 0
: :

0006 6
: :

0037 37
<ノート>
本項目設定時は、SUPER OFFであっても、
DISPLAY SELの状態でVIDEO OUT3端子へ出
力します。ただし、MENUを抜けた場合は、
SUPER OFF/ONの設定に従います。
また、CHARA TYPEはMENU中の設定状態で
VIDEO OUT3端子へ出力します。

ストップコード記録基準点の何秒前からストッ
プコードを記録するかを選択します。
0～5秒の間で1秒単位で設定できます。

0000 0s：
: :

0003 3s：
: :

0005 5s：
<ノート>
ファンクションメニューの<STOP CODE> (72
ページ)を参照してください。

21 システムメニュー項目No.25(SYSTEM FREQ) で23/24Hzま
たは25Hz (HD、SD) モードを選択している時、この項目は表
示されません。

22 システムメニュー項目No.25(SYSTEM FREQ) で23/24Hz、
25Hz (HD、SD) または50Hzモードを選択している時、この
項目は表示されません。
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　　　　 は、工場出荷モードです。

セットアップメニュー

<BASIC> (つづき)
テープ再生時のフォーマットについて

No./項目 設定内容

03023

HD
FREQUENCY

0000 59/23：59.94/23.98Hzになります。
0001 60/24：60/24Hzになります。

ただし、ここで設定したF L D周波数は、
OUT_REF設定に対応した入力がないときのみ使
用されます。
対応する入力がある場合は、FLD周波数は入力
のFLD周波数と一致します。

03124

OUT REF

ビデオ出力のリファレンス
0000 AUTO：HD_REF入力があるときは、その信号

がリファレンスになります。
HD_REF入力がなくSD_REF入力があ
るときは、そのSD_REF信号がリファ
レンスになります。
HD_REF、SD_REF入力が無いときは、HD
シリアル信号がリファレンスになります。
HD_REFもSD_REFもＨＤシリアル入
力信号も無いときは、内部同期信号が
リファレンスになります。

0001 INPUT：シリアル入力信号があるときは、その
信号がリファレンスになります。

0002 HD_REF：HD_REF IN端子に入力された信号がリ
ファレンスになります。

0003 SD_REF：SD_REF IN端子に入力された信号がリ
ファレンスになります。

＜ノート＞
システムメニュー項目25(SYSTEM FREQ)で25Hz (HD) モードを
選択している場合、1(INPUT) を選択すると0(AUTO)が選択されて
いるものとみなします。

AUTO -------- --------

022:
PB
FORMAT

020:
SYS
FORMAT

023:
FORMAT
SEL

再生
フォーマット

MANUAL

1080i

720p

HD_LP

HD_SP

50M

25M

50Mp

DV

DVCAM

HD_LP

HD_SP

50M

25M

50Mp

DV

DVCAM

DVCPRO HD-LP(1080i)

DVCPRO HD(1080i)

DVCPRO50(422)

DVCPRO(411)

DVCPROP(420p)

DV

DVCAM

DVCPRO HD-LP(720p)

DVCPRO HD(720p)

DVCPRO50(422)

DVCPRO(411)

DVCPROP(420p)

DV

DVCAM

DVCPRO HD-LP(1080i)/
DVCPRO HD(1080i)/
DVCPRO HD-LP(720p)/
DVCPRO HD(720p)/
DVCPRO50(422)/
DVCPRO(411)/
DVCPROP(420p)/DV/
DVCAM、自動検出

<ノート>
OEJECT時はセットアップメニューNo.020(SYS FORMAT)によ
り選択されたフォーマットとなります。

OセットアップメニューNo.022(PB FORMAT)が「AUTO」に設
定されている場合、フォーマット未検出時(テープ挿入時)のフォ
ーマットはセットアップメニューNo.023(FORMAT SEL)に従
います。
ただし、「DV」「DVCAM」が選択されている場合は、「HD-LP」
が選択されているものとして動作します。

022

PB FORMAT

テープ再生時のフォーマットを選択します。

0000 MANU：
セットアップメニューNo.023(FORMAT
SEL)の設定に従います。

0001 AUTO：
テープに記録されているフォーマットに従います。

023

FORMAT
SEL

セットアップメニューNo.022(PB FORMAT)
が「MANUAL」に設定されている場合のフォー
マットを選択します。
また、「AUTO」に設定されている場合は再生開
始のフォーマットとなり、再生されるとフォー
マットを自動検出して再生テープのフォーマッ
トに合わせます。

0000 HD-LP：DVCPRO HD-LPフォーマッ
トを選択し、セットアップメニ
ューNo.020(SYS FORMAT)
の設定に従います。

0001 HD-SP：DVCPRO HDフォーマットを
選択し、セットアップメニュー
No.020(SYS FORMAT)の設
定に従います。

0002 50M：DVCPRO50(422)フォーマ
ットを選択します。

0003 25M：DVCPRO(411)フォーマット
を選択します。

0004 50Mp：DVCPROP(420p)フォーマッ
トを選択します。

0005 DV：DVフォーマットを選択します。
0006 DVCAM：DVCAMフォーマットを選択し

ます。

23 システムメニュー項目No.25(SYSTEM FREQ) で50Hzまたは
25Hz (HD、SD) モードを選択している時、この項目は表示さ
れません。

24 システムメニュー項目No.25(SYSTEM FREQ) で23/24Hzま
たは25Hz (HD) モードを選択している時、この項目は表示され
ません。
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セットアップメニュー

　　　　 は、工場出荷モードです。

<OPERATION>

No./項目 設定内容

100

SEARCH
ENA

ダイレクトサーチダイヤル操作を選択します。

0000 DIAL：
ダイレクトサーチダイヤルの操作になります。

0001 KEY：
SHTL, JOG, VARボタンのいずれかを押さな
いとサーチモードに移行しません。

101

SHTL MAX

シャトル動作の最大速度を設定します。

0000 ×9.8：×9.8倍速
0001 ×16：×16倍速
0002 ×32：×32倍速
<ノート>
実際の走行速度はテープフォーマットによりス
ーパー表示と少し異なります。

102

FF. REW
MAX

FF、REW動作の最大速度を設定します。

0000 ×16：×16倍速
0001 ×32：×32倍速
0002 ×50：×50倍速
0003 ×60：×60倍速
0004 ×100：×100倍速

<ノート>
DVCPRO HD/DVCPRO50は最大50倍速、
DV/DVCAMは最大32倍速に自動的にリミット
されます。

104

REF ALARM

REF. VIDEOが接続されていないときに警告表
示するかどうかを選択します。

0000 OFF：表示しません。
0001 ON：STOPランプを点滅させること

で警告表示します。

10521

AUTO EE
SEL

セットアップメニューNo.140(OUTPUT)が
0000(EE)のとき、EE状態になるVTRのモード
を選択します。

0000 S/F/R：
STOP、FF、REWのときに、EE状態になり
ます。

0001 STOP：
STOPのときのみ、EE状態になります。

106

EJECT EE
SEL

EJECT時における、映像および音声の出力状態
を選択します。
0000 EE：
セットアップメニューNo.140(OUTPUT)の
設定に関係なく常にEE状態になります。

0001 BLACK：
セットアップメニューNo.140(OUTPUT)の設定により
EE時 ：EE状態になります。
TAPE時 ：映像系は、BLACK状態になります。

音声系は、ミュート状態になります。
0002 GRAY：
セットアップメニューNo.140(OUTPUT)の設定により
EE時 ：EE状態になります。
TAPE時 ：映像はGRAY状態になります。

音声は、ミュート状態になります。
＜ノート＞
システムメニュー項目No.25(SYSTEM FREQ)
で23/24Hzまたは25Hz (HD、SD) モードを
選択している場合、0(EE)を選択すると、1
（BLACK）が選択されているものとみなします。

11121

MEMORY
STOP

CTLモードのFFおよびREW動作において、カウ
ンタ値が0の位置で自動的に停止するかどうかを
選択します。
0000 OFF：VTRは停止しません。
0001 ON：VTRは自動的に停止します。
<ノート>
O停止モードは、セットアップメニュー
No.307(AFTER CUE-UP)の設定により停止
または静止画(SHTL STILL, VAR STILL)モ
ードとなります。

OAUTO REW機能とMEMORY機能が同時に選
択されている場合、AUTO REW機能が優先と
なります。

110

AUTO REW

テープ終端を検出した場合、自動的にテープ始
端まで巻き戻すかどうかを選択します。
0000 OFF：テープ終端で停止します。
0001 ON：テープ始端まで巻き戻します。

10721

EE MODE
SEL

EEモード時の出力信号を選択します。
0000 NORMAL：
内部で信号処理した時間分、遅延した信号を
出力します。

0001 THRU：
内部で信号処理を加えず、遅延なしでそのま
ま信号を出力します。

<ノート>
編集モード選択時、ビデオの入力信号選択にお
いてSDTIを選択した時、内部動作は強制的に
「NORMAL」になります。

10921

CAP. LOCK

再生フレーミングのロックを4フィールド単位で
行うか、2フィールド単位で行うかを選択します。

<59/60Hz> <50Hz>
0000 2F 0000 2F
0001 4F 0001 4F

0002 8F

108

PLAY DELAY

PLAYの立ち上がり時間をフレーム単位で設定し
ます。
0000 0

: :
0015 15

No./項目 設定内容

21 システムメニュー項目No.25(SYSTEM FREQ) で23/24Hzまた
は25Hz (HD、SD) モードを選択している時、この項目は表示され
ません。
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116

EJECT LAMP

カセットアウト状態でEJECTランプを点灯させ
たままとするか、消灯させるかを選択します。

0000 MODE1：
EJECTランプは点灯したままとなります。

0001 MODE2：
EJECTランプは消灯します。

セットアップメニュー

　　　　 は、工場出荷モードです。

<OPERATION> (つづき)

11321

REC INH

カセットテープへの記録の禁止／許可を選択します。

0000 OFF：
カセットテープの誤消去防止機構が記録可能状態の時にカ
セットテープへの記録が可能です。

0001 ALL：
カセットテープへの記録をすべて禁止します。

0002 PRE：
通常記録時において上書きを禁止します。
誤消去防止機能として動作します。CTLを検出中は記録が
禁止され、検出できない時は記録を実行します。

0003 NORM：
通常記録を禁止します。
編集以外の通常記録を使いたくないときに設定します。

0004 V/CTL：
映像、CTL信号の記録を禁止します。
オーディオ以外の編集をしたくないときなどに設定します。

<ノート>
PRE・NORM・V/CTL設定の場合、REC INHIBIT ランプ
は点滅します。
(約0.5秒/点滅周期)

No./項目 設定内容

1

2

3

4

MEMORY STOP機能説明

0±2フレーム以内にいると
きは、MEMORY STOP機
能が動作しません。

FF
ボタン

0点

FF
ボタン

REW
ボタン

REW
ボタン

! FFボタンを押した場合は、動作する方向に0点がないため、通常
のFF動作になります。

@ REWボタンを押した場合は、PREROLLランプ(SHTLランプも
点灯)が点灯し、VTRはPREROLL動作を行い、カウンタ値が0
の位置で自動的に停止します。

# REWボタンを押した場合は、動作する方向に0点がないため、
通常のREW動作になります。

$ FFボタンを押した場合は、PREROLLランプ(SHTLランプも点
灯)が点灯し、VTRはPREROLL動作を行い、カウンタ値が0の
位置で自動的に停止します。

No./項目 設定内容

112

FRZ MODE
SEL

再生画像からのSTAND BY OFFモードおよび
EJECTモードでの出力画像を選択します。

0000 DIS：
映像出力をミュートします。

0001 STB OFF：
スタンバイOFFモード時のみ、その時点での
再生画をフリーズして出力します。

0002 SOF&EJ：
スタンバイOFFモードおよびEJECTモード
時、その時点での再生画をフリーズして出力
します。

<ノート>
Oフリーズ時の状態は、セットアップメニュー
No.604(FREEZE SEL)の設定に従います。

OEJECTモードはセットアップメニュー
No.106(EJECT EE SEL)が 1(BLACK)、
2(GRAY)の設定時のみフリーズ画を出力しま
す。

OEJECTモードへ遷移した時、HDシリアル出
力の出力フォーマットに変化が生じた場合は
強制的にフリーズは解除されます。

114

REC INH
LAMP

カセットが誤消去防止状態になっているときに、
REC INHIBITランプを点滅または点灯させるか
を選択します。

0000 LIGHT：ランプが点灯します。
0001 FLASH：ランプが点滅します。
<ノート>
セットアップメニューNo.113(REC INH)が
1(ALL)に設定されている場合は、本設定に関係
無くREC INHIBIT LAMPは常時点灯します。

11521

EJECT SW
INH

フロントパネルのEJECTボタン操作の許可／禁
止を選択します。

0000 REC：記録モード中は禁止されます。
0001 OFF：すべてのモードにおいて、操作

が可能になります。

誤消去防止機能について
テープ上に既に記録されている部分に対して再記録を禁止する機能
です。
CTL信号の記録/再生ヘッド(下図)のように配置し、CTL信号の有無に
より記録の判断を行い、記録済みのテープの誤消去を防止します。記録
済みテープでREC/PLAYボタンを押すと、テープ走行はしますが、
RECボタンは点滅し、アラーム音を鳴らし、記録はされません。

CTLヘッド配置図(概略)

PRE_CTL
ヘッド

A/Cヘッド
(記録/再生ヘッド)

21 システムメニュー項目No.25(SYSTEM FREQ) で23/24Hzまた
は25Hz (HD、SD) モードを選択している時、この項目は表示され
ません。
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88

セットアップメニュー

　　　　 は、工場出荷モードです。

<OPERATION> (つづき)

No./項目 設定内容

11821

SP MODE
INH

DVCPRO HD-LP以外のフォーマットで書かれたテープに対
して、記録の禁止／許可を選択します。
0000 OFF：
カセットテープへの記録が可能です。

0001 ON：
カセットテープへの記録を禁止します。

<ノート>
O0(OFF)を選択した場合、カセットテープへの
記録の禁止／許可状態はセットアップメニュ
ーNo.113(REC INH)に従います。

O記録フォーマットはセットアップメニュー
020(SYS FORMAT)に従います。

11921

CONFI REC

ノーマル記録中に同時再生を行うかどうかを選択します。
0000 OFF：
<HOME>メニューのF1キー　　　　　の設
定により、ノーマル記録中の同時再生動作が
切り替わります。
EE ：EE 出力
TAPE ：同時再生出力

0001 ON：
<HOME>メニューのF1キー　　　　　の設
定にかかわらず、ノーマル記録中は常に同時
再生になります。

No./項目 設定内容

14021

OUTPUT

出力信号を選択します。
0000 EE：
<STOP時>
セットアップメニューNo.600(VIDEO IN SEL)と
No.713(CH1 IN SEL)～No.724(D IN SEL 78)で選択
された入力信号を出力します。

<記録・編集時>
セットアップメニューNo.600(VIDEO IN SEL)と
No.713(CH1 IN SEL)～No.724(D IN SEL 78)で選択
された入力信号を出力します。

0001 TAPE：
<STOP時>
テープから再生される信号を出力します。

<記録・編集時>
同時再生信号を出力します。

<ノート>
記録・編集時に出力信号を選択するためには、セットアップ
メニューNo.302(CONFI EDIT)を設定してください。

14121

VOLUME

フロントパネルのオーディオボリュームに対し
て、制御する対象を設定します。
0000 REC：
RECボリュームとして動作します。

0001 PB：
PBボリュームとして動作します。

0002 AUTO：
通常、PBボリュームとして動作します。ただ
し、REC時またはEE/INPUT CHECK時には
自動的にRECボリュームとして動作します。

14221

AUDIO
UNITY

フロントパネルのAUDIO UNITYランプの点灯
方法を選択します。
0000 IN：
オーディオ入力レベル設定がすべてUNITYの
時に点灯します。

0001 OUT：
オーディオ出力レベル設定がすべてUNITYの
時に点灯します。

0002 IN/OUT：
オーディオ入力/出力レベル設定がすべて
UNITYの時に点灯します。

143

CASSTT
LIGHT

メカ部の照明をON/OFFします。
0000 OFF：
カセットが挿入されても点灯しません。

0001 ON：
カセットが挿入されると点灯します。

144

TC INPUT

タイムコードのプリセット登録方法を切り替えます。
0000 NORMAL ：
左端の桁から入力されます。
0001 REV ：
上位の桁から入力されますが、右端から表示します。

145

FRONT LCD

フロントパネルの液晶モニター表示をON/OFFします。
0000 OFF：
表示をOFFします。

0001 ON：
タイムコード表示部のスクリーンセーバー動
作に同期して、表示がON/OFFします。

131

PAGE MODE

マルチキュー機能ON設定時、キュー点の動作を
選択します。
0000 MANU：
選択されたページ内での動作となり、6ポイン
トのキュー点が登録できます。

0001 AUTO：
キュー点登録中ページが一杯になったときは、
自動的に次ページへ移り、登録を続けます。
最大10ページまで、合計60ポイントのキュ
ー点が登録できます。

132

ROTA MODE

マルチキュー機能ON設定時、すべてのキュー点
がすでに登録されている場合の登録動作を選択
します。
0000 OFF：
登録動作は行いません。

0001 ON：
登録動作を続けます。セットアップメニュー
No.131(PAGE MODE)がMANUに設定され
ている場合は、そのページ内のCUE＊1へ、
AUTOに設定されている場合は、CUE01へ登
録します。

133

KEY BEEP

キータッチ時の音の大きさを設定します。
0000 OFF：
0001 LOW：
0002 HIGH：

134

ALARM
BEEP

アラーム音の大きさを設定します。
0000 OFF：
0001 LOW：
0002 HIGH：
<ノート>
ファンモータが停止した場合は、この設定にかかわら
ずHIGHレベルの音量でアラーム音が鳴ります。

21 システムメニュー項目No.25(SYSTEM FREQ) で23/24Hzまた
は25Hz (HD、SD) モードを選択している時、この項目は表示され
ません。

135*1

DET BEEP

ストップコード検出音の大きさを設定します。
0000 OFF：
0001 LOW：
0002 HIGH：

OUTPUT

OUTPUT
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204

RS232C SEL

RS-232C端子が機能するかどうかを選択します。

0000 OFF：機能しません。
0001 ON：機能します。

89

セットアップメニュー

　　　　 は、工場出荷モードです。

<INTERFACE>

No./項目 設定内容

200

PARA RUN

2台以上のVTRを同期運転させるかを選択します。

0000 DIS：同期運転させません。
0001 ENA：同期運転させます。
<ノート>
同期運転させる場合は、すべてのVTRを1(ENA)
に設定します。(14、19ページ参照)

202

ID SEL

コントローラーに返信するID情報を設定します。

0000 OTHER
0001 DVCPRO
0002 ORIG
<ノート>
O｢0(OTHER)」には、DVCPRO以外のVTRの
ID情報を設定しています。

O｢2(ORIG)」はパナソニック製のコントローラ
ー(AJ-A900など、別売品)との接続時のみ設
定してください。

OシステムメニューNo .25（SYSTEM
FREQ）で23/24Hz モードを選択してい
る場合、1（DVCPRO）または2（ORIG）
を設定してください。

205

BAUD RATE

RS-232Cの通信速度(ボーレート)を設定しま
す。

0000 300
0001 600
0002 1200
0003 2400
0004 4800
0005 9600

207

STOP BIT

RS-232Cのストップビット長を設定します。
(単位：BIT)

0000 1
0001 2

206

DATA
LENGTH

RS-232Cのデータ長を設定します。
(単位：BIT)

0000 7
0001 8

208

PARITY

RS-232Cのパリティビットの有無、奇数、偶数
を設定します。

0000 NON：
パリティビットを使用しません。

0001 ODD：
パリティビットを奇数パリティで使用します。

0002 EVEN：
パリティビットを偶数パリティで使用します。

No./項目 設定内容

209

RETURN
ACK

RS-232Cからのコマンド受信時、ACKコード
を返信するかしないかを設定します。

0000 OFF：ACKコードを返信しません。
0001 ON：ACKコードを返信します。

212

MASTER
PORT

本機をデッキ対デッキ操作時において、マスタ
ー機として使用する場合、スレーブ機を制御す
るリモートコントロール端子を選択します。

0000 IN/OUT：IN/OUT端子を使用します。
0001 OUT：OUT端子を使用します。
<ノート>
本設定は、9Pボタンが「LOCAL」状態(LEDが
消灯)のときのみ有効です。
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90

セットアップメニュー

　　　　 は、工場出荷モードです。

<EDIT>

No./項目 設定内容

300

IN/OUT DEL

編集点を誤って設定したとき(OUT点がIN点より
前にあるとき)の動作を選択します。

0000 MANU：
不正な編集点を削除するか、正しく設定し直
さないと編集を実行しません。

0001 AUTO：
あらかじめ入力されていた編集点を自動的に
削除します。

301

NEGA
FLASH

IN点がOUT点より大きいとき、ネガティブ表示
(タイムコード表示部)するかを選択します。

0000 OFF：
ネガティブ表示をしません。

0001 ON：
ネガティブ表示をします。

No./項目 設定内容

30221

CONFI EDIT

編集中に同時再生を行うかどうかを選択します。

0000 OFF：同時再生を行いません。
0001 ON：同時再生を行います。
<ノート>
<HOME>メニューのF1キー が「TAPE」の場
合に同時再生が有効になります。
セットアップメニューNo.140も参照してください。

OUTPUT

30321

AUD EDIT
IN

デジタルオーディオ編集IN点のつなぎ方を選択
します。

0000 CUT：カット処理
0001 FADE：Vフェード処理

30421

AUD EDIT
OUT

デジタルオーディオ編集OUT点のつなぎ方を選
択します。

0000 CUT：カット処理
0001 FADE：Vフェード処理

305

AUTO
ENTRY

IN点が登録されていない場合に、PREROLLボ
タンでIN点を登録するかどうかを選択します。

0000 DIS：登録しません。
0001 ENA：登録します。

30621

CF ADJ SEL

デッキ対デッキ編集時、CF補正するデッキを選
択します。

0000 PLAYER：
プレーヤーのIN/OUT点を補正します。(レコ
ーダー基準)

0001 RECORD：
レコーダーのIN/OUT点を補正します。(プレ
ーヤー基準)

307

AFTER 
CUE-UP

キューアップ動作終了後の本機のモードを選択
します。

0000 STOP：
STOPモードになります。

0001 STILL：
静止画(SHTL STILL)モードになります。

0002 STILL2：
静止画(VAR STILL)モードになります。

308

VAR FWD
MAX

VAR FWDの最大速度を設定します。

0000 ＋4.9：＋4.9倍速
0001 ＋2：＋2倍速(DVCPRO HD-LP以

外は＋1.85倍速)
0002 ＋1：＋1倍速
<ノート>
O0(＋4.9)以外の設定では編集コントローラか
らの調相はできません。

O実際の走行速度はテープフォーマットにより
スーパー表示と少し異なります。

310

JOG FWD
MAX

JOG FWDの最大速度を設定します。

0000 ＋4.9：＋4.9倍速
0001 ＋2：＋2倍速(DVCPRO HD-LP以

外は＋1.85倍速)
0002 ＋1：＋1倍速
<ノート>
0(＋4.9)以外の設定ではJOGコマンドにより調
相を行う編集コントローラからの調相はできま
せん。

311

JOG REV
MAX

JOG REVの最大速度を設定します。

0000 －4.9：－4.9倍速
0001 －2：－2倍速(DVCPRO HD-LP以

外は－1.85倍速)
0002 －1：－1倍速

312

POSTROLL
TM

ポストロール時間を設定します。
0秒～5秒の間で1秒単位で設定できます。

0000 0s
0001 1s
0002 2s
0003 3s
0004 4s
0005 5s

309

VAR REV
MAX

VAR REVの最大速度を設定します。

0000 －4.9：－4.9倍速
0001 －2：－2倍速　(DVCPRO HD-LP

以外は－1.85倍速倍速)
0002 －1：－1倍速
<ノート>
実際の走行速度はテープフォーマットによりス
ーパー表示と少し異なります。

21 システムメニュー項目No.25(SYSTEM FREQ) で23/24Hzまた
は25Hz (HD、SD) モードを選択している時、この項目は表示され
ません。
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91

セットアップメニュー

　　　　 は、工場出荷モードです。

<EDIT> (つづき)

No./項目 設定内容 No./項目 設定内容

32421

EDIT
RPLCEC

セットアップメニューNo.320と同様に、本機
のCUEのエディットプリセットを、エディタ、
またはコントローラで指定したアナログオーデ
ィオに従ってON/OFF設定します。

0000 N-DEF：
設定しません。

0001 CH1：
アナログCH1エディットプリセットに従います。

0002 CH2：
アナログCH2エディットプリセットに従います。

0003 CH1+2：
アナログCH1またはCH2エディットプリセッ
トに従います。

32021

EDIT
RPLCE1

デジタルオーディオのエディットプリセットを
コントロールする機能のないコントローラで、
VTRのデジタルオーディオを編集するとき、コ
ントローラのアナログオーディオプリセットに
対する各チャンネルの割り当てを設定します。
VTRのCH1のエディットプリセットをコントロ
ーラで指定したアナログオーディオに従って
ON/OFF設定します。

0000 N-DEF：
設定しません。

0001 CH1：
アナログCH1エディットプリセットに従います。

0002 CH2：
アナログCH2エディットプリセットに従います。

0003 CH1+2：
アナログCH1またはCH2エディットプリセッ
トに従います。

32121

EDIT
RPLCE2

セットアップメニューNo.320と同様に、本機
のCH2のエディットプリセットを、コントロー
ラで指定したアナログオーディオに従って
ON/OFF設定します。

0000 N-DEF：
設定しません。

0001 CH1：
アナログCH1エディットプリセットに従います。

0002 CH2：
アナログCH2エディットプリセットに従います。

0003 CH1+2：
アナログCH1またはCH2エディットプリセッ
トに従います。

32221

EDIT
RPLCE3

セットアップメニューNo.320と同様に、本機
のCH3のエディットプリセットを、コントロー
ラで指定したアナログオーディオに従って
ON/OFF設定します。

0000 N-DEF：
設定しません。

0001 CH1：
アナログCH1エディットプリセットに従います。

0002 CH2：
アナログCH2エディットプリセットに従います。

0003 CH1+2：
アナログCH1またはCH2エディットプリセッ
トに従います。

32321

EDIT
RPLCE4

セットアップメニューNo.320と同様に、本機
のCH4のエディットプリセットを、コントロー
ラで指定したアナログオーディオに従って
ON/OFF設定します。

0000 N-DEF：
設定しません。

0001 CH1：
アナログCH1エディットプリセットに従います。

0002 CH2：
アナログCH2エディットプリセットに従います。

0003 CH1+2：
アナログCH1またはCH2エディットプリセッ
トに従います。

21 システムメニュー項目No.25(SYSTEM FREQ) で23/24Hzまた
は25Hz (HD、SD) モードを選択している時、この項目は表示され
ません。
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92

セットアップメニュー

　　　　 は、工場出荷モードです。

<STILL TIMER設定のご注意>
番組送出時等、繰り返し同一素材使用の時などには、同一箇所での
累計待機時間が長くなります。

<TAPE PROTECT>

No./項目 設定内容 No./項目 設定内容

400

STILL TIMER

STOP、サーチSTILL(JOG/VAR/SHTL)の状
態で放置されたとき、テープ保護モードになる
までの時間を選択します。
(単位 s：秒、min：分)

0000 0.5s
0001 5s
0002 10s
0003 20s
0004 30s
0005 40s
0006 50s
0007 1min
0008 2min

401

SRC
PROTECT

サーチモード(JOG/VAR/SHTL)のSTILLの状
態で放置された時のテープ保護モード時の動作
を選択します。

0000 STEP：STEP FWD
0001 HALF：ハーフローディング
0002 T-REL：テンションリリース
<ノート>
OSTEP FWDが選択されている時に、STILLの
状 態 で 放 置 さ れ た 合 計 時 間 が 3 0 分
(DV/DVCAMテープの場合は1分)になると、
自動的にスタンバイOFF(ハーフローディング)
モードへ移行します。

Oテンションリリースが選択され、テンション
リリースモードへ移行後、その状態で放置さ
れた合計時間が２時間になると、自動的にス
タンバイＯＦＦ(ハーフローディング)モードへ
移行します。ただし、DV/DVCAMテープの
場合は、テンションリリースモードへの移行
は禁止され、STEP FWDが選択されているも
のとして動作します。

402

DRUM
STDBY

スタンバイOFF(ハーフローディング)モード時の
ドラムの動作を選択します。

0000 OFF：ドラムの回転は停止します。
0001 ON：ドラムは回転を続けます。

403

STOP
PROTECT

STOP状態で放置されたときのテープ保護モー
ドの動作を選択します。

0000 STEP：STEP FWD
0001 HALF：ハーフローディング
0002 T-REL：テンションリリース
<ノート>
OSTEP FWDが選択されている時に、STOPの
状 態 で 放 置 さ れ た 合 計 時 間 が 3 0 分
(DV/DVCAMテープの場合は1分)になると、
自動的にスタンバイOFF(ハーフローディング)
モードへ移行します。

Oテンションリリースが選択され、テンション
リリースモードへ移行後、その状態で放置さ
れた合計時間が２時間になると、自動的にス
タンバイＯＦＦ(ハーフローディング)モードへ
移行します。ただし、DV/DVCAMテープの
場合は、テンションリリースモードへの移行
は禁止され、STEP FWDが選択されているも
のとして動作します。

<ノート>
DV/DVCAMテープを使用して
いる時は2(10s)以上に選択し
ても10秒となります。
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93

セットアップメニュー

　　　　 は、工場出荷モードです。

<TIME CODE>

No./項目 設定内容

50024

VITC BLANK

セットアップメニューNo.501(VITC POS-1)
とNo.502(VITC POS-2)で選択された位置に、
VITC信号を出力するかどうかを選択します。

0000 BLANK：出力しません。
0001 THRU：出力します。
<ノート>
本設定はSD出力のみ有効となります。

50124

VITC POS-1

VITC信号の挿入位置を設定します。

<59/60Hz> <50Hz, 25Hz(SD)>
0000 10L 0000 7L

: : : :
0006 16L 0004 11L

: : : :
0010 20L 0015 22L
<ノート>
OセットアップメニューNo.502(VITC POS-
2)と同じラインは選択できません。

O本設定はSD出力のみ有効となります。

50521

TCG REGEN

TCG(タイムコードジェネレータ)がREGENモー
ドのとき、リジェネする信号を選択します。

0000 TC&UB：
タイムコード、ユーザービット共にREGENし
ます。

0001 TC：
タイムコードのみREGENします。

0002 UB：
ユーザービットのみREGENします。

50621

REGEN
MODE

セットアップメニューNo.503(TCG MODE)が
「AUTO」に設定されている場合の編集実行にお
いて、本機がREGENモードで動作する場合の編
集モードの範囲を選択します。

0000 AS&IN：
アセンブルまたはインサート編集でREGENし
ます。

0001 ASSEM：
アセンブル編集でREGENします。

0002 INSRT：
インサート編集でREGENします。

50721

TC SOURCE

外部タイムコードを用いるとき、セットアップ
メニューNo.600(VIDEO IN SEL)でHD_SDI
またはSD_SDIを選択した場合に使用するタイム
コードを選択します。

[HD_SDIを選択した場合]
0000 INT：
内蔵のタイムコードジェネレータを使用します。

0001 EXT_L：
TIME CODE IN端子のLTCを使用します。

0002 SLTC：
HD SDI INに入力されたシリアル信号に付加
されているLTC情報を使用します。

0003 SVITC：
HD SDI INに入力されたシリアル信号に付加
されているVITC情報を使用します。

[SD_SDIを選択した場合]
0000 INT：
内蔵のタイムコードジェネレータを使用します。

0001 EXT_L：
TIME CODE IN端子のLTCを使用します。

0002 VITC：
SD SDI INに入力されたシリアル信号に付加
されているVITC情報を使用します。

<ノート>
VIDEO IN SELの入力選択が変化した場合、下
記のようにタイムコードが変換されます。
[HD_SDI] [SD_SDI]
INT ↔ INT
EXT_L ↔ EXT_L
SLTC ↔ EXT_L
SVITC ↔ VITC

50224

VITC POS-2

VITC信号の挿入位置を設定します。

<59/60Hz> <50Hz, 25Hz(SD)>
0000 10L 0000 7L

: : : :
0008 18L 0006 13L

: : : :
0010 20L 0015 22L
<ノート>
OセットアップメニューNo.501(VITC POS-
1)と同じラインは選択できません。

O本設定はSD出力のみ有効となります。

50321

TCG MODE

内蔵タイムコードジェネレータの同期を設定し
ます。

0000 REGEN
タイムコードリーダがテープから読み込んだ
タイムコードに同期します。

0001 PRE
操作パネルまたはリモートコントローラでプ
リセットが可能になります。

0002 AUTO
動作モードによりREGEN/PREが自動で切り
替わります。
編集時 ：REGENが選択されます。
上記以外：PREが選択されます。

50421

RUN MODE

動作モードによる内蔵タイムコードジェネレー
タの歩進を設定します。

0000 REC：
記録中のときに歩進させます。

0001 FREE：
電源が投入されている間、動作モードに関係
なく歩進させます。

No./項目 設定内容

21 システムメニュー項目No.25(SYSTEM FREQ) で23/24Hzまた
は25Hz (HD、SD) モードを選択している時、この項目は表示され
ません。

24 システムメニュー項目No.25(SYSTEM FREQ) で23/24Hzまた
は25Hz (HD) モードを選択している時、この項目は表示されませ
ん。
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513

VITC OUT

出力ビデオ信号に重畳するVITCの出力方法を選
択します。

0000 SBC：
再生モード時、SBC領域に記録されているタ
イムコードを出力します。

0001 VAUX：
再生モード時、VAUX領域に記録されている
タイムコードを出力します。

<ノート>
HDシリアル入力により検出されたVITC情報は
映像が記録される際、自動的にVAUX領域に記
録します。

セットアップメニュー

　　　　 は、工場出荷モードです。

<TIME CODE> (つづき)

No./項目 設定内容

514

HD EMBD
VITC

HD シリアル出力にVITC情報を重畳するかしな
いかを選択します。

0000 OFF：
VITCを重畳しません。

0001 ON：
VITCを重畳します。

515

HD EMBD
LTC

HD シリアル出力にLTC情報を重畳するかしな
いかを選択します。

0000 OFF：
LTCを重畳しません。

0001 ON：
LTCを重畳します。

51621

TC OUT ADV

TIME CODE OUT端子から出力されるタイムコ
ードの位相合わせ処理を選択します。
通常、TIME CODE OUT端子から出力されるタ
イムコードは出力映像・音声に合わせています。
外部機器との接続などで必要な場合に、入力へ
位相を合わせるモードを設定することができま
す。

0000 OFF：
位相合わせ処理を行いません。TIME CODE
OUT端子から出力されるタイムコードは出力
映像・音声に合わせます。

0001 EDIT：
編集モードが選択された場合の再生、および
編集中はTIME CODE OUT端子から出力され
るタイムコードは入力映像・音声に合わせま
す。それ以外のモードは、出力映像・音声に
合わせます。

51721

TCG OUT

INPUT CHECKでTCG表示とLTC出力をラッ
チするかどうかを選択します。

0000 MOMENT ：
INPUT CHECKキーを押している間のみ
INPUT CHECKモードになります。

0001 LATCH ：
INPUT CHECKキーを押すとINPUT CHECK
モードになり、キーを離してもモードはその
ままです。映像出力がEEモード以外になると、
選択が解除されます。

SBC(Sub Code Data)領域
ヘリカルトラック上の映像および音声データ領域とは別に存在する
領域であり、SMPTE/EBUに準拠したタイムコード、記録日時な
どのテープ管理情報が格納されます。従来のLTC(Linear Time
Code)と同様に巻き戻し、早送り時にもタイムコードを読むことが
可能であり、またテープ停止時でも読み出し可能です。

VAUX(Video Auxiliary Data)領域
ヘリカルトラック上の映像データ領域内に存在する領域であり、映
像データに関連する付加情報が格納されます。

50821

BINARY GP

TCGで発生するタイムコードのユーザービット
の使用状態を設定します。

0000 000：
NOT SPECIFIED(キャラクタセットを指定し
ない)

0001 001：
ISO CHARACTER(ISO646、ISO2022に
準拠した8bitキャラクタセット)

0002 010：UNASSIGNED 1(未定義)
0003 011：UNASSIGNED 2(未定義)
0004 100：UNASSIGNED 3(未定義)
0005 101：PAGE/LINE
0006 110：UNASSIGNED 4(未定義)
0007 111：UNASSIGNED 5(未定義)

509

PHASE
CORR

TCGで発生するLTCの位相補正コントロールを
行うかどうかを選択します。

0000 OFF：
位相補正コントロールは行いません。

0001 ON：
位相補正コントロールを行います。

51021

TCG CF
FLAG

TCGのCFフラグをONにするかどうかを選択し
ます。

0000 OFF：CFフラグをOFFにします。
0001 ON：CFフラグをONにします。

51122

DF MODE

CTLおよびTCGのDF/NDFを選択します。

0000 DF：ドロップフレームモード
0001 NDF：ノンドロップフレームモード
<ノート>
DF MODEはLOCALまたはセットアップメニュ
ーNo.001(LOCAL ENA)が、「ENA」の時のみ
有効です。

51221

TC OUT REF

セットアップメニューNo.507(TC SOURCE)
が「INT」以外の時、外部LTC入力に対して
TIME CODE OUT端子から出力されるタイムコ
ードの位相を切り替えます。(EEモード時のみ)

0000 V OUT：出力映像に合わせます。
0001 TC IN：外部タイムコード入力に合わせます。

No./項目 設定内容

21 システムメニュー項目No.25(SYSTEM FREQ) で23/24Hzまた
は25Hz (HD、SD) モードを選択している時、この項目は表示され
ません。

22 システムメニュー項目No.25(SYSTEM FREQ) で23/24Hz、
25Hz (HD、SD) または50Hzモードを選択している時、この項目
は表示されません。
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セットアップメニュー

　　　　 は、工場出荷モードです。

<VIDEO>

No./項目 設定内容 No./項目 設定内容

60121

VIDEO INT
SG

内蔵信号の種類を選択します。

0000 100％CB：
100％カラーバーを選択します。

0001 75％CB：
75％カラーバーを選択します。

0002 SMPTE：
SMPTEカラーバーを選択します。

0003 ARIB：
ARIBカラーバーを選択します。

0004 MB：
マルチバーストを選択します。

0005 RAMP：
ランプを選択します。

0006 BLACK：
ブラックを選択します。

0007 PLL：
PLLを選択します。

0008 EQ：
EQを選択します。

60021

VIDEO IN
SEL

入力する映像信号を選択します。

0000 INT SG：
VIDEO INT SGで選択された内蔵信号を発生
します。

0001 HDSDI：
HD SDI IN端子に入力されたシリアル映像信
号を選択します。

0002 SDTI：（59/60Hzモード時）
SDTI IN端子に入力された圧縮IF信号を選択し
ます。[オプションボード(AJ-YAC150P)が
挿入されていない場合は表示されません。]

0002 SD SDI：
SD SDI IN端子に入力されたシリアル映像信
号を選択します。[オプションボード(AJ-
UC1700G)が挿入されていない場合は表示さ
れません。]

60221

SDI IN MODE

シリアル入力の処理方法を選択します。

0000 DR OFF：下位2ビットを四捨五入した上
位8ビットを記録します。

0001 DR ON： ダイナミックラウンディングをかけた
上位8ビット信号を記録します。

603

V-MUTE SEL

再生中にLOW RFが検出された場合、映像出力
信号をミュートするかどうかを選択します。

0000 N MUTE： ミュートしません。
(フリーズします。)

0001 GRAY： グレイでミュート。
0002 BLACK： ブラックでミュート
0003 NOISE：ノイズでミュート

606

SD MONI O
SEL

SD SDIのMONITOR出力の信号を切り替えます。

0000 MONI：MONITOR出力
0001 SDI：SD SDI OUT1端子と同じ映像

信号を出力します。
<ノート>
「1(SDI)」選択時、タイムコード等のスーパーは
表示されません。

619

V_FILTER

ダウンコンバート時に、垂直フィルターで行う
映像の処理方法を選択します。

0000 FLD：フィールド単位で処理します。
0001 FRM：フレーム単位で処理します。
<ノート>
この項目で「FRM」を選択した場合、解像度は
よくなりますが、映像にちらつきが目立つこと
があります。

62024

DOWNCON
MODE

ダウンコンバート時の画額を選択します。

0000 CROP：サイドカットモード
0001 LT-BOX：レターボックスモード
0002 SQUEEZ：スクウィーズモード
0003 14:9：セミレターボックス14：9
0004 13:9：セミレターボックス13：9

62125

UPCON
MODE

アップコンバート時の画額を選択します。

0000 S-PANL：サイドパネルモード
0001 CROP：垂直方向の上部と下部のカット
0002 STRETCH：ストレッチモード

622

D/C RESP
H

ダウンコンバート時とラインコンバート(1080i
←→720p)時の水平方向の周波数帯域を選択し
ます。

0000 WIDE：
0001 STD：

623

D/C RESP
V

ダウンコンバート時とラインコンバート(1080i
←→720p)時の垂直方向の周波数帯域を選択し
ます。

0000 WIDE：
0001 STD：

60421

FREEZE SEL

静止画面のフリーズ状態およびスロー再生の状
態を選択します。

0000 FIELD：フィールドフリーズ、フィールドスロー
0001 FRAME：フレームフリーズ、フレームスロー

60521

INTERPOLATE

フィールドスロー再生時は自動的に垂直インタ
ーポーレーションを行い、再生画像の上下動を
軽減しますが、本設定によりインターポーレー
ション動作を強制的にOFFすることができます。

0000 OFF：強制的にOFFします。
0001 AUTO：スロー再生時、自動的にONし

ます。

21 システムメニュー項目No.25(SYSTEM FREQ) で23/24Hzま
たは25Hz(HD、SD) モードを選択している時、この項目は表
示されません。

24 システムメニュー項目No.25(SYSTEM FREQ) で23/24Hzま
たは25Hz (HD) モードを選択している時、この項目は表示され
ません。

25 システムメニュー項目No.25(SYSTEM FREQ) で25Hz(HD、
SD) モードを選択している時、この項目は表示されません。
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セットアップメニュー

　　　　 は、工場出荷モードです。

<VIDEO> (つづき)

No./項目 設定内容 No./項目 設定内容

627

D/C ENH V

ダウンコンバート時とラインコンバート(1080i
←→720p)時の垂直方向の輪郭を強調します。

0000 0dB 0004 +1.5dB
0001 +0.7dB 0005 +2dB
0002 +1dB
0003 +1.2dB

62825

U/C ENH H

アップコンバート時の水平方向の輪郭を強調し
ます。

0000 0dB 0004 +1.5dB
0001 +0.7dB 0005 +2dB
0002 +1dB
0003 +1.2dB

62925

U/C ENH V

アップコンバート時の垂直方向の輪郭を強調し
ます。

0000 0dB 0004 +1.5dB
0001 +0.7dB 0005 +2dB
0002 +1dB
0003 +1.2dB

63022

1080i→HD_
OUT

1080iテープ再生時、または1080iのEEモード
時のHD出力信号フォーマットを選択します。
(下表参照)

0000 1080i
0001 720p
0002 1080i

63122

1080i→SD_
OUT

1080iテープ再生時、または1080iのEEモード
時のSD出力信号フォーマットを選択します。
(下表参照)

0000 480i
0001 --------
0002 480p

0000 1080i
(変換なし)

480i
(ダウンコン出力)

480i
(ダウンコン出力)

720p
(ラインコン出力)

480i
(ダウンコン出力)

480i
(ダウンコン出力)

1080i
(変換なし)

480p2

(ダウンコン出力)
480i
(ダウンコン出力)

0001

0002

HD SDI OUT SD SDI OUT

出力端子

VIDEO OUT

63222

720p→HD_
OUT

720pテープ再生時、または720pのEEモード
時のHD出力信号フォーマットを選択します。
(下表参照)

0000 1080i
0001 720p
0002 720p

63322

720p→SD_
OUT

720pテープ再生時、または720pのEEモード
時のSD出力信号フォーマットを選択します。
(下表参照)

0000 --------
0001 480i
0002 480p

0000 1080i
(ラインコン出力)

480i
(ダウンコン出力)

480i
(ダウンコン出力)

720p
(変換なし)

480i
(ダウンコン出力)

480i
(ダウンコン出力)

720p
(変換なし)

480p2

(ダウンコン出力)
480i
(ダウンコン出力)

0001

0002

HD SDI OUT SD SDI OUT

出力端子

VIDEO OUT

<ノート>
スーパー表示の数値は目安です。

<ノート>
スーパー表示の数値は目安です。

<ノート>
60Hzモード時は出力しません。

<ノート>
スーパー表示の数値は目安です。

22 システムメニュー項目No.25(SYSTEM FREQ) で23/24Hz、
25Hz (HD、SD) または50Hzモードを選択している時、この
項目は表示されません。

25 システムメニュー項目No.25(SYSTEM FREQ) で25Hz(HD、
SD) モードを選択している時、この項目は表示されません。

2 セットアップメニューNo.107およびINPUT_CHECKは動作せ
ずに本線系と同等の信号が出ます。

<ノート>
60Hzモード時は出力しません。

62425

U/C RESP
H

アップコンバート時の水平方向の周波数帯域を
選択します。

0000 STD：
0001 NARROW：

62525

U/C RESP
V

アップコンバート時の垂直方向の周波数帯域を
選択します。

0000 STD：
0001 NARROW：

626

D/C ENH
H

ダウンコンバート時とラインコンバート(1080i
←→720p)時の水平方向の輪郭を強調します。

0000 0dB 0004 +1.5dB
0001 +0.7dB 0005 +2dB
0002 +1dB
0003 +1.2dB

<ノート>
スーパー表示の数値は目安です。
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63422

480p→HD_
OUT

480pテープ(DVCPRO50P)再生時のHD出力
信号フォーマットを選択します。(下表参照)

0000 1080i
0001 720p
0002 ---------

63522

480p→SD_
OUT

480pテープ(DVCPRO50P)再生時のSD出力
信号フォーマットを選択します。(下表参照)

0000 480p
0001 480p
0002 480i

0000 1080i
(アップコン出力)

480p2

(変換なし)
480i
(ダウンコン出力)

720p
(アップコン出力)

480p2

(変換なし)
480i
(ダウンコン出力)

ミュート 480i
(ダウンコン出力)

480i
(ダウンコン出力)

0001

0002

<ノート>
SDテープ再生時に60Hzモードで動作をさせることはできません。

HD SDI OUT SD SDI OUT

出力端子

VIDEO OUT

セットアップメニュー

<ノート>
オプションボードAJ-UC1700Gがセットされていない場合は、セッ
トアップメニューNo.638, 639, 640, 641, 642は動作しません。

　　　　 は、工場出荷モードです。

2UPはHD出力時(HDテープ再生またはアップコン出力時)
2DWはSD出力時(SDテープ再生またはダウンコン出力時)

<VIDEO> (つづき)

No./項目 設定内容 No./項目 設定内容

63722

480i→SD_
OUT

480iテープ(DVCPRO50/DVCPRO/DV/
DVCAM)再生時のSD出力信号フォーマットを
選択します。(下表参照)

0000 480i
0001 480i
0002 480p

63622

480i→HD_
OUT

480iテープ(DVCPRO50/DVCPRO/DV/
DVCAM)再生時のHD出力信号フォーマットを
選択します。(下表参照)

0000 1080i
0001 720p
0002 ---------

0000 1080i
(アップコン出力)

480i
(変換なし)

480i
(変換なし)

720p
(アップコン出力)

480i
(変換なし)

480i
(変換なし)

ミュート 480p2

(アップコン出力)
480i
(変換なし)

0001

0002

HD SDI OUT SD SDI OUT

出力端子

VIDEO OUT

63821

IN U/C
MODE

SD SDI入力時のアップコンバートの画額を選択
します。

0000 S-PANL ：サイドパネルモード
0001 CROP ：垂直方向の上部と下部のカット
0002 STRETCH ：ストレッチモード

63921

I U/C RESP
H

SD SDI入力のアップコンバート時の水平方向の
周波数帯域を選択します。

0000 STD ：
0001 NARROW ：

64021

I U/C RESP
V

SD SDI入力のアップコンバート時の垂直方向の
周波数帯域を選択します。

0000 STD ：
0001 NARROW ：

64221

I U/C ENH
V

SD SDI入力のアップコンバート時の垂直方向の
輪郭を強調します。

0000 0dB 0004 +1.5dB
0001 +0.7dB 0005 +2dB
0002 +1dB
0003 +1.2dB

650

STYLE

0000 CMPNT：コンポーネントスタイルのレベ
ル調整モード

0001 CMPST：コンポジットスタイルのレベル
調整モード

65123

HUE STYLE
(SD)2DW

クロマ位相調整の回転軸を選択します。
0000 Pb-Pr：SDI(コンポーネントスタイル)のベクト

ルスコープ上で正円に回転します。
0001 U-V：アナログ(コンポジットスタイル)のベク

トルスコープ上で正円に回転します。

653

Y LVL
(HD)2UP

HD SDI 出力のYレベルの調整を行います。
(－∞～0 dB～＋3 dB)

0000 0.0%
: :

1000 100.0%
: :

1413 141.3%

<ノート>
セットアップメニューNo.650
がCMPNTに設定されていると
きに有効となります。

<ノート>
スーパー表示の数値は目安です。

<ノート>
SDテープ再生時に60Hzモードで動作をさせることはできません。

21 システムメニュー項目No.25(SYSTEM FREQ) で23/24Hzまたは
25Hz (HD、SD) モードを選択している時、この項目は表示されません。

22 システムメニュー項目No.25(SYSTEM FREQ) で23/24Hz、
25Hz (HD、SD) または50Hzモードを選択している時、この項目
は表示されません

23 システムメニュー項目No.25(SYSTEM FREQ) で50Hzまたは25Hz
(HD、SD) モードを選択している時、この項目は表示されません。

2 セットアップメニューNo.107およびINPUT_CHECKは動作せずに
本線系と同等の信号が出ます。

64121

I U/C ENH
H

SD SDI入力のアップコンバート時の水平方向の
輪郭を強調します。

0000 0dB 0004 +1.5dB
0001 +0.7dB 0005 +2dB
0002 +1dB
0003 +1.2dB

<ノート>
スーパー表示の数値は目安です。
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セットアップメニュー

　　　　 は、工場出荷モードです。

<VIDEO> (つづき)

No./項目 設定内容 No./項目 設定内容

663

C LEVEL 

HD SDI、SD SDI、およびVIDEO出力のクロマ
レベルの調整を行います。
(j∞～0 dB～i3 dB)
0000 0.0%

: :
1000 100.0%

: :
1413 141.3%

660

Pr LVL
(SD)2DW

SD SDI 出力およびVIDEO 出力のPRレベルの
調整を行います。(j∞～0 dB～i3 dB)

0000 0.0%
: :

1000 100.0%
: :

1413 141.3%

661

BK LVL
(SD)2DW

SD SDI 出力およびVIDEO 出力のブラックレベ
ルの調整を行います。

50 j10.0%
: :

150 0.0%
: :

250 i10.0%

<ノート>
セットアップメニューNo.650
がCMPSTに設定されていると
きに有効となります。

<ノート>
セットアップメニューNo.650
がCMPNTに設定されていると
きに有効となります。

<ノート>
セットアップメニューNo.650
がCMPNTに設定されていると
きに有効となります。

662

V LEVEL 

HD SDI、SD SDI、およびVIDEO出力のビデオ
レベルの調整を行います。
(－∞～0 dB～＋6 dB)
0000 0.0%

: :
1000 100.0%

: :
2000 200.0%

<ノート>
セットアップメニューNo.650
がCMPSTに設定されていると
きに有効となります。

659

Pb LVL
(SD)2DW

SD SDI 出力およびVIDEO 出力のPBレベルの
調整を行います。(j∞～0 dB～i3 dB)

0000 0.0%
: :

1000 100.0%
: :

1413 141.3%

<ノート>
セットアップメニューNo.650
がCMPNTに設定されていると
きに有効となります。

670

BRIGHT

フロントパネル上の液晶モニターの明るさを調整します。
0 j127
: :

127 0
: :

254 127

671

R-BRIGHT

フロントパネル上の液晶モニターの明るさ(赤)を調整します。
0 j127
: :

127 0
: :

254 127

672

B-BRIGHT

フロントパネル上の液晶モニターの明るさ(青)を調整します。
0 j127
: :

127 0
: :

254 127

665

SETUP LVL

HD SDI、SD SDI、およびVIDEO出力のセット
アップレベルの調整を行います。
(j10%～i10%)
50 j10.0%
: :

150 0.0%
: :

250 i10.0%

<ノート>
セットアップメニューNo.650
がCMPSTに設定されていると
きに有効となります。

658

Y LVL
(SD)2DW

SD SDI 出力およびVIDEO 出力のYレベルの調
整を行います。(j∞～0 dB～i3 dB)

0000 0.0%
: :

1000 100.0%
: :

1413 141.3%

<ノート>
セットアップメニューNo.650
がCMPNTに設定されていると
きに有効となります。

664

HUE

HD SDI、SD SDI、およびVIDEO出力のクロマ
位相の調整を行います。(約j30°～i30°)
0000 j31.0

: :
0062 0.0

: :
0124 31.0
<ノート>
システムメニュー項目No.25（SYSTEM FREQ）
で0（50）または3[25(HD)]または4[25(SD)]を
選択している場合
OHD SDI出力の調整はできません。
OSD SDIおよびVIDEO出力の調整はSDフォーマッ
トのテープを生成している時のみ可能です。

<ノート>
セットアップメニューNo.650
がCMPSTに設定されていると
きに有効となります。

<ノート>
セットアップメニューNo.650
がCMPNTに設定されていると
きに有効となります。

655

Pr LVL
(HD)2UP

HD SDI 出力のPRレベルの調整を行います。
(－∞～0 dB～＋3 dB)

0000 0.0%
: :

1000 100.0%
: :

1413 141.3%

656

BK LVL
(HD)2UP

HD SDI 出力のブラックレベルの調整を行います。

50 j10.0%
: :

150 0.0%
: :

250 i10.0%

654

Pb LVL
(HD)2UP

HD SDI 出力のPBレベルの調整を行います。
(－∞～0 dB～＋3 dB)

0000 0.0%
: :

1000 100.0%
: :

1413 141.3%

<ノート>
セットアップメニューNo.650
がCMPNTに設定されていると
きに有効となります。

<ノート>
セットアップメニューNo.650
がCMPNTに設定されていると
きに有効となります。

2UPはHD出力時(HDテープ再生またはアップコン出力時)
2DWはSD出力時(SDテープ再生またはダウンコン出力時)
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　　　　 は、工場出荷モードです。
2DWはSD出力時(SDテープ再生またはダウンコン出力時)

No./項目 設定内容

セットアップメニュー

<VIDEO> (つづき)

No./項目 設定内容

68822

CC REC

SD入力信号に多重されたクローズドキャプショ
ン信号を記録するかどうかを選択します。

0000 OFF：テープへ記録しません。
0001 ON：
SD入力信号にクローズドキャプション信号が多重されて
いる場合にテープへ記録します。この時、クローズドキャ
プション信号をブランキング後、アップコンバートして記
録します。

<ノート>
O 入力信号としてSDTIが選択されている場合は、本メニュ
ーの設定に関係なく、入力圧縮信号に多重されたクローズ
ドキャプションデータがそのままテープに記録されます。

O オプションボードAJ-UC1700Gがセットされていない場
合は、セットアップメニューNo.688は動作しません。

69521

BLANK LINE

SDテープ再生時、ビデオ信号の垂直ブランキン
グ期間のブランキングON/OFFを選択します。

0000 BLANK：
全ライン強制ブランキングします。

0001 THRU：
全ラインブランキングしません。

0002 MANU：
各ラインごとにブランキングのON/OFFを選
択します。

<ノート>
「2(MANU)」設定時、 ボタンを押すとサブ画面に
移り、各ラインに対してON/OFFを選択できます。サブ画面
から戻るには、再度 ボタンを押します。SHIFT

SHIFT

サブメニュー画面 <59/60Hz>

01
LINE 11&274
: :
: :

12
LINE 22&285

0000 BLANK：強制ブランキングします。
0001 THRU：ブランキングしません。

サブメニュー画面 <50Hz>

00
LINE 7&320
: :
: :

15
LINE 22&335

0000 BLANK：強制ブランキングします。
0001 THRU：ブランキングしません。

68622

CCR MODE
(SD)2DW

再生時のクロスカラー処理を選択します。

0000 OFF：そのまま出力します。
0001 ON：クロスカラーを軽減することが

できます。

68724

SDI INDEX 0
2DW

VIDEO INDEX信号をSD SDI出力に重畳するか
どうかを選択します。

0000 OFF：VIDEO INDEX信号をSD SDI
出力信号に重畳しません。

0001 ON：VIDEO INDEX信号をSD SDI
出力信号に重畳します。

68022

CC (F1)
BLANK 2DW

第1フィールドのクローズドキャプション信号の
ON/OFFを選択します。

0000 BLANK：強制ブランキングします。
0001 THRU：ブランキングしません。

68122

CC (F2)
BLANK 2DW

第2フィールドのクローズドキャプション信号の
ON/OFFを選択します。

0000 BLANK：強制ブランキングします。
0001 THRU：ブランキングしません。

684

EDH (SD)2DW

シリアルアウトにEDHを重畳するかどうかを選
択します。

0000 OFF：重畳しません。
0001 ON：重畳します。

68522

ESR MODE
(SD)2DW

再生回路におけるエッジサブキャリアリダクシ
ョン(ESR)の動作モードを選択します。

0000 OFF：強制的にOFFします。
0001 AUTO：VTR動作に応じて自動的に

ON/OFFされます。

67623

BLK CLIP

SD SDI OUTおよびコンポジットOUTのY(輝
度)信号に対し、ペデスタル以下の信号をクリッ
プする機能です。

0000 OFF：クリップしません。
0001 ON：クリップします。

675

B-
CONTRAST

フロントパネル上の液晶モニターのコントラス
ト(青)を調整します。

0 j127
: :

127 0
: :

254 127

673

CONTRAST

フロントパネル上の液晶モニターのコントラストを調整します。
0 j127
: :

127 0
: :

254 127

674

R-
CONTRAST

フロントパネル上の液晶モニターのコントラスト(赤)を調整します。
0 j127
: :

127 0
: :

254 127

21 システムメニュー項目No.25(SYSTEM FREQ) で23/24Hzまたは
25Hz (HD、SD) モードを選択している時、この項目は表示されませ
ん。

22 システムメニュー項目No.25(SYSTEM FREQ) で23/24Hz、25Hz
(HD、SD) または50Hzモードを選択している時、この項目は表示され
ません。

23 システムメニュー項目No.25(SYSTEM FREQ) で50Hzまたは25Hz
(HD、SD) モードを選択している時、この項目は表示されません。

24 システムメニュー項目No.25(SYSTEM FREQ) で23/24Hzまたは
25Hz (HD) モードを選択している時、この項目は表示されません。
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セットアップメニュー

　　　　 は、工場出荷モードです。

<AUDIO>

No./項目 設定内容 No./項目 設定内容

70021

CH1 IN LV

オーディオ入力(CH1)の基準レベルを選択します。

0000 4dB
0001 0dB
0002 －20dB

70121

CH2 IN LV

オーディオ入力(CH2)の基準レベルを選択します。

0000 4dB
0001 0dB
0002 －20dB

70221

CH3 IN LV

オーディオ入力(CH3)の基準レベルを選択します。

0000 4dB
0001 0dB
0002 －20dB

70321

CH4 IN LV

オーディオ入力(CH4)の基準レベルを選択します。

0000 4dB
0001 0dB
0002 －20dB

70421

CUE IN LV

CUE入力の基準レベルを選択します。

0000 4dB
0001 0dB
0002 －20dB
0003 －60dB

709

CUE OUT LV

CUE出力の基準レベルを選択します。

0000 4dB
0001 0dB
0002 －20dB

705

CH1 OUT LV

オーディオ出力(CH1)の基準レベルを選択します。

0000 4dB
0001 0dB
0002 －20dB

706

CH2 OUT LV

オーディオ出力(CH2)の基準レベルを選択します。

0000 4dB
0001 0dB
0002 －20dB

707

CH3 OUT LV

オーディオ出力(CH3)の基準レベルを選択します。

0000 4dB
0001 0dB
0002 －20dB

708

CH4 OUT LV

オーディオ出力(CH4)の基準レベルを選択します。

0000 4dB
0001 0dB
0002 －20dB

710

MONIL OUT
LV

オーディオモニター出力(Lch)の基準レベルを選
択します。

0000 4dB
0001 0dB
0002 －20dB

711

MONIR OUT
LV

オーディオモニター出力(Rch)の基準レベルを選
択します。

0000 4dB
0001 0dB
0002 －20dB

712

MONI OUT

オーディオモニター出力のUNITY/VARIABLE
を選択します。

0000 UNITY：既定値にて出力します。
0001 VAR： ヘッドフォンボリュームに連動します。

71321

CH1 IN SEL

CH1の入力信号を選択します。

0000 INT SG：内蔵信号を選択します。
0001 DIGI：デジタル入力を選択します。
0002 ANA：アナログ入力を選択します。
<ノート>
DIGIを選択した場合、シリアル/AESの切り替え
はセットアップメニューNo.721(D IN SEL12)
の設定に従います。

71421

CH2 IN SEL

CH2の入力信号を選択します。

0000 INT SG：内蔵信号を選択します。
0001 DIGI：デジタル入力を選択します。
0002 ANA：アナログ入力を選択します。
<ノート>
DIGIを選択した場合、シリアル/AESの切り替え
はセットアップメニューNo.721(D IN SEL12)
の設定に従います。

71521

CH3 IN SEL

CH3の入力信号を選択します。

0000 INT SG：内蔵信号を選択します。
0001 DIGI：デジタル入力を選択します。
0002 ANA：アナログ入力を選択します。
<ノート>
DIGIを選択した場合、シリアル/AESの切り替え
はセットアップメニューNo.722(D IN SEL34)
の設定に従います。

71621

CH4 IN SEL

CH4の入力信号を選択します。

0000 INT SG：内蔵信号を選択します。
0001 DIGI：デジタル入力を選択します。
0002 ANA：アナログ入力を選択します。
<ノート>
DIGIを選択した場合、シリアル/AESの切り替え
はセットアップメニューNo.722(D IN SEL34)
の設定に従います。

21 システムメニュー項目No.25(SYSTEM FREQ) で23/24Hzまた
は25Hz (HD、SD) モードを選択している時、この項目は表示され
ません。
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71721

CH5 IN SEL

CH5の入力信号を選択します。

0000 INT SG：内蔵信号を選択します。
0001 DIGI：デジタル入力を選択します。
0002 ANA1：アナログ入力を選択します。

(CH1入力)
<ノート>
DIGIを選択した場合、シリアル/AESの切り替え
はセットアップメニューNo.723(D IN SEL56)
の設定に従います。

71821

CH6 IN SEL

CH6の入力信号を選択します。

0000 INT SG：内蔵信号を選択します。
0001 DIGI：デジタル入力を選択します。
0002 ANA2：アナログ入力を選択します。

(CH2入力)
<ノート>
DIGIを選択した場合、シリアル/AESの切り替え
はセットアップメニューNo.723(D IN SEL56)
の設定に従います。

71921

CH7 IN SEL

CH7の入力信号を選択します。

0000 INT SG：内蔵信号を選択します。
0001 DIGI：デジタル入力を選択します。
0002 ANA3：アナログ入力を選択します。

(CH3入力)
<ノート>
DIGIを選択した場合、シリアル/AESの切り替え
はセットアップメニューNo.724(D IN SEL78)
の設定に従います。

72021

CH8 IN SEL

CH8の入力信号を選択します。

0000 INT SG：内蔵信号を選択します。
0001 DIGI：デジタル入力を選択します。
0002 ANA4：アナログ入力を選択します。

(CH4入力)
<ノート>
DIGIを選択した場合、シリアル/AESの切り替え
はセットアップメニューNo.724(D IN SEL78)
の設定に従います。

セットアップメニュー

　　　　 は、工場出荷モードです。

<AUDIO> (つづき)

No./項目 設定内容 No./項目 設定内容

72121

D IN SEL12

CH1およびCH2のデジタル入力を選択します。

0000 AES：AES/EBU
0001 SDI：シリアル

72221

D IN SEL34

CH3およびCH4のデジタル入力を選択します。

0000 AES：AES/EBU
0001 SDI：シリアル

72321

D IN SEL56

CH5およびCH6のデジタル入力を選択します。

0000 AES：AES/EBU
0001 SDI：シリアル

72421

D IN SEL78

CH7およびCH8のデジタル入力を選択します。

0000 AES：AES/EBU
0001 SDI：シリアル

72521

REC CH1

オーディオのCH1トラックに記録する入力信号
を選択します。

0000 CH1：オーディオ入力のCH1
0001 CH2：オーディオ入力のCH2
0002 CH3：オーディオ入力のCH3
0003 CH4：オーディオ入力のCH4
0004 CH1+2：オーディオ入力のCH1とCH2

のミックス信号
0005 CH3+4：オーディオ入力のCH3とCH4

のミックス信号

72621

REC CH2

オーディオのCH2トラックに記録する入力信号
を選択します。

0000 CH1：オーディオ入力のCH1
0001 CH2：オーディオ入力のCH2
0002 CH3：オーディオ入力のCH3
0003 CH4：オーディオ入力のCH4
0004 CH1+2：オーディオ入力のCH1とCH2

のミックス信号
0005 CH3+4：オーディオ入力のCH3とCH4

のミックス信号

72721

REC CH3

オーディオのCH3トラックに記録する入力信号
を選択します。

0000 CH1：オーディオ入力のCH1
0001 CH2：オーディオ入力のCH2
0002 CH3：オーディオ入力のCH3
0003 CH4：オーディオ入力のCH4
0004 CH1+2：オーディオ入力のCH1とCH2

のミックス信号
0005 CH3+4：オーディオ入力のCH3とCH4

のミックス信号

72821

REC CH4

オーディオのCH4トラックに記録する入力信号
を選択します。

0000 CH1：オーディオ入力のCH1
0001 CH2：オーディオ入力のCH2
0002 CH3：オーディオ入力のCH3
0003 CH4：オーディオ入力のCH4
0004 CH1+2：オーディオ入力のCH1とCH2

のミックス信号
0005 CH3+4：オーディオ入力のCH3とCH4

のミックス信号

72921

REC CH5

オーディオのCH5トラックに記録する入力信号
を選択します。

0000 CH5：オーディオ入力のCH5
0001 CH6：オーディオ入力のCH6
0002 CH7：オーディオ入力のCH7
0003 CH8：オーディオ入力のCH8
0004 CH5+6：オーディオ入力のCH5とCH6

のミックス信号
0005 CH7+8：オーディオ入力のCH7とCH8

のミックス信号

21 システムメニュー項目No.25(SYSTEM FREQ) で23/24Hzまた
は25Hz (HD、SD) モードを選択している時、この項目は表示され
ません。
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73321

REC CUE

CUEに記録する入力信号を選択します。

0000 CUE：CUE IN
0001 CH1：オーディオ入力のCH1
0002 CH2：オーディオ入力のCH2
0003 CH3：オーディオ入力のCH3
0004 CH4：オーディオ入力のCH4
0005 CH5：オーディオ入力のCH5
0006 CH6：オーディオ入力のCH6
0007 CH7：オーディオ入力のCH7
0008 CH8：オーディオ入力のCH8
0009 CH1+2：
オーディオ入力のCH1とCH2のミックス信号

0010 CH3+4：
オーディオ入力のCH3とCH4のミックス信号

0011 CH5+6：
オーディオ入力のCH5とCH6のミックス信号

0012 CH7+8：
オーディオ入力のCH7とCH8のミックス信号

0013 CH1─8：
オーディオ入力のCH1～CH8のミックス信号

73421

PB FADE

再生時に、音声編集点(IN点、OUT点)の処理を
どのように行うかを選択します。

0000 AUTO：記録時の状態に従います。
0001 CUT：強制CUT
0002 FADE：強制FADE

735

HD EMBD
AUD

HDシリアル出力にオーディオデータを重畳する
かどうかを選択します。

0000 OFF：重畳しません。
0001 ON：重畳します。

736

SD EMBD
AUD

SDシリアル出力にオーディオデータを重畳する
かどうかを選択します。

0000 OFF：重畳しません。
0001 ON：重畳します。

737

MONI MIX

ヘッドフォンモニター(Lch/Rch)にミックス信
号を選択します。

0000 OFF：Lch/Rchともにミックスしま
せん。

0001 L：Lchのみミックスします。
0002 R：Rchのみミックスします。
0003 L/R：Lch/Rchともにミックスします。
<ノート>
OOFFのとき、「L」(または「R」)ボタンを押す
たびに、モニターL(またはモニターR)に出力
する信号がCH1、CH2、CH3・・・と切り
替わります。選択された信号はオーディオレ
ベルメーター下に表示されます。

OL、R、L/Rのとき、複数のチャンネルの信号
をミックスして出力することができます。「L」
(または「R」)ボタンを押しながら、数字キー
でモニターしたいチャンネルの数字を押すと、
そのチャンネルが選択されます。選択された
チャンネルはオーディオレベルメーター下に
表示されます。(また、同様の操作ですでに選
択されているチャンネルを非選択にします。)
ただし、CH1～CH4のうち最大2チャンネル、
CH5～CH8のうち最大2チャンネルまで選択
できます。

セットアップメニュー

　　　　 は、工場出荷モードです。

<AUDIO> (つづき)

No./項目 設定内容 No./項目 設定内容

73021

REC CH6

オーディオのCH6トラックに記録する入力信号
を選択します。

0000 CH5：オーディオ入力のCH5
0001 CH6：オーディオ入力のCH6
0002 CH7：オーディオ入力のCH7
0003 CH8：オーディオ入力のCH8
0004 CH5+6：オーディオ入力のCH5とCH6

のミックス信号
0005 CH7+8：オーディオ入力のCH7とCH8

のミックス信号

73121

REC CH7

オーディオのCH7トラックに記録する入力信号
を選択します。

0000 CH5：オーディオ入力のCH5
0001 CH6：オーディオ入力のCH6
0002 CH7：オーディオ入力のCH7
0003 CH8：オーディオ入力のCH8
0004 CH5+6：オーディオ入力のCH5とCH6

のミックス信号
0005 CH7+8：オーディオ入力のCH7とCH8

のミックス信号

73221

REC CH8

オーディオのCH8トラックに記録する入力信号
を選択します。

0000 CH5：オーディオ入力のCH5
0001 CH6：オーディオ入力のCH6
0002 CH7：オーディオ入力のCH7
0003 CH8：オーディオ入力のCH8
0004 CH5+6：オーディオ入力のCH5とCH6

のミックス信号
0005 CH7+8：オーディオ入力のCH7とCH8

のミックス信号

738

CH1 CUE
SEL

サーチモード時、本線系のCH1出力状態を選択
します。

0000 OFF：
CUEを出力しません。

0001 ON：
CUEを出力します。

<ノート>
オーディオの出力状態については、「サーチモー
ド時のオーディオ出力について」(105ページ)
を参照してください。

21 システムメニュー項目No.25(SYSTEM FREQ) で23/24Hzまた
は25Hz (HD、SD) モードを選択している時、この項目は表示され
ません。
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セットアップメニュー

　　　　 は、工場出荷モードです。

<AUDIO> (つづき)

No./項目 設定内容 No./項目 設定内容

739

CH2 CUE
SEL

サーチモード時、本線系のCH2出力状態を選択
します。

0000 OFF：
CUEを出力しません。

0001 ON：
CUEを出力します。

<ノート>
オーディオの出力状態については、「サーチモー
ド時のオーディオ出力について」(105ページ)
を参照してください。

740

CH3 CUE
SEL

サーチモード時、本線系のCH3出力状態を選択
します。

0000 OFF：
CUEを出力しません。

0001 ON：
CUEを出力します。

<ノート>
オーディオの出力状態については、「サーチモー
ド時のオーディオ出力について」(105ページ)
を参照してください。

744

CH7 CUE
SEL

サーチモード時、本線系のCH7出力状態を選択
します。

0000 OFF：
CUEを出力しません。

0001 ON：
CUEを出力します。

<ノート>
オーディオの出力状態については、「サーチモー
ド時のオーディオ出力について」(105ページ)
を参照してください。

745

CH8 CUE
SEL

サーチモード時、本線系のCH8出力状態を選択
します。

0000 OFF：
CUEを出力しません。

0001 ON：
CUEを出力します。

<ノート>
オーディオの出力状態については、「サーチモー
ド時のオーディオ出力について」(105ページ)
を参照してください。

741

CH4 CUE
SEL

サーチモード時、本線系のCH4出力状態を選択
します。

0000 OFF：
CUEを出力しません。

0001 ON：
CUEを出力します。

<ノート>
オーディオの出力状態については、「サーチモー
ド時のオーディオ出力について」(105ページ)
を参照してください。

742

CH5 CUE
SEL

サーチモード時、本線系のCH5出力状態を選択
します。

0000 OFF：
CUEを出力しません。

0001 ON：
CUEを出力します。

<ノート>
オーディオの出力状態については、「サーチモー
ド時のオーディオ出力について」(105ページ)
を参照してください。

743

CH6 CUE
SEL

サーチモード時、本線系のCH6出力状態を選択
します。

0000 OFF：
CUEを出力しません。

0001 ON：
CUEを出力します。

<ノート>
オーディオの出力状態については、「サーチモー
ド時のオーディオ出力について」(105ページ)
を参照してください。

746

MONI CH
SEL

モニター出力の選択を行います。

0000 MANU：
MONITOR SELECTボタンで選択されている
信号を出力します。

0001 AUTO：
－1.0～＋2.0倍速の範囲はPCM AUDIO出力
し、それ以外の速度では自動的にCUEを出力
します。

0002 PCM：
－32～＋32倍速の範囲はPCM AUDIOを出力
します。

<ノート>
O「AUTO」を選択し、DVCPRO HD_LP以外
のテープを再生した場合のPCM AUDIO出力
は－1.0～＋1.1倍速の範囲となります。

O本機フロントパネルのMONITOR SELECTス
イッチのL/RがCH1～CH8を選択している場
合に有効です。
(CUEを選択している場合は、上記メニュー設
定に関係なく、すべてのスピードにおいて
CUEが出力されます。)

747

MON AUTO
SEL

モニター出力がCUEに切り替わるチャンネルを
選択します。
セットアップメニューNo.746(MONI CH SEL)
でMANU以外を選択した場合、動作モードに応
じて自動でモニター出力にCUEが出力されます
が、自動でCUEに切り替わるモニターチャンネ
ルを選択します。

0000 L/R：Lch/Rch両方にCUEを出力し
ます。

0001 L：LchのみにCUEを出力します。
0002 R：RchのみにCUEを出力します。
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74921

AUDIO PB
VR

<AUDIO>ファンクションメニューでINT SGを
選択した場合、EEモードで再生レベルの調整用
ボリュームが機能するかどうかを選択します。

0000 DIS：INT SGの出力レベルはUNITY
固定です。

0001 ENA：INT SGの出力レベルを再生レ
ベルの調整用ボリュームで可変
することができます。

セットアップメニュー

　　　　 は、工場出荷モードです。

<AUDIO> (つづき)

No./項目 設定内容 No./項目 設定内容

748

MONI SEL
INH

フロントパネルのMONITOR SELECTボタン操
作の許可／禁止を選択します。

0000 OFF：操作が可能になります。
0001 ON：操作が禁止されます。
0002 ON1：FULL表示モード時は操作が禁

止され、FINE表示モード時の
み操作が可能になります。

<ノート>
セットアップメニューNo.737(MONI MIX)の設
定でミックスされていないチャンネルに対して
操作の許可/禁止が選択できます。

750

ANA CH1
SEL

アナログ出力CH1への出力信号を選択します。

0000 CH1：CH1を出力します。
0001 CH5：CH5を出力します。

751

ANA CH2
SEL

アナログ出力CH2への出力信号を選択します。

0000 CH2：CH2を出力します。
0001 CH6：CH6を出力します。

752

ANA CH3
SEL

アナログ出力CH3への出力信号を選択します。

0000 CH3：CH3を出力します。
0001 CH7：CH7を出力します。

753

ANA CH4
SEL

アナログ出力CH4への出力信号を選択します。

0000 CH4：CH4を出力します。
0001 CH8：CH8を出力します。

754

SD SDI CH1
SL

SD SDI出力に重畳するオーディオCH1信号を
選択します。

0000 CH1：CH1を出力します。
0001 CH2：CH2を出力します。
0002 CH3：CH3を出力します。
0003 CH4：CH4を出力します。
0004 CH5：CH5を出力します。
0005 CH6：CH6を出力します。
0006 CH7：CH7を出力します。
0007 CH8：CH8を出力します。

756

SD SDI CH3
SL

SD SDI出力に重畳するオーディオCH3信号を
選択します。

0000 CH1：CH1を出力します。
0001 CH2：CH2を出力します。
0002 CH3：CH3を出力します。
0003 CH4：CH4を出力します。
0004 CH5：CH5を出力します。
0005 CH6：CH6を出力します。
0006 CH7：CH7を出力します。
0007 CH8：CH8を出力します。

757

SD SDI CH4
SL

SD SDI出力に重畳するオーディオCH4信号を
選択します。

0000 CH1：CH1を出力します。
0001 CH2：CH2を出力します。
0002 CH3：CH3を出力します。
0003 CH4：CH4を出力します。
0004 CH5：CH5を出力します。
0005 CH6：CH6を出力します。
0006 CH7：CH7を出力します。
0007 CH8：CH8を出力します。

758

JOG PROC

JOG/VAR/SHTLモード時のデジタルオーディ
オ出力のスロー信号処理を選択します。

0000 OFF：
デジタルオーディオのスロー信号処理をしな
い音がSTILL時も含めて出力されます。

0001 ON：
デジタルオーディオのスロー信号処理をした
音が出力されます。

759

DV PB ATT

DVフォーマット再生時のオーディオ出力レベル
を選択します。

0000 OFF：
オーディオ出力レベルを減衰しません。

0001 ON：
オーディオ出力レベルを減衰します。

76021

REC PT
MUTE

DV/DVCAMフォーマット再生時、記録のつな
ぎ目でオーディオをミュートするかどうかを選
択します。

0000 OFF：ミュートしません。
0001 ON：ミュートします。

76121

AUDIO INT
SG

内蔵信号の種類を選択します。

0000 TONE：正弦波を選択します。
0001 SILNCE：無音信号を選択します。

755

SD SDI CH2
SL

SD SDI出力に重畳するオーディオCH2信号を
選択します。

0000 CH1：CH1を出力します。
0001 CH2：CH2を出力します。
0002 CH3：CH3を出力します。
0003 CH4：CH4を出力します。
0004 CH5：CH5を出力します。
0005 CH6：CH6を出力します。
0006 CH7：CH7を出力します。
0007 CH8：CH8を出力します。

21 システムメニュー項目No.25(SYSTEM FREQ) で23/24Hzまた
は25Hz(HD、SD)モードを選択している時、この項目ーは表示さ
れません。
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23： FF/REW時は、自動的にCUEを出力します。
24： FF/REW時は、ミュートされます。
25： システムメニュー項目No.25(SYSTEM FREQ) で23/24Hzまた

は25Hz (HD、SD) モードを選択している時、この項目は表示さ
れません。

L/R

L

R

CUE22

CUE22

PCM21

CUE22

PCM21

CUE22

CUE22 CUE22

CUE22 PCM21

PCM21

PCM24

CUE22

PCM23

PCM24

PCM23

AUTO

セットアップメニュー

　　　　 は、工場出荷モードです。

<AUDIO> (つづき)

No./項目 設定内容 No./項目 設定内容

763

METER
SCALE

オーディオレベルメーターのスケール表示を選
択します。

0000 PEAK_0：
最大レベルを0dBとしてオーディオレベルを
表示します。

0001 REF_0：
基準レベルを0dBとしてオーディオレベルを
表示します。

762

AUD RATE
CON

オーディオ入出力部のレートコンバータを通さ
ずに(デジタルフィルターをかけない)記録・再生
を行うことができます。

0000 OFF：
レートコンバータを通さず記録・再生します。

0001 ON：
レートコンバータを通して記録・再生します。

<ノート>
O記録と再生が同時にON/OFF制御されます。
記録や再生は単独で設定できません。

OCH1～CH8が同時にON/OFF制御されます。
各CHごとの設定はできません。

OレートコンバータOFF時は、ビデオ入力とAES/EBU入力
が同期している必要があります。また、ビデオ入力と
OUT REFで選択されたリファレンス信号も同期している
必要があります。(非同期の場合、ノイズが出ることがあ
ります。)

O60Hzモード時、レートコンバータOFF設定をすると、ノ
イズが出ることがあります。

<サーチモード時のオーディオ出力について>
メニュー設定(No.738～No.745、No.746、No.747)の組み合わせによ
り、モニターおよび本線系への出力は下表のようになります。

738 CH1 CUE SEL
：

745 CH8 CUE SEL

OFF

MANU

AUTO

PCM

MANU

L/R

L

R

L/R

L

R

L/R

L

R

L/R

L

R

L/R

L

R

PCM21 PCM21

CUE22

CUE22

PCM21

PCM23 PCM23

PCM23 PCM23

PCM21

CUE22

PCM21

CUE22

PCM21

PCM21 PCM21

PCM24 PCM24

PCM21 PCM21

PCM23

PCM

ON

746
MONI CH
SEL

747
MON AUTO
SEL

モニター出力 本線系出力

CH1/CH3/CH5/CH7Lch Rch CH2/CH4/CH6/CH8

<ノート>
21：PCMオーディオ出力は、－1.0～＋2.0倍速(DVCPRO

HD_LP 以外は－1.0～＋1.1倍速)の範囲外で再生した場合は
ミュートされます。

22：CUEオーディオ出力は、－1.0～＋2.0倍速(DVCPRO
HD_LP 以外は－1.0～＋1.1倍速)の範囲で再生した場合は
PCMが出力されます。

79025

CUE REC
VOL

CUEオーディオの記録レベルを調整します。
(j∞～0 dB～i12 dB)

0032 16
: :

0016 0
: :

0000 j16

791

CUE PB VOL

CUEオーディオの再生レベルを調整します。
(j∞～0 dB～i12 dB)

0032 16
: :

0016 0
: :

0000 j16

＜注＞
シ ス テ ム メ ニ ュ ー 項 目
No.25(SYSTEM FREQ) で
23/24Hzモードを選択している時、
この項目は表示されません。
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セットアップメニュー

　　　　 は、工場出荷モードです。

<MENU>

No./項目 設定内容

A02

P. ON LOAD

本機には現在の設定値 21を保存するVTR
MEMORY とそれをバックアップ保有する
VTR MEMORY ～ があります。電源投入時
に、選択したVTR MEMORY ～ の内容を
VTR MEMORY にロードして起動することが
できます。

0000 OFF：
前回の設定値で起動します。

0001 USER1：
VTR MEMORY をロードして起動します。

0002 USER2：
VTR MEMORY をロードして起動します。

0003 USER3：
VTR MEMORY をロードして起動します。

0004 USER4：
VTR MEMORY をロードして起動します。4

3

2

1

C

41

41

C

21 ここでの“設定値”とは、セットアップメニューの全ての設定
値、PF1/PF2メニューの項目登録内容、一部のファンクショ
ンボタン内容を指します。

＜＜DDoollbbyy--EE**22機機器器ととのの接接続続ににつついいてて＞＞

Dolby-Eエンコーダー/デコーダーと接続してDolby-Eデータを記録・再生する場合は、オーディオ入出力レベ
ルをUNITYに設定し、セットアップメニューを下記のように設定してください。

＜ノート＞
O60HzモードでのDolby-Eデータの記録・再生はで
きません。

ODolby-E機器のエンコード/デコード処理時間分の
ビデオとのタイミング合わせはVTR外部で行ってく
ださい。

ODolby-Eエンコーダー/デコーダーのBit Depthは
16bitに設定してください。

ODo l b y - Eデータが通っているチャンネルの
ANALOG AUDIO OUTからはノイズが出力されま
す。

ODolby-Eデータが通っているチャンネルはオーディ
オレベルメーターが振り切れます。

ODolby-Eデータが記録されたテープをJOG、VAR
再生するとノイズが出力されます。

*2 ドルビー、DolbyおよびダブルD記号Îはドルビーラボラト
リーズライセンシングコーポレーションの商標です。

No.303 AUD EDIT IN = CUT
No.304 AUD EDIT OUT = CUT
No.725 REC CH1 = CH1
No.726 REC CH2 = CH2
No.727 REC CH3 = CH3
No.728 REC CH4 = CH4
No.729 REC CH5 = CH5
No.730 REC CH6 = CH6
No.731 REC CH7 = CH7
No.732 REC CH8 = CH8
No.734 PB FADE = CUT
No.758 JOG PROC = OFF
No.762 AUD RATE CON = OFF
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セットアップメニュー

システム周波数[59/60Hz、50Hz、23/24Hz、25Hz (HD)、25Hz (SD)]を切り替えるには、以下のを操
作を行います。

＜＜シシスステテムム周周波波数数のの切切りり替替ええ手手順順＞＞

1 <SETUP MEU/SYSTEM MENU>（60ページ）
の操作手順に従って、システムメニューNo.25
（SYSTEM FREQ）の設定を変更します。

2 (SET）を押して設定値を確定し、タイムコード
表示部>に表示されていたファンクションメニューが
消えた後、以下のメッセージが表示されます。

F5

3 2で確定した設定値を有効にするには、 ボタン
を押しながら ボタンを押します。
システムが再起動され、選択したモードで動作す
るようになります。

ENT

F

＜ノート＞
カセットが挿入されている状態で、システムメニュー
No.25（SYSTEM FREQ）の設定値を変更した場合
は、カセットは自動でイジェクトされます。
<CARD>（69ページ）の操作手順に従って、ICカー
ドの呼び出しを行い、システムメニューNo.25
（SYSTEM FREQ）の設定値が変更された場合も同様
に、上記手順に従います。
ただし、SYSTEM FREQ変更がキャンセルされた場
合でも、その他のシステムメニューは更新され、ファ
イル名も更新されます。

F1SHIFT F2 F3 F4 F5 F6

4 2で確定した設定値を無効にするには、 ボタン
を押しながら ボタンを押します。
上記のメッセージが消え、システムメニューNo.25
（SYSTEM FREQ）の変更した設定値を復元した後、
SYSTEM MENUの操作画面に戻ります。

C

F

No.25
SYSTEM
FREQ

記録可能フォーマット 再生可能フォーマット 同期信号

50/60

1080/59.94i (HD_LP)
1080/60.00i (HD_LP)
720/59.94p (HD_LP)
720/60.00p (HD_LP)

1080/59.94i (HD_LP, HD_SP)
1080/60i (HD_LP, HD_SP)
720/59.94p (HD_LP, HD_SP)
720/60.00p (HD_LP, HD_SP)
480/59.94p (50Mp)
480/59.94i (50M、25M、DV、DVCAM)

セットアップメニューNo.031(OUT
REF)の設定に従います。

HD_REF (59.94Hz、60Hz)
SD_REF (59.94Hz)

50 1080/50i (HD_LP)
1080/50i (HD_LP, HD_SP)
576/50i (50M、25M、DV、DVCAM)
576/25p over 50i (50M、25M、DV)

HD_REF (50Hz)
SD_REF (50Hz)

23/24 なし

720/23.98p over 59.94p (HD_LP/HD_SP)
720/24p over 60.00p (HD_LP/HD_SP)
480/23.98p over 59.94i [2:3 mode]
480/23.98p over 59.94i [2:3:3:2 advance mode]

HD_REF (47.96Hz、48Hz)

セットアップメニューNo.031(OUT
REF)の設定に従います。

25 (HD) なし 720/25p over 60p

HD_REF (50Hz)
SD_REF (50Hz)

25 (SD) なし 720/25p over 60p SD_REF (50Hz)

セットアップメニューNo.031(OUT
REF)の設定に従います。

<<動動作作モモーードドにに応応じじたた記記録録・・再再生生フフォォーーママッットトおおよよびび同同期期信信号号のの選選択択ににつついいてて>>
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セットアップメニュー

<<シシスステテムム周周波波数数のの切切りり替替ええにに伴伴ううメメニニュューー管管理理>>

システムメニューおよびセットアップメニューには、システムメニュー項目No.25（SYSTEM FREQ）のシ
ステム周波数の選択による動作モードの切り替えによって、設定値の内容が異なる項目と、選択メニューが非
表示となり設定値が固定（下表のアミ部分）される項目があります。（以下の一覧表をご参照ください。）

<50P IN/OUT>50pin端子の登録について
O設定値の内容が異なる項目を<50P IN/OUT>の
50pin端子に登録した場合、設定値No.を元にしてそ
れぞれの動作モードに対応した設定値がIN/OUT端子
に割り当てられます。ただし、上限値を超える場合は
上限値に制限されます。
登録内容は保存されていますが、再登録を行うと上
書き保存され、以前の登録内容は消えますのでご注
意ください。

O動作モードによって選択メニューが非表示となる項
目を<50P IN/OUT>の50pin端子に登録している
場合、非表示となる動作モードを選択すると、登録
内容は保存されていますが、操作はできません。た
だし、再登録を行うと上書き保存され、以前の登録
内容は消えますのでご注意ください。

システムメニューおよびセットアップメニューの設定
値について
O設定値の内容が異なる項目は、VTR MEMORY
（カレントファイル、バックアップファイル1～4）
内で別々に保存されています。それぞれの動作モー
ドに対応した設定値が表示されますので、動作モー
ドごとに設定値の操作を行うことができます。

<PF1/PF2>ファンクションボタンの登録について
O設定値の内容が異なる項目を<PF1/PF2>のファ
ンクションボタンに登録した場合、それぞれの動
作モードに対応した設定値が表示されますので、
動作モードごとの設定値の操作を行うことができ
ます。

O動作モードによって選択メニューが非表示となる項
目を<PF1/PF2>のファンクションボタンに登録し
ている場合、非表示となる動作モードを選択すると、
登録内容は保存されていますが、ファンクションボ
タンはブランク状態となり、操作はできません。た
だし、再登録を行うと上書き保存され、以前の登録
内容は消えますのでご注意ください。

No. 名　称
システムメニューNo.25（SYSTEM FREQ）

59/60 23/24 50 25 (HD)

14

12 SYS H（HD）
COARSE －5H～0H～5H －5H～0H～5H

FINE －1100～0～1100

－5H～0H～5H

－1375～0～1375 －1320～0～1320

15 VO SYS H（SD）
COARSE －5H～0H～5H －5H～0H～5H

FINE －858～0～858 －864～0～864

16 SD SYS D（SD）
COARSE －5H～0H～5H －5H～0H～5H

FINE －858～0～858 －864～0～864

SYS SC（SD） －108～0～108 －115～0～115

26 HD SYS H ADV 0H/90H

システムメニュー

No. 名　称
システムメニューNo.25（SYSTEM FREQ）

59/60 23/24 50 25 (HD) 25 (SD)

502

2F/4F 2F/4F/8F109 CAP.LOCK

501 VITC POS-1

VITC POS-2

600 VIDEO IN SEL

10L～16L～20L

INTSG
HDSDI
SDTI
SDSDI

7L～11L～22L 7L～11L～22L

10L～18L～20L 7L～13L～22L 7L～13L～22L

INTSG
HDSDI
SDSDI

セットアップメニュー

25 (SD)

　　　　 は、工場出荷モードです。

（次ぺージに続きます）
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SD_REF

59/60と同じ

109

セットアップメニュー

No. 名　称
システムメニューNo.25（SYSTEM FREQ）

59/60 23/24 50 25 (HD)

±12h
24h

59/60と同じ

002 TAPE TIMER

OFF
ON

004 SYNCHRONIZE

MANU
AUTO

010 MONI CONTROL

0s～3s～5s012 REC ADJUST

OFF
ON

013 DET STOP

AUTO
INPUT
HD_REF
SD_REF

HD_REF 59/60と同じ031 OUT REF

S/F/R
STOP

105 AUTO EE SEL

NORMAL
THRU

107 EE MODE SEL

OFF
ON

111 MEMORY STOP

OFF
ALL
PRE

NORMAL
V/CTL

ALL ALL113 REC INH

REC
OFF

115 EJECT SW INH

OFF
ON

118 SP MODE INH

－8f～0f～3s10f014 DET ADJUST

セットアップメニュー

59/23
60/24

59/60と同じ 60/24030 HD FREQUENCY

1080i
720p

720p 1080i 720p020 SYS FORMAT

　　　　 は、工場出荷モードです。

25 (SD)

ALL

OFF
ON

119 CONFI REC

CUT
FADE

303 AUD EDIT IN

OFF
LOW
HIGH

135 DET BEEP

EE
TAPE

TAPE TAPE140 OUTPUT

REC
PB
AUTO

141 VOLUME

IN
OUT
IN/OUT

142 AUDIO UNITY

PB PB

OUT OUT

TAPE

PB

OUT

OFF
ON

302 CONFI EDIT

60/24

720p
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セットアップメニュー

セットアップメニュー

No. 名　称
システムメニューNo.25（SYSTEM FREQ）

59/60 23/24 50 25 (HD) 25 (SD)

　　　　 は、工場出荷モードです。

OFF OFFOFF

PREPRE

59/60と同じ

BLANK
THRU

BLANK BLANK500 VITC BLANK

N-DEF
CH1
CH2
CH1+3

320 EDIT RPLCE1

321 EDIT RPLCE2

322 EDIT RPLCE3

323 EDIT RPLCE4

59/60と同じ

324 EDIT RPLCEC

REGEN
PRE
AUTO

PRE503 TCG  MODE

TC&UB
TC
UB

505 TCG REGEN

AS&IN
ASSEM
INSRT

506 REGEN MODE

INT
EXT_L
SLTC
SVITC

507 TC SOURCE

REC
FREE

504 RUN MODE

000～111508 BINARY GP

619 V_FILTER FLD/FRM

OFF
ON

510 TCG CF FLAG

V OUT
TC IN

59/60と同じ

512 TC OUT REF

DF
NDF

NDF NDF511 DF MODE

OFF
EDIT

516 TC OUT ADV

MOMENT
LATCH

517 TCG OUT

100%CB～EQ601 VIDEO INT SG

DR OFF
DR ON

602 SDI IN MODE

FIELD
FRAME

604 FREEZE SEL

NDF

OFF
AUTO

605 INTERPOLATE

CROP
LT-BOX
SQUEEZ
14:9
13:9

59/60と同じ620 DOWNCON MODE 59/60と同じ

CUT
FADE

304 AUD EDIT OUT

PLAYER
RECORDER

306 CF ADJ SEL
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111

セットアップメニュー

セットアップメニュー

No. 名　称
システムメニューNo.25（SYSTEM FREQ）

59/60 23/24 50 25 (HD) 25 (SD)

1080i
720p
- - -

634 480p # HD OUT

480p
480p
480i

635 480p # SD OUT

1080i
720p
- - -

636 480i # HD OUT

480i
480i
480p

637 480i # SD OUT

S-PANL
CORP

STRETCH

59/60と同じ

638 IN U/C MODE

STD
NARROW

639 I U/C RESP H

STD
NARROW

640 I U/C RESP V

Pb-Pr
U-V

59/60と同じ

651 HUE STYLE

OFF
ON

676 BLK CLIP

BLANK
THRU

BLANK BLANK680 CC（F1）BLANK

BLANK
THRU

BLANK681 CC（F2）BLANK

0dB～+1dB～2dB641 I U/C ENH H

0dB～+1dB～2dB642 I U/C ENH V

OFF
AUTO

BLANK

BLANK

685 ESR MODE

　　　　 は、工場出荷モードです。

- - -
480i
480p

633 720p # SD OUT

1080i
720p
1080i

630 1080i # HD OUT

480i
- - -
480p

631 1080i # SD OUT

1080i
720p
720p

632 720p # HD OUT

STD
NARROW

59/60と同じ

625 U/C RESP V

0dB～+1dB～2dB628 U/C ENH H

0dB～+1dB～2dB629 U/C ENH V

59/60と同じ

S-PANL
CROP
STRECH

621 UPCON MODE

STD
NARROW

624 U/C RESP H
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112

セットアップメニュー

名　称
システムメニューNo.25（SYSTEM FREQ）

59/60 23/24 50 25 (HD)

セットアップメニュー

25 (SD)

　　　　 は、工場出荷モードです。

719 CH7 IN SEL

720 CH8 IN SEL

AES
SDI

721 D IN SEL 12

722 D IN SEL 34

723 D IN SEL 56

724 D IN SEL 78

CH1～CH3+4

725 REC CH1

726 REC CH2

727 REC CH3

728 REC CH4

CH5～CH7+8

729 REC CH5

730 REC CH6

731 REC CH7

732 REC CH8

CUE～CH1-8733 REC CUE

AUTO
CUT
FADE

CUT CUT734 PB FADE

DIS
ENA

749 AUDIO PB VR

OFF
ON

760 REC PT MUTE

TONE
SILNCE

SILNCE SILNCE761 AUDIO INT SG

16～0～－16790 CUE REC VOL

INT SG
DIGI
ANA

59/60と同じ

713 CH1 IN SEL

714 CH2 IN SEL

715 CH3 IN SEL

716 CH4 IN SEL

717 CH5 IN SEL

718 CH6 IN SEL

4dB
0dB
－20dB

700 CH1 IN LV

701 CH2 IN LV

702 CH3 IN LV

703 CH4 IN LV

4dB
0dB
－20dB
－60dB

704 CUE IN LV

OFF
ON

688 CC REC

BLANK
THRU
MANU

695 BLANK LINE

OFF
ON

59/60と同じ687 SDI INDEX O 59/60と同じ

OFF
ON

686 CCR MODE

03. HD1700(P80-112)  04.11.22  3:43 PM  ページ112



113

タイムコード/ユーザーズビットについて

タイムコード

タイムコードは、タイムコードジェネレーター (タイ
ムコード信号発生器) によって発生されるタイムコー
ド信号をテープ上に記録し、タイムコードリーダー
(タイムコード信号読取器) でその値を読み取り、テー
プの絶対位置を、時：分：秒：フレーム単位で表示す
るときに使用します。

タイムコードは、ヘリカルトラックのサブコード領域
(データ領域)に書き込まれます。
このために、タイムコードだけを独立してインサート
編集が行えます。また、VTRの再生速度が停止モー
ド 5 スロー再生 5 高速再生(約 50 倍速、ただし
DVCPROテープ使用時は約100倍速)まで読み取る
ことができます。

タイムコード値はディスプレイやスーパーインポーズ
で表示されます。

TCR 00 : 07 : 04 : 23
t t t t
時 分 秒 フレーム

ユーザーズビット

ユーザーズビットは、タイムコード信号のうちでユー
ザーに開放された32ビット(8桁)の情報枠のことで
す。オペレータナンバーなどを記録することができま
す。

ユーザーズビットに使用できる数字(文字)は 0～9
とA B C D E Fです。

内部タイムコードの設定

1 VTRを停止モードにします。

4 <TC>メニューの RUN MDの設定
REC：
記録と同時に歩進します。

FREE：
VTR動作にかかわらず、時刻と同じように歩進
します。

F5

5 <TC>メニューの TCG MDの設定
REGEN：
編集前の下地のTCの連続性を保ちます。

PRE：
操作パネル、または、リモートコントローラで
プリセットが可能になります。

AUTO：
VTRの動作モードにより、REGEN/PREが自
動で切り替わります。
編集時は、REGENが選択され、編集時以外は、
PREが選択されます。

F3

6 TCプリセット値の登録
<HOME>メニューにします。
<TC/UB>
Oプリセット (プリセット可能状態において)

1 数字キーの を押すと、TC表示がTCG
(UBG)に替わり、TCG値(全桁)が文字反
転します。

2 再度 を押すと、1桁のみが反転し変更
可能状態となります。

3 値入力は数字キーで入力します。
を押しながら を押すと、入力値をす

べてクリアできます。
4 UBでのアルファベットは を押しなが
ら同一数字キー( または の連打でト
グル)を押して入力します。
桁移動はADJダイヤルを回します。

5 確定は ボタンを押します。
6 入力中に表示画面を切替えた場合、又は

ボタンを押した場合は、変更可能状態
を解除し、設定が無効となります。

<CTL>
Oリセット

(TC CLR)を押します。F4

C

ENT

87

F

0F

T

T

2 <HOME>メニューの TC/CTL = TCにします。F3

3 <TC>メニューの SOURCE = INTにします。
(内部タイムコードの選択)

F1
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タイムコード/ユーザーズビットについて

外部タイムコードの設定

1 VTRを停止モードにします。

3 ビデオ入力をHD SDI入力、又は INT_SGに設定
している場合は、<TC>メニューの TC SRC
= EXT-L/SLTC/SVITCにします。

F1

4 ビデオ入力をSD SDI入力に設定している場合は
(オプション装着時)、<TC>メニューの TC
SRC = EXT-L/VITCにします。

F1

2 <HOME>メニューの TC/CTL = TCにします。F3

キュータイム登録・プリロール・キュ
ーアップ
(HOME, PF1, PF2画面でのみ機能)

O登録
ボタンを押しながら ボタンを押して登録

します。

Oプリセット
ボタンを押すと、キュータイムまたはTC/UB

表示が文字反転します。
ADJUSTダイヤルを回して、キュータイム表示を
文字反転させます。
以降の登録方法は、TCGと同じ操作です。

Oプリロール
PREROLLボタン押しで現在登録されているCUE
点へプリロールします。

Oキューアップ
ボタンを押しながらPREROLLボタン押しで現

在登録されているCUE点へキューアップします。

F

T

SETF

タイムコード/ユーザーズビットの再生

1 VTRを停止モードにします。

3 PLAYボタンを押します。
再生が開始され、タイムコードがディスプレイに
表示されます。
<TC SHIFT>メニューの SUPER = ONの場
合、VIDEO OUT 3端子からの映像信号に、タイ
ムコード値がスーパーインポーズされます。

F1

<ノート>
Oドロップフレームタイムコードを読んでいる時は、
秒とフレームの間のコロンがピリオドに変わりま
す。

Oタイムコード信号が欠如したときには、CTL信号
で自動的に補います。
ディスプレイは、以下のようになります。

2 <HOME>メニューの TC/CTLを「TC」また
は「UB」にします。
TC：タイムコードが表示されます。
UB：ユーザービットが表示されます。
Oタイムコードが読み取れなくなった場合は、
CTLで補間します。

F3

T 2 R 00:01:04:072

タイムコード信号が欠如
したとき、＊表示になり
ます。

“ ”: 第1、第3フィールド
“＊”: 第2、第4フィールド

ドロップフレームモードのときは、秒と
フレームの間のコロンが「 . 」になりま
す。（59/60Hzモードのみ）
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表示位置
スーパーインポーズの表示位置は、<TC SHIFT>メ
ニューの (C HPOS)と (C VPOS)、ADJダ
イヤルで変えることができます。

F3F2

スーパーインポーズ画面

コントロール信号やタイムコードなどが略称文字で表
示されます。

TCR  22 : 22 : 22 : 22

モニターテレビ

TCR  22 : 22 : 22 : 22

モニターテレビ

TCR  22 : 22 : 22 : 22

モニターテレビ

省略文字

CTL ：コントロール信号のカウント値

TCR ： SBC領域に記録されたタイムコードデータ

TCR.： VAUX領域に記録されたタイムコードデータ

UBR ： SBC領域に記録されたユーザーズビットデータ

UBR.： VAUX領域に記録されたユーザーズビットデータ

TCG ：タイムコードジェネレータのタイムコードデータ

UBG：タイムコードジェネレータのユーザーズビットデータ

<ノート＞
「T2R」「T2R.」「U2R」「U2R.」は、データがテー
プから正しく読み取れなかった時に表示します。

動作モード
<TC SHIFT>メニューの (DISPLY) でVTRの
動作モードも表示されます。

F4

TCR  22 : 22 : 22 : 22

STOP

モニターテレビ

VTR動作モード

表示文字
スーパーインポーズの表示文字は、<TC SHIFT>メ
ニューの (C TYPE)で文字の背影を変えることが
できます。

F5

TCR  22 : 22 : 22 : 22

モニターテレビ

TTCCRR  2222 :: 2222 :: 2222 :: 2222

モニターテレビ

＜ノート＞
システムメニュー項目No.25（SYSTEM FREQ）
で 23/24Hzモードを選択している時、SD SDI
MONITOR/VIDEO OUT3端子のタイムコード等の
スーパーインポーズは表示されません。
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POWER OFF ON

HEADPHONES

PUSH
LOCK

FULL

CH CONDITION MONITOR FULL/FINE REMOTE

L R
9P 50P RS-232C

CH1 2 3 4 5 6 7 8 CUE

XL/L/M-cassette
Do not insert S-cassette

without adapter

EJECT

AUDIO CH SELECT

SHIFT

ABC DEF GHI

JKL MNO PQRS

PREVIEW/
REVIEW

PRE-
ROLL

A IN A OUT

HOME RF1 ASSEM
ADJUST SHTL

REV FWD

VARJOG

STAND BY RECORDER INPUT CHECKPLAYER

SERVO

EDIT PLAY REC

REW STOP FF

REC INHIBIT

PUSH-INTER

INSERT

RF2

VIDEO UNITY TC CUE

AUDIO UNITY DIAG MENU

TRIM

SET

IN OUT

AUTO
EDIT

7 8 9

4 5 6 BS
TUV WXYZ

1 2 3 ENT

0 C T F

F1 F2 F3 F4 F5 F6

CH 1 CH 5 CH 2 CH 6 CH 3 CH 7 CH 4 CH 8

FULLREC P8 REC P8 REC P8 REC P8

音声の記録チャンネルとモニター出力の選択

音声の記録チャンネル

AUDIOのセットアップメニューにより、以下のよう
に音声を選択できます。

記録トラック

CH1

記　録　信　号

CH1入力/CH2入力/CH3入力/CH4入力/
CH1＋CH2入力/CH3+CH4入力

CH2
CH1入力/CH2入力/CH3入力/CH4入力/
CH1＋CH2入力/CH3+CH4入力

CH3
CH1入力/CH2入力/CH3入力/CH4入力/
CH1＋CH2入力/CH3+CH4入力

CH4
CH1入力/CH2入力/CH3入力/CH4入力/
CH1＋CH2入力/CH3+CH4入力

CH5
CH5入力/CH6入力/CH7入力/CH8入力/
CH5＋CH6入力/CH7＋CH8入力

CH6
CH5入力/CH6入力/CH7入力/CH8入力/
CH5＋CH6入力/CH7＋CH8入力

CH7
CH5入力/CH6入力/CH7入力/CH8入力/
CH5＋CH6入力/CH7＋CH8入力

CH8
CH5入力/CH6入力/CH7入力/CH8入力/
CH5＋CH6入力/CH7＋CH8入力

CUE

CUE入力/CH1入力/CH2入力/CH3入力/
CH4入力/CH5入力/CH6入力/CH7入力/
CH8入力/CH1＋CH2入力/CH3＋CH4入力
/CH5＋CH6入力/CH7＋CH8入力/CH1～
CH8入力

モニター出力チャンネル

<AUDIO SHIFT2>メニューの M MIX = L, R,
L/Rにすると、複数のチャンネルの信号をミックスし
て出力することができます。

「L」(または「R」)ボタンを押しながら、数字キーで
モニターしたいチャンネルの数字を押すと、そのチャ
ンネルが選択され、オーディオレベルメーターに表示
されます。
(また、同様の操作ですでに選択されているチャンネ
ルを非選択にします。)
ただし、CH1 ～ CH4 のうち最大 2 チャンネル、
CH5～CH8のうち最大2チャンネルの選択となり
ます。
(例えば、CH1 ＋ CH3 ＋ CH5 ＋ CH8 は可。
CH1＋CH2＋CH4は不可などとなります。)

F6

数字キー

MONITOR SELECTスイッチ
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表示部のセービングファンクション

この機能は、液晶モニターのサービス寿命を延ばすた
めに設けてあります。フロント操作を全くしない場合、
あるいはカセットテープが全く走行しない場合に約5
分後、この機能がスタートします。
セービングファンクションが作動している間は、液晶
モニターは無表示になり、タイムコード表示部にEX
のロゴが点滅表示されます。
セービングファンクションを解除するには、フロント
のボタン、ダイヤル操作をするか、コントローラから
テープ走行を指示してください。なお、セービングフ
ァンクションを解除するために行った操作はそのまま
実行されます。
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A B C D E F G H

2 アウターメンバーのブラケットをラックに取り付
けます。
左右の高さが同じであるかを確認してください。

3 左右のサイドパネルを取り付けている、フロント
側のネジ4本を外します。

4 ラックマウントアダプターAJ-MA75Pを同じネ
ジで取り付けます。

1 スライドレールのインナーメンバーを取り付けます。
ネジ止め位置は、下図を参照してください。

ラックマウントアダプタAJ-MA75P(別売品)をご使
用になりますと、本機を19インチ標準ラックマウン
トに組み込むことができます。
取りつけレールは、摂津金属工業株式会社製18イン
チレール(品番C-305-18)とブラケット(品番RBA2-
35)を使用することをお勧めします。
VTR本体を引き出したときのVTRとラックのすきま
をより確保したい場合は、摂津金属工業(株)製20イ
ンチレール(品番 C-305-20)とブラケット(品番
RBA2-35)を使用することもできます。
詳しくは購入店にご相談ください。

ラックマウント

<ノート>
O使用するネジは、長さ制限があります。長さ
10ミリ以下のものをご使用ください。

O左(L)側も対称の位置で取り付けてください。
Oインナーメンバーは、片側3個ずつ(計6個)の
ネジで止めてください。

Oサイドパネルには、アルファベットの刻印はあ
りません。

インナーメンバ－(18インチレール)

A B C D E F G H

インナーメンバ－(20インチレール)

インナーメンバ－右(R)側のネジ止め位置

ラックマウントアダプター

5 本機底面のゴム足(4か所)を外し、本機をラック
に取り付けます。
取り付け完了後、レールの上でスムーズに移動で
きることを確認します。

EIAJ標準ラック

固定ネジでラックに固定して
ください。

<ノート>
Oラック内の温度は5℃～40℃に保ってください。
OVTRを引き出したときにラックが倒れないように、
ラックをしっかりと床にボルトで固定してください。
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本機には、自動的にヘッドの汚れを軽減するオートヘ
ッドクリーニング機能が付いていますが、より信頼性
を高めるために、適時ビデオヘッドを清掃することを
お勧めいたします。

なお、具体的なクリーニング方法については、サービ
ス会社または、販売会社にご相談ください。

ビデオヘッドクリーニング

露つきが起こるのは、暖房された部屋の窓ガラス一面
に水滴(露)がつくのと同じ原理です。
本機やテープを温度・湿度差の大きいところに移動し
たときに起こります。
O湯気が立ちこもる湿度の多いところや、暖房した
直後の部屋へ移動したとき。

O冷房されているところから急に温度・湿度の高い
ところへ移動したとき。

このようなところへ移動したときは、すぐ電源を入れ
ずに10分程度放置したままでお待ちください。

もし、本機に結露が発生したときは、AUTO OFFラン
プが点灯し、カセットテープは自動的に排出されます。
そのまま、電源を入れた状態でAUTO OFFランプが
消えるまでお待ちください。
なお、AUTO OFFランプが消えた後、ビデオヘッド
クリーニングすることをお勧めいたします。

結露

お手入れ前には、電源スイッチをOFFにし、必ず電
源プラグを持ってコンセントから抜いてください。
キャビネットの清掃は、柔らかい布で行ってください。
汚れのひどいときは、台所用洗剤をうすめ、布に浸し
て固く絞ってふきます。
汚れを拭き取ったのち、乾いた布で仕上げを行ってく
ださい。

<ノート>
アルコール、ベンジン、シンナーなどの溶剤は使用し
ないでください。外装部品表面が変色したり、塗装が
落ちたりする原因になります。

お手入れについて
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本機にワーニングが発生すると、ワーニングランプが
点灯します。
ダイアグメニューを開くとフロント液晶部、モニター
テレビにその内容を表示します。また、本機の動作に
異常が発生すると、AUTO OFFランプが点灯し、タ
イムコード表示部にメッセージを表示します。

ダイアグメニュー

VTRの情報を表示します。
VTRの情報にはワーニング情報とアワーメータ(使用
時間)情報があります。フロント液晶部、または、モ
ニターテレビとコネクタ部のVIDEO OUT3端子と
接続している場合は、モニターテレビにダイアグメニ
ューが出ます。

$ダイアグメニューの表示

エラーメッセージ

1 DIAGボタンを押します。
モニターテレビにダイアグメニューの画面が表示
されます。

2 タイムコード表示部の (WARN)を押すとワー
ニング情報を表示し、 (HOURS)を押すとアワ
ーメータ情報を表示します。
アワーメータ情報は、ADJダイヤルでスクロール
して表示を行います。

F2

F1

3 ダイアグメニューを抜けるには、他のダイレクト
メニューボタンを押してください。

$ワーニング情報の表示
Oワーニング発生(ワーニングランプ点灯)時は、ワー
ニングメッセージを表示します。
ワーニングが発生していない場合は、「NO
WARNING」を表示します。

O複数のワーニングが発生している場合は、ADJダ
イヤルを回すと各内容を確認することができます。

POWER OFF ON

HEADPHONES

PUSH
LOCK

FULL

CH CONDITION MONITOR FULL/FINE REMOTE

L R
9P 50P RS-232C

CH1 2 3 4 5 6 7 8 CUE

XL/L/M-cassette
Do not insert S-cassette

without adapter

EJECT

AUDIO CH SELECT

SHIFT

ABC DEF GHI

JKL MNO PQRS

PREVIEW/
REVIEW

PRE-
ROLL

A IN A OUT

HOME RF1 ASSEM
ADJUST SHTL

REV FWD

VARJOG

STAND BY RECORDER INPUT CHECKPLAYER

SERVO

EDIT PLAY REC

REW STOP FF

REC INHIBIT

PUSH-INTER

INSERT

RF2

VIDEO UNITY TC CUE

AUDIO UNITY DIAG MENU

TRIM

SET

IN OUT

AUTO
EDIT

7 8 9

4 5 6 BS
TUV WXYZ

1 2 3 ENT

0 C T F

F1 F2 F3 F4 F5 F6

CH 1 CH 5 CH 2 CH 6 CH 3 CH 7 CH 4 CH 8

FULLREC P8 REC P8 REC P8 REC P8

1

2 ADJダイヤル
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セットアップメニュー No.006 (DISPLAY SEL) で
T&S&Mが選択されている場合、ワーニングまたはエラ
ー発生時、モード表示部にメッセージを表示します。
複数発生時は、優先順位の高いものが表示されます。

エラーメッセージ

優先順位 表示と内容

高い

低い

エラーメッセージ(エラーメッセージ表参照)
本機の動作に異常が発生すると、AUTO OFFラン
プが点灯し、エラーメッセージを表示します。

INT SG
<VIDEO>メ ニ ュ ー の (VID IN) ま た は
<AUDIO>、<AUDIO SHIFT1>メニューのオーデ
ィオ入力選択で「INT SG」が選択されている時に
EDITボタンを押すと、開始2秒間表示されます。
記録の開始時2秒間も同様に表示されます。

F1

NO INPUT
アナログオーディオを除き、<VIDEO>メニューの

(VID IN) ま た は <AUDIO>、 <AUDIO
SHIFT1>メニューのオーディオ入力選択で選択さ
れている入力端子に入力信号がない場合に、EDIT
ボタンを押すと、開始2秒間表示されます。
記録の開始時2秒間も同様に表示されます。

F1

ワーニングメッセージ(ワーニングメッセージ表参照)
本機にワーニングが発生すると、ワーニングランプ
が点灯し、ワーニングメッセージを表示します。
複数のワーニングが発生している場合は、優先順位
の高いものを表示します。

$アワーメータ情報の表示
ADJダイヤルを回すと、カーソル（2)が移動し、カ
ーソルのある項目の内容をスーパーインポーズで表示
します。

<ノート>
アワーメータ情報のリセット可能な項目は、メンテナ
ンスを行った場合等に販売店によりリセットします。

No./項目 設定内容

H00

OPERATION

電源が投入されている時間を1時間単位で表示
します。

H01

DRUM RUN

ドラムが回転している時間を1時間単位で表示
します。

H02

TAPE RUN

FF、REW、PLAY、SEARCH(JOG、VAR、
SHTL)REC、EDIT モード時(ただし、JOG、
VAR、SHTL STILLは除く)に、テープが走行
している時間を1時間単位で表示します。

H03

THREADING

スレッティング(ローディング)／アンスレッテ
ィング(アンローディング)の回数を1回単位で
表示します。

H04

F LOADING

フロントローディングの動作回数を1回単位で
表示します。

H05

LCD ON

液晶モニターの点灯時間を1時間単位で表示し
ます。

H15

LCD ON r

液晶モニターの点灯時間を1時間単位で表示し
ます。
(リセット可能)

H11

DRUM RUNr

ドラムが回転している時間を1時間単位で表示
します。
(リセット可能)

H13

THREADINGr

スレッディング(ローディング)／アンスレッデ
ィング(アンローディング)の回数を1回単位で
表示します。（リセット可能)

H30

POWER ON

電源が投入された回数を 1回単位で表示しま
す。

H12

TAPE RUNr

FF、REW、PLAY、SEARCH(JOG、VAR、
SHTL)REC、EDIT モード時(ただし、JOG、
VAR、SHTL STILLは除く)に、テープが走行
している時間を1時間単位で表示します。
(リセット可能)

H14

F LOADINGr

フロントローディングの動作回数を1回単位で
表示します。
(リセット可能)
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高い

低い

エラーメッセージ

表示
O内容
OVTRの動作と対処方法

ワーニングメッセージ

エラーメッセージ

優先順位
O表示
O内容
OVTRの動作と対処方法

SERVO NOT LOCKED
再生、記録、編集時、サーボが3秒以上外れた場合
に表示します。
VTR：動作継続
Oテープを確認してください。
再生不可能な方式で記録されたテープが挿入され
ている可能性があります。

HIGH ERROR RATE
エラーレートが悪化し、ビデオ／オーディオのいず
れかの再生信号に修整／補間がかかった場合に表示
します。
VTR：動作継続
Oビデオヘッドクリーニングを行ってください。

LOW RF
再生、記録、編集時にビデオヘッドのエンベレベルが
通常の約１/3以下の状態を1秒以上検出した場合、あ
るいはA/CヘッドのCTLレベルが通常の約１/6以下
の状態を1秒以上検出した場合に表示します。
ODV/DVCAM再生時はCTLレベルは検出しません。
O記録、編集時はビデオの同時再生ヘッドのみのエ
ンベレベルを検出します。

VTR：動作継続
OビデオヘッドおよびA/Cヘッドのクリーニング
を行ってください。

INVALID TC MODE [23/24Hz, 25Hz(HD,SD)モード時]
再生時、タイムコードがDFモードで記録されている
場合に表示されます。タイムコードのドロップポイン
トで映像出力が乱れ、音声出力はミュートされます。
VTR：動作継続
Oテープを確認してください。
バリアブルフレームレートカメラで収録されたテー
プを本機で再生する場合、タイムコードはNDFモ
ードで記録されている必要があります。

TC SEQUENCE UNMATCH[23/24Hz, 25Hz(HD,SD)モー
ド時]
再生時、アクティブフレーム情報とタイムコードの関
係が不正規の場合に表示されます。映像出力が不均一
（滑らかでない動き）になる場合があります。
VTR：動作継続
Oテープを確認してください。
バリアブルフレームレートカメラで収録されたテープにはアクテ
ィブフレーム（フレーム映像が切換わった先頭フレーム）情報が
記録されています。本機で再生する場合は、タイムコードの0フ
レームがアクティブフレーム位置で検出される必要があります。

FAN STOP
ファンモーターが停止した場合に表示します。
VTR：動作継続(メニューの設定に関わらず、ビー
プ音が鳴ります。)
Oファンに異物が入っていないか確認してください。

NO RF
再生時、テープのブランク部分を1秒以上検出した
場合に表示します。
下記の条件を全て満たしたとき、ブランク部分とし
て認識します。
O全てのヘッド出力がない。
O再生データが読み取れない。
OCTLがない。
VTR：動作継続
Oテープを確認してください。
記録されていないテープが挿入されている可能性
があります。

CAP ROTA
TOO SLOW

キャプスタンモータの回転数が異常に低い場合、
｢AUTO OFF」ランプが点灯し、メッセージ表
示が点滅します。
VTR：停止
OPOWERスイッチをOFF 5 ONにしてくだ
さい。

CAP TENSION
ERROR

キャプスタンモードでS側テンション異常を検
出した場合、｢AUTO OFF」ランプが点灯し、
メッセージ表示が点滅します。
VTR：停止
OPOWERスイッチをOFF 5 ONにしてくだ
さい。

DEW 結露を検出した場合、｢AUTO OFF」ランプが
点灯し、メッセージ表示が点滅してEJECTモ
ードへ移行します。EJECT後、結露を除去す
るためにドラムが回転します。
結露が解除されると、｢AUTO OFF」ランプと
メッセージ表示が消え、VTRは使用可能となり
ます。
OEJECTモードで結露を検出すると、その時
点でドラムが回転します。

Oカセットが挿入されているときに結露を検出
すると、ドラムの回転を止め、EJECT後に
ドラムが回転します。

VTR：EJECT
O電源を入れた状態でお待ちください。

DRUM ROTA
TOO FAST

シリンダモータの回転数が異常に高い場合、
｢AUTO OFF」ランプが点灯し、メッセージ表
示が点滅します。
VTR：停止
OPOWERスイッチをOFF 5 ONにしてくだ
さい。

DRUM ROTA
TOO SLOW

シリンダモータの回転数が異常に低い場合、
｢AUTO OFF」ランプが点灯し、メッセージ表
示が点滅します。
VTR：停止
OPOWERスイッチをOFF 5 ONにしてくだ
さい。

E-FF ローディング途中または、ローディング完了後
に、テープ始端およびテープ終端を同時に検出
した場合、｢AUTO OFF」ランプが点灯しメッ
セージ表示が点滅します。
VTR：停止
OPOWERスイッチをOFF 5 ONにしてくだ
さい。

FRONT LOAD
ERROR

ローディング途中(ハーフポジション)の終始端
処理動作で、巻き取り側リールが一定時間空回
りした場合、｢AUTO OFF」ランプが点灯しメ
ッセージ表示が点滅します。
VTR：停止
OPOWERスイッチをOFF 5 ONにしてくだ
さい。
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エラーメッセージ

表示
O内容
OVTRの動作と対処方法

T REEL
TORQUE ERR

Tリールモータに異常トルクがかかっているこ
とを検出した場合、｢AUTO OFF」ランプが点
灯しメッセージ表示が点滅します。
VTR：停止
OPOWERスイッチをOFF 5 ONにしてくだ
さい。

S REEL
TORQUE ERR

Sリールモータに異常トルクがかかっているこ
とを検出した場合、もしくは、電流検出抵抗に
異常電流が流れていることを検出した場合、
｢AUTO OFF」ランプが点灯しメッセージ表示
が点滅します。
VTR：停止
OPOWERスイッチをOFF 5 ONにしてくだ
さい。

本機を再起動してもエラーメッセージが表示する場
合は、お買い上げの販売店にご相談ください。

UNLOAD
ERROR

アンローディング時テープを巻き取らなかった
場合、｢AUTO OFF」ランプが点灯しメッセー
ジ表示が点滅します。
VTR：停止
OPOWERスイッチをOFF 5 ONにしてくだ
さい。

WINDUP
ERROR

テープ総量検出後、テープ走行中、巻き取り側
リールのテープ巻き取り量と、送り出し側リー
ルのテープ送り出し量が、異常に異なった場合、
｢AUTO OFF」ランプが点灯しメッセージ表示
が点滅します。
VTR：停止
OPOWERスイッチをOFF 5 ONにしてくだ
さい。

W-UP REEL
NOT ROTA

カセット挿入後、テープ総量未検出状態でテー
プ走行中、テープ巻き取り側リールがテープを
巻き取っていない場合、｢AUTO OFF」ランプ
が点灯しメッセージ表示が点滅します。
VTR：停止
OPOWERスイッチをOFF 5 ONにしてくだ
さい。

エラーメッセージ

S-FF/REW
TIMEOVER

終始端処理動作が終了しない場合、｢AUTO
OFF」ランプが点灯しメッセージ表示が点滅し
ます。
VTR：停止
OPOWERスイッチをOFF 5 ONにしてくだ
さい。

T REEL ROTA
TOO FAST

T リールモータの回転数が異常に低い場合、
｢AUTO OFF」ランプが点灯しメッセージ表示
が点滅します。
VTR：停止
OPOWERスイッチをOFF 5 ONにしてくだ
さい。

S REEL ROTA
TOO FAST

S リールモータの回転数が異常に高い場合、
｢AUTO OFF」ランプが点灯しメッセージ表示
が点滅します。
VTR：停止
OPOWERスイッチをOFF 5 ONにしてくだ
さい。

表示
O内容
OVTRの動作と対処方法

FRONT LOAD
MOTOR

EJECTモードに移行し6秒経過してもカセッ
トアップしない場合、｢AUTO OFF」ランプが
点灯し、メッセージ表示が点滅します。
<ノート>
カセット挿入後、6秒経過してもカセットダウ
ンにならない場合、EJECTモードに移行しま
す。
VTR：停止
OPOWERスイッチをOFF 5 ONにしてくだ
さい。

LOADING
MOTOR

アンローディング動作が6秒以内に完了しない
場合、｢AUTO OFF」ランプが点灯し、メッセ
ージ表示が点滅します。
<ノート>
ローディング動作が 6秒以内に完了しない場
合、EJECTモード(アンローディングモード)へ
移行します。
VTR：停止
OPOWERスイッチをOFF 5 ONにしてくだ
さい。

REEL DIR
UNMATCH

巻取り側のリールモータが逆転した場合、
｢AUTO OFF」ランプが点灯し、メッセージ表
示が点滅します。
VTR：停止
OPOWERスイッチをOFF 5 ONにしてくだ
さい。

REEL
TENSION
ERROR

リールモードでS側テンション異常を検出した
場合、｢AUTO OFF」ランプが点灯し、メッセ
ージ表示が点滅します。
VTR：停止
OPOWERスイッチをOFF 5 ONにしてくだ
さい。

SERVO COMM
ERROR

サーボマイコンが10秒経過しても、システム
コントロールマイコンの指示に従わない場合、
｢AUTO OFF」ランプが点灯し、メッセージ表
示が点滅します。
VTR：停止
OPOWERスイッチをOFF 5 ONにしてくだ
さい。

SERVO
CONTROL
ERROR

サーボマイコンからの応答が 1秒以上ない場
合、｢AUTO OFF」ランプが点灯し、メッセー
ジ表示が点滅します。
VTR：停止
OPOWERスイッチをOFF 5 ONにしてくだ
さい。

SERVO
ERROR

瞬停等でサーボマイコンのみRESETがかかっ
た場合、｢AUTO OFF」ランプが点灯し、メッ
セージ表示が点滅します。
VTR：停止
OPOWERスイッチをOFF 5 ONにしてくだ
さい。

04. HD1700(P113-136)  04.11.22  3:46 PM  ページ123



124

RS-232Cインターフェースを使用することにより、コマ
ンドによるVTR操作が可能になります。
(127、128ページのコマンド一覧をご参照ください。)

$RS-232Cインターフェースからのコマン
ド受け付け条件
セットアップメニューNo. 204
(RS232C SEL)：ON
上記条件が成立していない場合は、外部に対し
て[ACK]＋[STX] ER001 [ETX]の返答を行い
ます。[ACK] の返信をするかしないかは、セッ
トアップメニュー項目 No.209「RETURN
ACK」の設定に従います。

ハードウェア仕様

外部インターフェース仕様

RS-232Cインターフェース

O端子仕様
コネクター：
D-SUB 25ピン(クロスケーブル対応)

Oコントローラ(PC)との接続例
(D-SUB 25ピン　クロスケーブルを使用)

ピンNo. 信　号 内　　容

1 FG 保安用接地(フレームグランド)

2 RXD 受信データ(PCへデータを送信する)

3 TXD 送信データ(PCからデータを受信す
る)

4 CTS 送信可(5番ピンと短絡)

5 RTS 送信要求(4番ピンと短絡)

6 DTR データ端末レディ(未処理)

7 SG 信号用接地(信号用GND)

20 DSR データ・セット・レディ(通信可能状
態後正電圧出力)

PC側
(D-SUB 25ピン) VTR側

FG
TXD
RXD
RTS
CTS
DSR
SG
DTR

1
2
3
4
5
6
7
20

FG
RXD
TXD
CTS
RTS
DTR
SG
DSR

1
2
3
4
5
6
7
20

(D-SUB 9ピン-25ピン　クロスケーブルを使用)

PC側
(D-SUB 9ピン) VTR側

RXD
TXD
DTR
SG
DSR
RTS
CTS

2
3
4
5
6
7
8

FG
RXD
TXD
CTS
RTS
DTR
SG
DSR

1
2
3
4
5
6
7
20
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ソフトウェア仕様(プロトコル)

1. 通信条件

RS-232Cインターフェース

通信方式 調歩同期式・全二重

通信速度 300/600/1200/2400/4800/9600

ビット長 7bit/8 bit

ストップビット 1 bit/2 bit

パリティビット NONE/ODD/EVEN

ACKコード 返信する/返信しない
<ノート>
ACKコードとは、コントローラー側から正常
なデータの送信があった場合、VTR側からコ
ントローラーに対して返信するコードのこと
です。

　　　　 は、工場出荷モードです。

通信条件 セットアップメニュー項目

通信速度 No.205 BAUD RATE

ビット長 No.206 DATA LENGTH

ストップビット No.207 STOP BIT

パリティビット No.208 PARITY

ACKコード No.209 RETURN ACK

設定の変更は、下記のセットアップメニュー項目で変
更できます。

2.送信フォーマット
[コントローラ(PC)5 VTR]

$データフォーマット

[STX] [command] [:] [data] [ETX]
02h XX XX XX 3Ah XX.....XX 03h

20H<XX<7FH
(XX=ASCIIコード：記号、数字、英大文字)

[command]：
コマンド識別子(3バイト)です。
コマンドとして3バイトの識別子(ASCII コー
ド：記号、数字、英大文字)を送信します。
[ : ]：
コロンは、コマンドとデータとの区切りを意
味するコードです。
[data]：
必要なバイト数のデータ(ASCIIコード：記号、
数字、英大文字)を付け加えることができます。

$コントローラからの送信手順概略

1 送信コマンドは、STX(START OF TEXT =
02h)で始まります。次に続くCOMMAND
によりコマンドの識別を行い、必要に応じて
データを付け加えます。
最後にETX(END OF TEXT = 03h)で終了
します。

2 新たに別のコマンドを送信する場合は、VTR
からの応答を待ってから送信します。(126
ページ参照)

3 ETXを送信する前に再度STXを送信すると、
VTR側の内部受信データバッファはクリアさ
れます。コマンドエラーをコントローラへ返
信し、再度受信したSTXを先頭として、新
たにデータ処理を行います。
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RS-232Cインターフェース

3.返信フォーマット
[VTR 5コントローラ(PC)]

コマンド指示に対して、次の応答を行います。必
要に応じて複数の応答を行うこともあります。

$通信が正常終了した場合
1.受信完了メッセージを返信します。

[ACK]
06h

2. 実行完了メッセージを返信します。

[STX] [command] [data] [ETX]
02h XX XX XX XX.....XX 03h

[command]：
返信するメッセージ(データ)または、実行完
了のメッセージ識別子です。
[data]：
返信するデータです。省略が可能です。

example:
送信コマンド 返信メッセージ(データ)
[STX] OPL [ETX] 5 [ACK] [STX] OPL [ETX]

$通信が異常終了した場合

[NACK]
15h

$間違ったデータまたはVTRに異常があり処理で
きない場合
1.受信完了メッセージを返信します。

[ACK]
06h

2.エラーコードを返信します。

[STX] [E R N1 N2 N3 ] [ETX]
02h エラーコード 03h

4. エラーコード一覧

ER001：無効コマンド
O未対応コマンド受信
Oコマンド実行エラー

ER002：パラメータエラー
ER102：VTR モードエラー

(フロントローディングモータ)
ER103：VTR モードエラー

(ローディングモータ)
ER104：VTR モードエラー

(ドラム、キャプスタン系)
ER105：VTR モードエラー(リール系)
ER106：VTR モードエラー(テンション系)
ER108：VTR DEW エラー
ER1FF ：VTR システムエラー
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RS-232Cインターフェース

5. コマンド一覧

$ 動作制御(Operation)関連コマンド

<ノート>
O返信(完了)メッセージは、データ受信時に[ACK]
を返信し、その後返信する実行メッセージのみ
を記載しています。

O下記表に記載されていないコマンドについては、
[ACK] を返信後にER001(無効コマンド)を返
信します。

VTR操作 送信コマンド

STOP [STX] OSP [ETX] 45 [STX] OSP [ETX]

テープ走行を停止するコマンドです。
出力画および音声の状態は、セットアップメニ
ューNo. 105(AUTO EE SEL)の設定により異
なります。
詳細は、各セットアップメニューをご参照くだ
さい。

返信(完了)
メッセージ

STANDBY
OFF

[STX] OBF [ETX] 45 [STX] OBF [ETX]

VTRをスタンバイOFFにするコマンドです。

STANDBY
ON

[STX] OBN [ETX] 45 [STX] OBN [ETX]

VTRをスタンバイONにするコマンドです。

VTR操作 送信コマンド

SHTL
FORWARD

[STX] OSF:data [ETX]45 [STX] OSF [ETX]

正方向シャトルのコマンドです。
data = n：speed data

0：STILL
1：×0.03
2：×0.1
3：×0.2
4：×0.5
5：×1
6：×2.0
(DVCPROHD-LP以外のフォーマ
ット時は、×1.85)

7：×4.9
8：×9.8
9：×16
A：×32

<ノート>
×16倍速と×32倍速は、セットアップメニュ
ーNo.101(SHTL MAX)の設定により異なりま
す。

返信(完了)
メッセージ

SHTL
REVERSE

[STX] OSR:data [ETX]45 [STX] OSR [ETX]

逆方向シャトルのコマンドです。
data = n：speed data

0：STILL
1：×0.03
2：×0.1
3：×0.2
4：×0.5
5：×1
6：×2.0
(DVCPROHD-LP以外のフォーマ
ット時は、×1.85)

7：×4.9
8：×9.8
9：×16
A：×32

<ノート>
×16倍速と×32倍速は、セットアップメニュ
ーNo.101(SHTL MAX)の設定により異なりま
す。

EJECT [STX] OEJ [ETX] 45 [STX] OEJ [ETX]

カセットテープをイジェクトするコマンドです。
出力画および音声の状態は、セットアップメニ
ューNo.105(AUTO EE SEL)の設定により異
なります。
詳細は、各セットアップメニューをご参照くだ
さい。

PLAY [STX] OPL [ETX] 45 [STX] OPL [ETX]

再生を開始するコマンドです。

REWIND [STX] ORW [ETX] 45 [STX] ORW [ETX]

テープを巻き戻すコマンドです。
出力画および音声の状態は、セットアップメニ
ューNo.105(AUTO EE SEL)の設定により異
なります。
最高速度は、セットアップメニューNo.102 (FF.
REW MAX)の設定により異なります。
詳細は、各セットアップメニューをご参照くだ
さい。

FAST
FORWARD

[STX] OFF [ETX] 45 [STX] OFF [ETX]

テープを早送りするコマンドです。
出力画および音声の状態は、セットアップメニ
ューNo.105(AUTO EE SEL)の設定により異
なります。
最高速度は、セットアップメニューNo.102 (FF.
REW MAX)の設定により異なります。
詳細は、各セットアップメニューをご参照くだ
さい。

REC [STX] ORC [ETX] 45 [STX] ORC [ETX]

録画を開始するコマンドです。
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RS-232Cインターフェース

$ 問い合わせ(Question)関連コマンド

<ノート>
O返信(完了)メッセージは、データ受信時に[ACK]
を返信し、その後返信する実行メッセージのみ
を記載しています。

O下記表に記載されていないコマンドについては、
[ACK] を返信後にER001(無効コマンド)を返
信します。

VTR操作 送信コマンド

CTL/TC
DATA
REQUEST

[STX] QCD [ETX] 45 [STX] CD data [ETX]

カウンター値を問い合わせるコマンドです。
data = f w gh mm ss ff

f = F
w = S
gh=
CTLのとき：
g = SP (20h) : プラス時

－ (2Dh) : マイナス時
h = 0～9 : 時
TCのとき：
gh = 00～23 : 時

mm = 00～59 : 分
ss = 00～59 : 秒
[525iシステム]
ff = 00～29 : フレーム

<ノート>
フロント表示モードに合わせて、CTLか TCを
返信します。

返信(完了)
メッセージ

STATUS
REQUEST

[STX] QOP [ETX] 45 [STX] 222 [ETX]

VTRの動作モードを問い合わせるコマンドです。
222 = OEJ : EJECT

OFF : FAST FORWARD
OPL : PLAY
ORC : REC
ORW : REWIND
OSP : STOP (STANDBY ON 含む)
SRS : (IN/OUT) PREROLL
OBF : STAND BY OFF
OSF : SHTL FORWARD
OSR : SHTL REVERSE
OJG : JOG FORWARD/REVERSE
OSW : VAR FORWARD/REVERSE
EAE : AUTO EDIT
EON : EDIT ON (MANUAL EDIT)
EPV : PREVIEW
ERV : REVIEW

ID(機器番
号)REQUEST

[STX] QID [ETX] 45 [STX] data [ETX]

使用機器を問い合わせるコマンドです。
data = AJ-HD1700
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RS-232Cインターフェース

$ Microsoft QuickBASIC サンプルプログラム

CLS
STX$ = CHR$(&H2): ETX$ = CHR$ (&H3): NAK$ = CHR$(15): ACK$ = CHR$(&H6)
PRINT "*** RS-232C COMMUNICATION SAMPLE PROGRAM ***"
PRINT "Type Command 'QUIT' to quit."
PRINT

REM *** Communication Port Initial & Open ***
REM Port 1,9600Bps,No parity,8 bit data,1 stop bit
OPEN "COM1:9600,N,8,1" FOR RANDOM AS #1 LEN = 256

REM *** Input Command & Send Command ***
SendCmd:
INPUT "Input Command ="; SEND$
IF SEND$ = "QUIT" THEN GOTO ProgEnd
PRINT #1, STX$ + SEND$ + ETX$

REM *** Wait for Receive Command ***
WHILE LOC(1) = 0

WAITKEY$ = INKEY$
IF WAITKEY$ = "Q" THEN PRINT "*** Quit ***": GOTO ProgEnd

WEND

REM *** Receive Command ***
RecvCmd:
RECV$ = INPUT$(1, #1)
IF RECV$ = STX$ THEN RECV$ = "[Stx]"
IF RECV$ = ACK$ THEN RECV$ = "[Ack]"
IF RECV$ = NAK$ THEN RECV$ = "[Nak]"
IF RECV$ = ETX$ THEN BUFFER$ = BUFFER$ + "[Etx]": GOTO DispOut
BUFFER$ = BUFFER$ + RECV$
GOTO RecvCmd

REM *** Output Receive Command ***
DispOut:
PRINT "Receive Command ="; BUFFER$
PRINT
BUFFER$ = ""
GOTO SendCmd

REM *** End Program ***
ProgEnd:
CLOSE
END

Microsoft QuickBASICはマイクロソフト社の商標です。
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コネクターの信号

VIDEO IN

HD SERIAL IN
(DIGITAL)

BNC×1、アクティブスルー(BNC×1)

HD REF IN BNC×2、ループスルー、
75Ω終端スイッチ付

SD REF IN BNC×2、ループスルー、
75Ω終端スイッチ付

SD SERIAL IN
(DIGITAL)

BNC×1、アクティブスルー(BNC×1)
(ボード　オプション)

SDTI IN BNC×1(ボード　オプション)

VIDEO OUT

HD SERIAL OUT
(DIGITAL)

BNC×4

SD SERIAL OUT
(DIGITAL)

BNC×2

VIDEO OUT BNC×3

HD REF OUT BNC×1

SD REF OUT BNC×1

SDTI OUT BNC×1(ボード　オプション)

AUDIO IN

HD SERIAL IN
(DIGITAL)

BNC×1、アクティブスルー(BNC×1)

AUDIO IN
(DIGITAL)

BNC × 4(CH1/CH2、CH3/CH4、
CH5/CH6、CH7/CH8)、
AES/EBUフォーマット

AUDIO IN
(ANALOG)

XLR×4(CH1、CH2、CH3、CH4)

CUE IN XLR×1

TIME CODE IN XLR×1

SD SERIAL IN
(DIGITAL)

BNC×1、アクティブスルー(BNC×1)
(ボード　オプション)

AUDIO OUT

HD SERIAL OUT
(DIGITAL)

BNC×4

AUDIO OUT
(DIGITAL)

BNC × 4(CH1/CH2、CH3/CH4、
CH5/CH6、CH7/CH8)、
AES/EBUフォーマット

AUDIO OUT
(ANALOG)

XLR×4(CH1、CH2、CH3、CH4)

CUE OUT XLR×1

TIME CODE
OUT

XLR×1

MONITOR OUT XLR×2(L、R)

HEADPHONES(
フロント)

M6

SD SERIAL OUT
(DIGITAL)

BNC×2

RS-422A REMOTE(9P)

OREMOTE IN/OUT

ピンNo. 信号内容

1 FRAME GROUND

2 TRANSMIT A

3 RECEIVE B

4 RECEIVE COMMON

5 ====

6 TRANSMIT COMMON

7 TRANSMIT B

8 RECEIVE A

9 FRAME GROUND

OREMOTE OUT

ピンNo. 信号内容

1 FRAME GROUND

2 RECEIVE A

3 TRANSMIT B

4 TRANSMIT COMMON

5 ====

6 RECEIVE COMMON

7 RECEIVE B

8 TRANSMIT A

9 FRAME GROUND
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コネクターの信号

PARALLEL REMOTE(50P)

ファンクションメニューの50 PIN ASSIGNを参照
してください。(77ページ)

ENCODER REMOTE(15P)

ピンNo. 信号内容

1 FRAME GROUND

4 REM (G)

7 REM RX (X) 
REMOTE CONTROL PROTOCOL RECEIVE

8 REM TX (X)
REMOTE CONTROL PROTOCOL TRANSMIT

14 REM RX (Y)
REMOTE CONTROL PROTOCOL RECEIVE

15 REM TX (Y)
REMOTE CONTROL PROTOCOL TRANSMIT

RS-232C
(D-SUB 25ピン、クロスケーブル対応)

ピンNo. 信　号 内　　容

1 FG 保安用接地(フレームグランド)

2 RXD 受信データ(PCへデータを送信する)

3 TXD 送信データ(PCからデータを受信す
る)

4 CTS 送信可(5番ピンと短絡)

5 RTS 送信要求(4番ピンと短絡)

6 DTR データ端末レディ(未処理)

7 SG 信号用接地(信号用GND)

20 DSR データ・セット・レディ(通信可能状
態後正電圧出力)

回路基板

F1基板(ADDA)

スイッチNo. 設定目的

SW1 AUDIO INPUT IMPEDANCE SW
CH1のAUDIO入力インピーダンスを設定しま
す。

HIGH/600Ω

SW101 AUDIO INPUT IMPEDANCE SW
CH2のAUDIO入力インピーダンスを設定しま
す。

HIGH/600Ω

SW201 AUDIO INPUT IMPEDANCE SW
CH3のAUDIO入力インピーダンスを設定しま
す。

HIGH/600Ω

SW301 AUDIO INPUT IMPEDANCE SW
CH4のAUDIO入力インピーダンスを設定しま
す。

HIGH/600Ω

　　　　 は、工場出荷モードです。

H3基板(CUE)

スイッチNo. 設定目的

SW101 CUE INPUT IMPEDANCE SW
CUE入力インピーダンスを設定します。

HIGH/600Ω

ボードの取り付けは、販売店にご相談ください。
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保証とアフターサービス

故障・修理・お取扱い・メンテナンス
などのご相談は、まず、

お買い上げの販売店
へ、お申し付けください。

お買い上げの販売店がご不明の場合は、当社（裏表紙）までご連絡ください。
※ 内容により、お近くの窓口をご紹介させていただく場合がございますので、ご了承ください。

■保証書（別添付）
お買い上げ日・販売店名などの記入を必ずお確か
めの上、お買い上げの販売店からお受け取りくだ
さい。
内容をよくお読みいただいた上、大切に保存して
ください。
万一、保証期間内に故障が生じた場合には、保証
書記載内容に基づき、「無料修理」させていただき
ます。

■補修用性能部品
当社では、デジタルHDビデオカセットレコーダ
ーの補修用性能部品を、製造打ち切り後、8年間保
有しています。
※ 補修用性能部品とは、その製品の機能を維持す
るために必要な部品です。

保証期間：お買い上げ日から本体1年間
ただし、下記部品は、保証期間内でも使用時間による保
証となります。
DVCPROビデオヘッド:1.000 時間
消耗・摩耗部品 :1.000 時間

Oビデオヘッド
Oピンチローラー
O各種ブレーキ
Oモーター

Oローラー類
Oヘッド類
Oその他メカ駆動系部品

■定期メンテナンス（保守・点検）
定期メンテナンス（保守・点検）は、お客様が安
心して機器をご使用いただくために、定期的に必
要なメンテナンスを行い、機器の機能を常に良好
な状態に維持するためのものです。
部品の摩耗、劣化、ゴミ、ホコリの付着などによ
る突発的な故障、トラブルを未然に防ぐとともに、
安定した機能、性能を維持するために、定期メン
テナンスのご契約を推奨いたします。

なお、メンテナンス実施の周期、費用につきまし
ては、機器のご使用状況、時間、環境などにより
変化します。
定期メンテナンス（有料）についての詳しい内容
は、お買い上げの販売店にご相談ください。
＊摩耗部品とは、

この取扱説明書を再度ご確認の上、お買い上げの販売
店までご連絡ください。

◆保証期間中の修理は．．．
保証書の記載内容に従って、修理させていただき
ます。詳しくは、保証書をご覧ください。

◆保証期間経過後の修理は．．．
修理により、機能、性能の回復が可能な場合は、
ご希望により有料で修理させていただきます。

ご連絡いただきたい内容

修理を依頼されるとき

品　名 デジタルHDビデオカセット
レコーダー

品　番 AJ-HD1700

製造番号

お買い上げ日

故障の状況
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【総合】

は安全項目です。

電源 ：AC 100－240V、50/60 Hz
消費電力 ：240W(オプション未挿入時220W)

動作周囲温度
5℃～40℃

動作周囲湿度
10%～80%(結露無し)

質量
約22 kg

外形寸法(幅×高さ×奥行き)
424 mm (最大435.4 mm)×175.2 mm×448.9 mm
(セット足、ジャック、JOGダイヤル、FANを除く)

記録フォーマット
DVCPRO HD-LP

記録ビデオ信号
1080i（50Hz/59.94Hz/60Hz切り替え）
720p（59.94Hz/60Hz切り替え）
480i/59.94Hz
576i/50Hz（オプションAJ-UC1700G装着時）

記録オーディオ信号
48 kHz 16bit 8CH

記録トラック
デジタルビデオ・オーディオ：
ヘリカルトラック
(タイムコードはサブコード領域に記録)

キュートラック：
１トラック

コントロールトラック：
１トラック

テープ速度
67.64 mm/秒（59.94Hzモード）
67.70mm/秒（60Hz/50Hzモード）

使用テープ
メタルテープ

録画時間
126分 (XLカセット使用時)
64分 (Lカセット使用時)
32分 (Mカセット使用時)

早送り/巻戻し時間
約1分30秒 (XLカセット使用時、±100倍速選択時)

サーチ速度
±100倍速

デジタルスロー
－1～＋2倍速(DVCPRO HD-LP記録テープ再生時)
－1～＋1.1倍速(DVCPRO HD-LP記録テープ以外)

編集精度
±0フレーム(タイムコード使用時、50Hz、59.94Hz、60Hz
モード時)

テープタイマー精度
±1フレーム(連続CTL信号使用時)

サーボロック時間
0.3秒以内(スタンバイONから)

定　格

【ビデオ】
サンプリング周波数
Y：74.25 MHz、Pb/Pr：37.125 MHz

量子化
8 bit

ビデオ圧縮方式
DCT＋可変長符号

ビデオ圧縮比率
1/6.7

エラー訂正
リードソロモンプロダクトコード

ビデオ記録ビットレート
100 Mbps

ビデオ入力端子
HDシリアルデジタル入力
BNC×1(SMPTE 292M規格に準拠)、
BNC×1(アクティブスルー)

SDシリアルデジタル入力(オプション)
BNC×1(SMPTE 259M-C規格に準拠)、
BNC×1(アクティブスルー)

SDTI入力(オプション)
BNC×1(SMPTE 305M/SMPTE 321M規格に準拠)2

HDリファレンス入力
BNC×2(ループスルー)、75Ω ON/OFF切り替え

SDリファレンス入力
BNC×2(ループスルー)、75Ω ON/OFF切り替え

ビデオ出力端子
HDシリアルデジタル出力
BNC×3(SMPTE 292M規格に準拠)、
BNC×1(スーパーインポーズ付きモニター出力)

SDシリアルデジタル出力
BNC×1(SMPTE 259M-C/SMPTE 294M準拠)、
BNC×1(スーパーインポーズ付きモニター出力)

SDTI出力(オプション)
BNC×1(SMPTE 305M/SMPTE 321M規格に準拠)2

HDリファレンス出力
BNC×1

SDリファレンス出力
BNC×1

アナログコンポジット出力
BNC×3、ビデオ1、ビデオ2(WFM OUT)、ビデオ3(スーパ
ーON/OFF)、SD再生時またはダウンコンバート時に出力

2 SDシリアルデジタル入力オプション(AJ-UC1700G)とSDTI
入力オプション(AJ-YAC150P)は同時には挿入できません。
いずれか一方のみでご使用ください。

ローディング時間
約4秒

オーディオスプリット編集
有り
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【ビデオ】
ビデオ調整範囲
Oコンポーネントスタイル
HD/SD SDI、コンポジット出力のYゲイン
－∞ ～＋3 dB

HD/SD SDI、コンポジット出力のPbゲイン
－∞ ～＋3 dB

HD/SD SDI、コンポジット出力のPrゲイン
－∞ ～＋3 dB

HD/SD SDI、コンポジット出力のYブラックレベル
±10%

Oコンポジットスタイル
HD/SD SDI、コンポジット出力のビデオゲイン
－∞ ～＋6 dB

HD/SD SDI、コンポジット出力のクロマゲイン
－∞ ～＋3 dB

HD/SD SDI、コンポジット出力のクロマ位相*1

±30°
HD/SD SDI、コンポジット出力のセットアップ
±10%

Oシステム位相
HD SDI出力システム位相
±5.5 H (±12100 sample、13.5 nS step、59/60Hz)

(±14520 sample、50/25Hz)
(±15125 sample、23/24Hz)

SD SDI出力システム位相
±5.5 H (±9438 sample、480i：37nS step、480p：54nS step)

(±9504 sample、576i)
コンポジットビデオ出力システム位相
±5.5 H (±9438 sample、37nS step、59Hz)

(±9504 sample、37nS step、50Hz)
コンポジットビデオ出力SC位相
±180°以上

*1 50Hz/25Hzモード時はSDテープ再生のSD SDI/コンポジット出力の
み有効

【オーディオ】
キュートラック
周波数特性
300 Hz～6 kHz ±3 dB

オーディオ入力端子
アナログ入力(CH1～CH4)
XLR×4、600Ω/Highインピーダンス(切り替え可能)、
＋4/0/－20 dBm切り替え可能

デジタル入力(CH1/CH2、CH3/CH4、CH5/CH6、CH7/CH8)
BNC×4、AES/EBUフォーマット

HDシリアルデジタル入力
BNC×1(SMPTE 292M/SMPTE299M規格に準拠)、
BNC×1(アクティブスルー)

SDシリアルデジタル入力(オプション)
BNC×1(SMPTE 259M-C/SMPTE272M-A規格に準拠)、
BNC×1(アクティブスルー)

キュートラック入力
XLR×1、600Ω/Highインピーダンス(切り替え可能)、
＋4/0/－20/－60 dBm切り替え可能

オーディオ出力端子
アナログ出力(CH1～CH4)
XLR×4、Lowインピーダンス、
＋4/0/－20 dBm切り替え可能

デジタル出力(CH1/CH2、CH3/CH4、CH5/CH6、CH7/CH8)
BNC×4、AES/EBUフォーマット

HDシリアルデジタル出力
BNC×4(SMPTE 292M/SMPTE299M規格に準拠)

SDシリアルデジタル出力
BNC×2(SMPTE 259M-C/SMPTE294M/SMPTE272M-
A規格に準拠)

キュートラック出力
XLR×1、Lowインピーダンス(切り替え可能)、
＋4/0/－20 dBm切り替え可能

モニター出力
XLR×2、Lowインピーダンス(切り替え可能)、
＋4/0/－20 dBm切り替え可能

ヘッドホン出力
M6、8Ω、レベル可変

オーディオレベル調整範囲
－∞～＋12 dB

【オーディオ】

デジタルオーディオ
サンプリング周波数
48 kHz(ビデオに同期)

量子化
16 bits

周波数特性
20 Hz～20 kHz ±1.0 dB(基準レベルにて)

ダイナミックレンジ
90 dB以上(1 kHz、エンファシスOFF)

歪率
0.05%以下(1 kHz、エンファシスOFF、基準レベル)

クロストーク
－80 dB以下(1 kHz、2チャンネル間)

ワウ＆フラッター
測定限界値以下

ヘッドルーム
20 dB
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【オプション】
ラックマウントアダプタ
AJ-MA75P

SD-HD フォーマットコンバータボード
AJ-UC1700G

DVCPRO HD バンクデータ対応エンコーダ/デコーダボード
AJ-VNC150P

SDTIインターフェースボード
AJ-YAC150P

【その他入出力信号】
タイムコード入力
XLR×1、0.5～8.0 V [p-p]、10 kΩ

タイムコード出力
XLR×1、Lowインピーダンス、
2.0±0.5 V [p-p](600Ω負荷時)

RS-422A入力
D-sub 9pin、RS-422Aインターフェース

RS-422A出力
D-sub 9pin、RS-422Aインターフェース

RS-232C
D-sub 25pin、RS-232Cインターフェース

パラレル入出力
D-sub 50pin

エンコーダリモート
D-sub 15pin

この仕様は、性能向上のため変更することがあります。
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